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[image: １、暗闇と静寂]







　人に孤独を植え付けるものは、大きく分けて二つある。

　それは暗闇と、静寂だ。

　見えることと、聞こえること。それらを奪われると人は途端に不安になる。なぜなら人は、常に外からの影響を受ける生き物だからだ。それは素肌に触れる大気、鼓膜を揺らす振動、網膜に飛び込む光。社会という括くくりに内在する視線とルールと外向意識。ありとあらゆる要素が人の周りを飛び交っている。そして自分もその一要素となるために、自分というものを発信するために、人は人に向けて何かを訴え続けている。影響を受け、影響を与え、そうして人は自分を形作り、自分を定義する。人が人であり続けるには、世界とうまく結び付けられている必要がある。

　ゆえに自分と世界を接続するツールの機能不全は、自分自身の生活に大きなダメージを与えることになる。他者が、世界が、自分に向けて何を発信しているかが読み取れない。また、自分が他者や世界に向けて思いを届けることができない。それらがどれほどの苦痛かは、説明するまでもないだろう。

　だから人は両目を開けて、両耳ダブルを開けて世界を取り込もうとする。自分の中に外からの情報が常に入り込み続けることで、ようやく人は安定を手に入れる。

　……らしい。

　ぼくにはよくわからないが。

　結局のところ、この話からわかることは一つだけ。人を孤独に陥おとしいれるには世界との繫つながりを絶ってしまいさえすればよく、それには暗闇と静寂の中に放り込むのが最適だってことだ。

　そしてこの場所には──夜の森の中には、暗闇と静寂の両方が揃そろっている。

「よし、全員そろったな！」

「待ってくださいよリーダー、まだ足りねぇんじゃねっすか？」

「足りねぇ？　誰か遅れてるか？」

　整備された登山道を外れ、十分ほど木々の中を歩いたところに、数人の少年少女が集まっている。もちろん登山客なんかじゃない。月の見えるこんな時間に、獣道を通ってハイキングに行っても楽しめるわけがない。

　ぼくらは、マンドラゴラを狩りに来た。

　専門家でもないくせに、やらなきゃ死ぬってわけでもないのに、命の危険を冒してまで、小金欲しさにあの植物を掘り起こしにきた集団だ。集団と言ったって、声をかけたら寄ってきた人間を集めただけ。

　この集まりに大人は一人もいない。はみ出し者の子どもと、数合わせに呼びつけられた中高生らしき子どもだけ。リーダーと呼ばれる長身の男も、外見の印象じゃ成人はしていなそうだ。不似合いの金髪と威圧的な服装から判断するに、高校は卒業したけど定職につけませんでした、って感じ。そしてそんな男に連れられて集まってくる連中もたいていは碌ろくな連中じゃない。ぼくとギンコも含めて、だけど。

　集まる少年たちの端っこの方で、ぼくとギンコは事態を静観していた。

　ただでさえ子どもの集まりだってのに、その中で最も子どもっぽい顔をしたギンコに発言権などあるはずもない。まぁ、あまり目立たないように極力発言を控えろと言ったのはぼくだけど。

「一、二、三、四ィ…………いや、これで全部だ。俺が声をかけた分はな。お前、追加で呼んだのか？」

「呼んでねぇっす」

「じゃあこれで全部じゃねぇか。バカかお前は」

「バカでした」

　夜風に混じって陰鬱な空気が流れている。そんな中でも、笑いの空気を纏まとって平然としていられる人もいるらしい。ぼくは嫌いじゃないな。いつまでのんきな気持ちでいられるかは知らないが。

「よし、注目しろ！　お前らみんな、ディテクターは起動してあるな？」

　即興で作られた捜索隊は、それぞれが片耳モノクルヘッドホン型デバイス、通称ディテクターをつけている。ディテクターは、マンドラゴラ狩りの要だ。ディテクターの〝催眠染色〟を利用することは、マンドラゴラと相対しようとするなら絶対に外せない条件になる。

　七人ほどの少年少女の全員が、ディテクターに手をかけて、催眠染色の準備をしている。……が、実際にはその作業はまだはじまっていない。

　リーダーは一人一人の顔を素早く見回し、それぞれのやる気を確認している。

「お前らマンドラゴラ認識の催眠染色はかけてあんだろうな!?　サーチが終わったらすぐに探すぞ！　駆除隊のヤツらが来る前に仕事を終わらせねぇと……おい、まだスキャン終わらねぇのか！」

「遠すぎるんすよ、こんなところでサーチをはじめても！　マンドラゴラはたぶんもっと深いところにいるんすよ……もっと奥に入ってからはじめましょうよ先輩……」

「ばっかやろ、万が一にも〝叫び〟に触れたらどうする！　なにかあっても助けなんて呼べねーんだぞ！　慎重にやんなきゃ狂っちまうかもしんねーんだぞ、一度狂ったらもう二度と元には戻れねぇ、そんなの俺はゴメンだ……。おいまだか、早くしろよ、駆除隊が来ちまう！」

　リーダーの苛いら立だちが、次第にぼくらに伝でん播ぱする。

　ひどいチームワークだ。このままじゃ狩りがはじまる前にこの〝寄せ集めの捜索隊〟は解散だ。金に釣られた少年たちはお金がもらえず、人をなんとかかき集めて作戦にのぞんだリーダーは雇い主の信頼を失う。一巻の終わりってヤツ。

　だけど「もう帰りたい」と誰かが言い出すより先に、いつの間にかギンコがサーチを終わらせていた。頼まれたわけでもないのに。ディテクターを操作して、サーチして得たマンドラゴラの位置情報を共有する。

「共有……ＰＤ─ｍｄｇ・０１……」

　ギンコの肉声に反応して、ディテクターが光を灯ともす。

　それに共鳴して、皆のディテクターがデータを受信する。

「できましたよ。データ、届きました？」

　ギンコがしれっとそう言う。

　半開きの目で。唇は大して動かさずに。

　アンタらが遅いから代わりにやってあげましたけど、って態度を隠そうともしない。違うだろ、たまたま私の方がスキャン早くできたんでみなさんにお送りしますねーって態度が必要なんだぞ、ここは。

「お？　早ぇじゃねーか！　時代遅れの両耳ダブルなんか頭に乗っけてるくせにやるじゃねーか！」

「……どうも」

　良かった。

　心の広いリーダーで良かったよ。時代遅れの両ダ耳ブ型ルディテクターにすらサーチ速度で負けてるって事実もスルーしてくれて助かった。

　な、ギンコ。

「ふわぁぁー……ぁ……ねむ……」

　ぼくの心配など露知らず、小さな口を大きく開けて、うちのギンコちゃんはもうおねむ。遊園地帰りの愛まな娘むすめかお前は。

　てゆーかギンコだって、マンドラゴラ狩りに参加するのはこれで二回目だろ。そんなに余裕かましていられる状況じゃないと思うんだけどな。一歩間違えば狂人まっしぐらなんだ、もっと気を張っているべきだと思うぞ。

　……それに、これはルール違反ってヤツじゃないか？　目立たないようにする、そうぼくと約束したはずだ。こういうことをしないようにぼくが見張ってるんだろ。ぼくは他のメンバーに聞こえないよう、小さな声でギンコに耳打ちした。

「ギンコ。できるだけ目立つことはしないって約束だったろ」

「あのままじゃサーチだけで朝までかかるでしょ。夜よる峰みねは黙ってて」

「だけど計画の成功率を上げるためにはできるだけ……」

「うるさい。言われなくても失敗なんてしない。計画は必ず成功させる。お姉ちゃんのためにね。だから夜よる峰みねは黙ってて。可能な限り」

　ひ、人が不注意をたしなめてやってるってのに。

　反抗期か。十四歳の女子中学生に相応ふさわしい堂々の苛いら立だちにさすがのぼくも渋面をつくり閉口する他ない。

　ぼくとギンコは飛び入り参加だ。正規の駆除隊が狙っているマンドラゴラを横からかっさらおうとしている人たちがいることを知って、「友達の友達」って便利な言葉を使ってこの捜索隊に忍び込んだ部外者だ。

　でも、だからこそ目立つ行動は避けなくちゃいけない。

　ぼくらは決して、善良な参加者ではないんだから。

　ぼくらの目的は、このチームの一員としてマンドラゴラ狩りに協力することじゃない。

　狙いは、マンドラゴラの独占。この周囲にたった一つ埋まっているであろうマンドラゴラを、独り占めすることだ。ただでさえマンドラゴラは絶対数が少ないものであり、それもまだ駆除隊が手を出していない段階のものとなるとその希少性は跳ね上がる。ぼくらはお金が目的というわけではないけれど……そのマンドラゴラを求めていることに違いはない。

　駆除隊が狙っているマンドラゴラを横取りしようとする悪ガキどもから、さらに横取りしてやろうって作戦だ。

　そのために正体を隠しチームに潜り込み、こいつらから獲物を掠かすめ取とる計画を練っている。ぼくらはこれから、こいつらを出し抜かなきゃならない。作戦の成功には意外性が欠かせない。ゆえに目立つなと、ぼくはずっとそう言ってるのに。

「とにかく、顔を覚えられるような真ま似ねは控えるようにしろよ」

「何もしないくせに文句は言うんだから」

「ぼくは見張り役としてここにいるんだぞ。何もしないし、文句は言うよ」

　目立つ真ま似ねはしない。問題は起こさない。おじさんやおばさんに迷惑をかけない。まずい事態になりそうだったら即逃げる。そういう約束をしたからこそ、ぼくはギンコの計画実行を許したんだからな。

「……じゃあ聞くけど。夜よる峰みねはどう思う？　この人たち、ホントにちゃんとマンドラゴラ見つけてくれると思う？」

「うーん。闇だな。闇。あまり信用できない」

「……そう」

　聞くんじゃなかった、という言葉がいまにも喉の奥から飛び出してきそうな表情。

　感情を隠さないことと、隠せないことじゃ意味が違う。ギンコがそのどちらであるかを明言することは避けるが、人付き合いが得意な子ではないと断言しよう。まぁマンドラゴラの密猟をするような連中と馴なれ合あわれても困るし、今日はこれでいいか。

「各自ノイズをかけろ。中和用カートリッジは持ってるな？　捜索開始だ、見つけたら俺に言うんだ、俺のアバターが捕まえる！　起動だ、起きろ、ブラン！」

　リーダーがそう言うと、彼のディテクターに光が灯ともった。

　と同時に、リーダーの隣に一人の人間が──人間に似た存在が現れた。

　一見しただけで普通の人間でないとわかる風貌をしている。右腕が人の形をしていない。ペンチのような、洗濯バサミのような……何か素手では触りたくないものを摑つかむための形状をしている。

　人間じゃない。アバターだ。実体を得たように見せかけているだけの電脳存在。催眠染色下でしか視認することのできない存在。

　マンドラゴラに素手で触れるのはあまりに危険だ。ゆえにその処理はアバターの協力が不可欠になる。マンドラゴラの処理……ギンコならそれができるけど、ギンコがやろうとしていたらぼくが止める羽目になっていた。リーダーが言い出してくれて助かったよ。

　ともあれ、メンバーたちはリーダーの指示通り、サーチしたデータを取り込んで、マンドラゴラ認識の催眠染色をかけていく。

　ディテクターから音声が流れ出る。短く簡潔なメロディに、特殊なコードが組まれている。その音声は、聴覚のみならず人の精神と視覚に働きかける。その音声は、人の瞳にありもしないものを映し出す。そうしてぼくらは、マンドラゴラを捜し出すことができるようになる。

　聴覚から精神へ。精神から視覚へ。それが催眠染色。

　催眠染色用デバイス、ディテクターを使用することで可能となる、世界を見間違えるための方法だ。

　ギンコの瞳が仄ほのかに変色している。まわりを見ると、他のメンバーも同様だ。みんなの瞳が綺き麗れいに染色反応を示しているところを見ると、全員問題なくマンドラゴラ認識の染色は成功したようだ。

　マンドラゴラ。

　それは唐突にこの星の地中に生まれた悪性進化植物の総称だ。

　二十一世紀、五十年前の未来予想図ではすでに車が空を飛んでいたはずのこの時代に、ぼくらの前に現れたのは地中からの逆襲者だった。

　それまで自然というものは、沈黙に包まれているものだと勘違いされてきた。どれだけ木々が姿を消そうと、川が涸かれ、雨は黒ずみ、命の数が減少しようと文句を言うことはないと思われてきた。

　だけどそれは、人が沈黙を押しつけてきたに過ぎなかった。反論できない相手を殴りつけて、抵抗しない方が悪いと嘲あざ笑わらってきただけだった。

　ぼくは知らなかっただけ。目を瞑つぶり、耳を塞いでいただけ。

　痛みは蓄積される。傷跡のように。廃薬のように。

　嘆きは累積される。負荷のように。汚濁のように。

　そうしてヤツらは叫びを上げた。悲鳴を上げた。

　それは浅い地中。浮かび上がる汚濁をかき集め、恨みと怖おそれを叫びに変えて──。




　ともあれ、準備が整ったなら捜索開始だ。

　お互いがお互いの眼めに映るように、誰一人孤独にならないように、ぼくらはそれぞれ十数メートルの間隔を空けて横一列に広がった。この人数ではたいして広範囲の捜索ができるわけでもないが、せっかく人数を集めたのだからそれを活いかさずにいてはもったいない。

　各自が距離を取り、少しずつ森の奥へと歩みを深めていく。時間をかけてゆっくりと。サーチデータを頼りに、ぼくらはどこかで叫びが視みえるのを待つ。

　マンドラゴラは、〝叫び〟という独特な特徴的行動を持つ。

　目には見えない〝叫び〟を上げて、マンドラゴラは人間を攻撃する。

　ご迷惑かけてすみませんねぇとやりたい放題土地を開発してきた人間に、いやいやいいんですよぉと無害そうな顔をしていた自然とやらがしれっとカウンターパンチを放ってきたんだ、と理解してくれてもいい。実際、そういうエコロジックでセンチメンタルな理解が現代の主流といっても差し支えない。

　だけど正体やら歴史やらはぼくらには関係のない話。

　特筆すべきは一つだけ。マンドラゴラの叫びには、人を狂わせる力があるということ。他の動植物には何ら悪影響を与えないのに、なぜか人間だけを狙い撃って破壊する能力を持つ。だからぼくらも、いつ狂わされてもおかしくない。

　人間への反逆者。

　生態系のピラミッドにおいて、人間より上位に位置すべく現れた悪性進化植物。

　ぼくらが狩ろうとしているのは、そういうものだ。

　緊張の糸が、静かに静かに張り詰め出す。

　少年たちの脚は鈍い。森の歩きづらさもあるが、それ以上に言いようのない恐怖感の方が勝っている。脚に疲れが出はじめても、メンバーの口から不満が漏れはじめても、中央に位置取るリーダーから撤退の判断は出ない。ぼくらはまっすぐ進むだけ。

　サーチしたデータは〝叫び〟の位置を見つけるためのもので、マンドラゴラそのものの位置を精密に特定するものじゃない。簡単に言うなら、敵が攻撃したらわかるようになったってだけで、いつどこから攻撃してくるかはわからないってことだ。不意討ちで叫びを浴びれば、ジャミング用ノイズがあったって完全に防備はできない。

　夜の暗さがぼくらから声を奪う。

　踏みつけられた小枝の折れる音。擦こすれる葉と靴。足下に転がる森の音だけがぼくらを繫つないでいる。

　暗闇と静寂。暗闇と、静寂だ。

　ぼくは列の左端。右隣にはギンコ。

　もしや怖がったりさみしがったりしているのではなかろうかと、ギンコに向けて視線を送る。

　どれだけ不安にさらされているかと人が心配してやれば、億おつ劫くう極まりない様子であくびをしていた。体は小さいが器は巨大。愛あい嬌きようはないが度胸は満点。違法植物の採取に来たんですよ、わかってますか？　庭の雑草を刈るのとはわけが違うんですよ。

　汚よごれてもいいようにと買った黒いジャージに、汚よごれてもいいようにと買った黒い手袋に、汚よごれてもいいようにと買った黒い運動靴。プラス、頭にのっけた両ダ耳ブ型ルのディテクター。それ以外に装備なし。遭難する気満々だな、君は。

　目をぎらつかせて周囲を警戒するのが当然なのに、ギンコはまったく物もの怖おじしない。というか注意が散漫になっているようにしか思えない。ほらまた、半開きの目を隠す長ったらしい前髪を払っている……と思ったらフツーに目をこすってるな。退屈しているだけじゃなく、本当に眠いのかな。夜も遅いし眠いのはわかるんだけど、猫背気味で疲労感たっぷりの歩き方をしているのがものすごく気になる……もうちょっとしゃんとしてほしいな……。

　不意にギンコと目が合った。

　チョイチョイと手を動かして、ぼくを自分のもとへと呼んでいる。

「夜よる峰みね」

「なんだ？　てゆーかギンコ、もっと気を張って歩けよ。マンドラゴラの叫びを受けた人間が精神汚染デインセイン患者になる確率は九割超えだ、ノイズをかけてたって四割以下にはならない。油断してたらギンコまでお姉ちゃんみたいになるぞ」

「私だって緊張してるよ。狩りに来るのだってまだ二回目だし」

「何回目だろうと警戒は必要だ！」

「警戒してるよ。私なりに」

「そうは見えない」

「夜よる峰みねには見えてないだけ。そんなことより、メッセージが来てる」

　何かと思えば、リーダーからのメッセージが全員のディテクターに届いてると言う。本文はなし。叫びが見えたから脚を止めろって意味だ。続けて、『俺のところに集まれ』との文面が送られてくる。ぼくには届いてないけど。まぁ、ぼくって参加者にカウントされてないし。ギンコの付き添いに過ぎないしな。

　いざ決戦の地へ。さぁ、心の準備はよろしいか。

「ギンコ。いつでも逃げる準備は出来てるんだよな……？」

「逃げたいなら先に逃げていいよ」

「おい!?　おいおいギンコちゃん!?　それはなくない!?」

「なくない」

　憎まれ口は止まらず。やってることは密猟で、口から出るのは軽口ばかり。

　ギンコはいくつか問題がある女の子で、弱点や欠点がダルメシアンの斑ぶちと同じくらい存在しているのはよぉくご存じではありますが、中でもこの口の悪さだけはどうにもいただけない。人間の持つ多くの欠点は、誠実な心根の上に置いてある限りほとんどが無いものとして扱ってもらえるというのがぼくの持論だが、口の悪さというのはそれを台無しにする。どんなに温かい気持ちを持っていても、口から出てくるのが罵ば詈り雑ぞう言ごんじゃあそれは相手にゃ伝わらない。人格の良さは、口の悪さに覆い隠されてしまう。

「いいから夜よる峰みねは黙っててよ。もうすぐご対面だよ」

「そうは言うけど気になるだろ……また猫背になってるぞ。それとそのやる気のない目、なんとかしろよ。あとジャージの裾が」

「……夜よる峰みね、プラズマうるさい」

　プラズマの発生と音量には直接の関係がない。ゆえにギンコの反論は棄却します。

　だけどそんな軽口を叩たたいていられたのも結局ここまでだ。リーダーのもとに集まると、すでに全員が同じ方向をじっくりと凝視していた。

「い、いまのだ！　あれが叫びだ!!　見たか……!?　あそこだ……!!」

　目を凝らす。

　森の奥深く。

　ぼくらの前で、いままさに、それは存在を放っている。

　暗闇の中に砂が舞い上がるように、木々の向こうに薄うつすら白色の靄もやが見える。それは突然現れたかと思うと、一瞬の間を置いてかき消えてしまう。

　──〝叫び〟だ。

　叫びが視みえる、なんてのは奇妙な表現だと人は言う。

　だけどマンドラゴラを狩る際にはそれが最も重要になる。

　人間の眼めには、マンドラゴラはただの植物にしか見えない。

　マンドラゴラを見つけるには、本体ではなく叫びを見つける必要がある。

　叫びは、催眠染色を施してはじめて人間の瞳に映る。言い換えるなら、この叫びこそ、人間がいままで気にすることなく黙殺してきたものの正体ということになる。

「──────」

　マンドラゴラが叫んでる。マンドラゴラが鳴いている。

　人の心を狂わすために。ぼくらに何かを伝えるために。

　それは目に見えず、耳に聞こえることもない。

　現れては消える朝霧のような白しろ霞がすみ。

　幻想的。神秘的。そんな言葉が似合う奇怪極まる夜の森。

　ぼくらは時間にして数十秒、何も言えずにただその光景を眺めていた。

　やがて気け圧おされるように、少年たちが一歩、また一歩と後ずさる。

　……気け圧おされるように、じゃない。実際にぼくらの体は気け圧おされている。その音に。その叫びに。自分に向けられたわけでもないのに、ただ自己を強く主張するその姿に、そのエネルギーに、ぼくらは恐怖を抱いている。

「お、おれ、やっぱり帰りま──」

　それは一瞬の出来事。

　後ろに立つ少年の一人が吐いた弱音。

　その声に反応するかのように、白い霞かすみが一直線に、彼に向かって飛びかかった。

「アッアアアーアウアアー……!!」

　煙けむに巻まかれるように、叫びが少年の体を覆う。その直後、少年は両手で頭を抱え金切り声を上げ出した。

「だ、大丈夫だ！　すぐ処置すればなんともねぇ！　だ、誰か早く中和を！」

　リーダーは即座にそう言った。だけどそれを受けて動けた者はいなかった。みんな足が止まってしまっている。表情から考えれば、固まっているというよりは怯おびえてしまっていると言った方が適切だろう。

　急に反応できなくても仕方ない。ＡＥＤだろうが中和用カートリッジだろうが救命措置なんてのは、たとえどれだけ手順が簡略化されていても、心構えができてなければ対応しきれない。

　……てゆーか心構えしてなさすぎじゃない？

　ビビりすぎてぜんっぜん動けてないよ。

　そんなに怖いならはじめから来なければよかろうものを、そこまでして小銭がほしかったのか？　……いや、誘われて断れなかったんだろうなぁ。

　「……私がやる」

　そんな状況を見かねて動き出したのは、メンバーの紅一点、一番ひ弱で背丈の低い、なにを隠そう我が親友の妹、ギンコだった。……目立つなって言ったのに。

　頭の中で爆音が響いているかのように暴れ狂う少年の、一瞬の隙をついてギンコが懐ふところに飛び込む。そして彼の片耳型モノクルディテクターに中和用カートリッジを直接ブチ込んだ。

　中和の理屈は実にシンプルだ。水面に石を落とすと、落下点を中心に真円状の波紋が広がる。では別の地点にもう一つ石を落とすと、波紋のサイズは二倍になるか？　いや、ならない。二つの波がぶつかり合って、お互いの邪魔をして打ち消し合う。それと同じことを行えばいい。〝叫び〟そのものを止めることは困難だが、違う波形の音を流し込むことで乱すくらいなら、準備ができているならたやすいことだ。

「私じゃ抱きかかえられない。誰か手を貸して」

　処置は済んでもまだ少年はぐったりしている。ギンコの細腕では抱きかかえて運ぶことは難しい。わずかに落ち着いた捜索隊のメンバーたちがこぞって手を貸しにきてくれた。ぼく？　いや、ぼくは手を貸せないよ。ぼくにはちょっと荷が重いからね。

「よし、お前らもっと離れろ！　後は俺に任せるんだ！」

　リーダーの声に、元々たいした覚悟もない捜索隊はみな散り散りに、大胆に下がっていく。あんまり離れすぎると遭難の危険があるからカンベンしてほしいな。だけどぼくとギンコだけは動かない。リーダーからもマンドラゴラからも距離を置いて待機する。

「なにをしてる!!　お前らも逃げとけ!!」

　不思議なことを言う人だな。ホントにぼくらが逃げてもいいのか？

　ギンコは心底不思議そうな顔をして、リーダーに問いかける。

「私たちが逃げたら、リーダーが狂った時に誰も中和してくれないけど。いいの？」

「……それもそうだ」

　本日の我らがリーダーは、気づきは遅いが気を取り直すのはすこぶる早いと見える。過あやまちを認めた一秒後にはもうマンドラゴラの方に意識を向け直していた。

　……この人、本当に大丈夫かなぁ？

　ぼくはギンコに問う。

「ギンコ。逃げる準備、早めにしておいた方がいいんじゃない」

「マンドラゴラを手に入れてないのに逃げ出せるわけないでしょ」

「そんなこと言って……万が一何かあったらどうするんだよ」

「何かあったら夜よる峰みねになんとかしてもらう」

「こ、こんなタイミングから頼りはじめるのか？」

　頼られるのは喜ばしいことだけどいくらなんでも遅すぎる。

　もう少し早めに言ってくれればもっとマシな計画を考えてきたってのに！

　パートナーが無茶を言う人だと苦労するよ、ホント。

　同じ苦労をどうやらリーダーのアバターもさせられているらしく、一人マンドラゴラの埋まっているであろう場所へと近づいていく。

「どうだ、ブラン!!」

「間違いねぇス、マスター。マンドラゴラが一体、埋まってるス」

　……君、しゃべれたのか。ブランくんはなんでさっきまで無口だったの？

　まぁ、別になんでもいいけどさ。

　ブランは一歩ずつ、敵の攻撃を警戒しながら時間をかけて進んでいく。

　そしてついに、その場所へと辿たどり着つく。

　叫びの封じ方はいろいろあるが、どうやらブランというアバターは最も原始的で危険な方法を選ぶらしい。

　ブランくんは、自らの体を盾にしている。寝そべるようにして、マンドラゴラがいると思われる地面の上に膝をついて体を丸くして、地中から放たれる叫びを自らの体で受け止めている。

　沈黙を是とし主人のためなら身の危険も厭いとわない。武人だな、君は。

　ギンコのアバターはあんな風に献身してくれるだろうか？　いや、あの子はたぶんしてくれないだろうなぁ。私の体が崩れちゃいますぅとか言って固辞するんだろうなぁ。

　愛情と献身は酷似している。その事実は多くのラブストーリーと、非常に多くの悲劇を生んできた……とはギンコの姉の言。まぁ、それは置いておこうか。

　アバターは、残響体という特殊な非実体を持つ。

　人間の精神データを核に人工知能を積んだ〝音で形作られた人間のようなもの〟だと思っておけばそれで十分だ。詳しい理屈に関してはぼくもわからない。人工知能が幻の体を持って喋しやべっていると考えておけばいい。

　残響体。その最大の特徴は、音に触さわれるということだ。

　音には触れる。だけど物には触れない。

　だからリーダーの持つスコップは、ブランくんの体をすり抜けて冷え切った地面へと突き刺さる。リーダーはそのままブランくんの背中に手を突っ込むような体勢で地面を掘り始めた。

　ちょっぴり雑なやり方。もちろん、正攻法では決してない。

　マンドラゴラの採集ってのは、本当はもっとたくさんの段階を踏んで慎重に進めていくものだけど、時間をかけてちゃブランくんの体がもたないし、駆除隊に見つかる可能性を少しでも小さくするためには仕方ない。

　ざく、ざくという土にスコップが刺さる音。

　ブランくんの口からは、痛みに耐える喘あえぎが度々漏れ出ている。マンドラゴラの叫びは、人間の精神にまで強く語り掛ける悪性の音声。悪性だろうがなんだろうが、音声には変わりない。だからこそ残響体のアバターはそれに触れるし──それと同様に、音声だからこそ、それは残響体のアバターに強い衝撃を与える。……見ているだけでこっちが辛くなる。早く終わってくれ、とぼくは心の中で何度も唱えた。

「姿が見えたきた……中和だ、コイツを麻ま痺ひさせるぞ！　ブラン、やれ！」

「ウス……！」

　中和用のカートリッジは、〝叫び〟に影響を与える。それを利用して、中和用の催眠音声を直接マンドラゴラに流し込んでやると、一時的にではあるが、マンドラゴラの機能を停止させることができる。その場限りの処置だが……どうせマンドラゴラは誰かに売り払ってしまうんだ、正しい管理の方法なんて知らなくたってかまわないんだろう。

　マンドラゴラは、地中でなければあまり叫びを放つことはないが、地面から採り出そうとした瞬間は別だ。この一瞬だけは、激しく叫びをあげることがあるから、この段階で対象の機能を止めてやらなくちゃならない。

　ブランくんが中和用カートリッジをオンにした後、リーダーが数センチ分の土層を掘り払うと、ついにそいつは姿を現した。

　化石でも掘り出すかのように丁寧に、リーダーはそれを掘り起こし、そしてぼくらにも見えるように持ち上げた。

　喜びの声は上がらなかった。

　目的のものを手に入れたというのに、歓声が起こる気配はない。

　ぼくやギンコは喜ぶにはまだ早いと思っているし、ぼくらより後ろにいる人たちは写真でしか見たことのないマンドラゴラの姿に目を奪われている。

「うわ………………」

　ぼくの後ろで誰かが呟つぶやいた。

　たぶん、その飾り気のない感想が、捜索隊のみんなが感じているすべてだった。

　マンドラゴラ認識の催眠染色が無ければ、木彫りの置物のようにも見えたかもしれない。カボチャほどの大きさ。茶色い野の兎うさぎのようにも見える。とはいえ動物ではないから、身じろぎひとつしやしない。動物じゃない。いわゆる普通の植物でもない。

　それこそが、マンドラゴラ。

　耳では正しく聴き取れない叫びを発し続ける悪性変態植物。森を殺し人間を狂わせ、そのくせ繁殖すらすることのない植物。森の中で醸成された悪意の澱おり。

　こいつの登場で、森というものは怖おそれを再獲得した。

　だけどその登場はあまりにも遅すぎた。

　登場とほぼ同時にその技術を人間に盗まれた。

　それがディテクターであり、アバターだ。

　リーダーの持つディテクターを本体とするアバター、ブランくんが両腕をマンドラゴラに巻きつけている。抱きかかえられるくらいの大きさ……マンドラゴラの中では一般的なサイズと言える。

　すぐにマンドラゴラを袋に入れると、その上から大量の土も一緒に入れていく。リーダーが用意してきた袋はちょうどいい。たぶん運動靴やらスリッパやらをしまっておくシューズバッグだろう。生地が厚いから土が出なくてちょうどいいしね。

　しばらくはマンドラゴラも大人しくしているだろうが、時間が経たてば再び叫びを放つ。そうなっちゃったらどうする気なんだろうな、リーダーは。……まさか森を抜けてマンドラゴラを依頼主に渡すまで、ブランくんがああしてずっとマンドラゴラに抱きついたままなわけ？　ブランくんをフィルターにしてわが身を守るってこと？　アマチュアだからって言い訳できないくらいに手て際ぎわが悪いな……。闇だな。闇手て際ぎわ。

　やり方は褒められたものではなかったけれど、終わってみれば順調に、滞りなくマンドラゴラの採集に成功している。息災なことで何より。

　だけどぼくらの捜索もここまでだった。

　捜索隊の一人が、マンドラゴラよりキツい叫び声を上げた。

「駆除隊だああああああっ!!」

　一斉に振り向いたぼくらの視線の先では、空色のジャケットを着た人物がぼくら捜索隊をにらんでいた。

　空色のジャケット。

　叫びを最大限に防ぐためのフルフェイス型ヘルメット。

　そしてマンドラゴラに対抗するための、拡声器型音声武器。

「動くな、貴様ら！」

　ヘルメット越しの女じよ声せいからわかることは一つだけ。

　ぼくらはすでに見つかっているってこと。

　まずいことになった。法律で禁止されているマンドラゴラ採集を行っているのがバレたら、停学どころの話じゃない。

「あの趣味のわりィ空色のジャケットは……駆除隊だ、間違いない！　逃げろ!!」

　リーダーが叫んだ。

　駆除隊は、マンドラゴラに関する違法行為を撲滅することもその職務に含まれる。

　もし捕まったら、精神は狂わずとも社会生活が狂う。

　リーダーはマンドラゴラの入った袋を投げ捨てて、踵きびすを返かえして走り出した。

「リーダー!?　なんで捨てていくんすか!?」

「バカ!!　持ってるところ見つかったら言い逃れできねぇだろ!!　お前らもさっさと逃げろ!!」

　その言葉に、捜索隊の連中はわき目も振らずに駆け出した。

　リーダーをはじめ、遠巻きに見ていた子どもたちも一斉に逃げていく中、ギンコだけが「きゃっ」と可愛かわいらしい声を上げてその場で転び、そのまま倒れ込んでしまった。腰を抜かして起き上がれないのか、怯おびえるように、涙目で駆除隊の人間を見つめている。肝心なところでどんくさいギンコちゃん。とても可愛かわいらしいのだが、いくらなんでもこのタイミングで可愛かわいらしさを発揮してくれなくてもいいだろ……。

　わずかにも責任感というものを持っていたのはリーダーだけで、彼だけが戻って助け起こすべきか走り去るべきか悩んでいる。任せてくれ、君の背中はぼくが押す。

「先に逃げてくれ!!　ぼくが残る!!」

「よ、よし、頼んだ!!　俺の名前は出すなよ!!」

　ああ、わかった。

　安心しろよ、出すわけないだろ。

　アンタの名前をぼくは知らない。

　そしてリーダーは全速力で駆けていく。夜闇の奥に。森の深いところに。

　駆除隊の女は動かずに、誰かの指示を待つかのように静観している。

　逃走の音がだんだん聞こえなくなっていく。

　波の立った水面の波紋が静まるように、音は時間とともに弱まっていく。

　ついに風の音以外が見えなくなったところで、駆除隊の格好をした人物はようやくフルフェイスのマスクを外した。バサリと落ちる長すぎる髪。ギンコとそう身長は変わらないとはいえ、腰元までかかっているのだから相当な長さだ。

　そしてマスクの下には、泣き顔の似合う、頼りない表情を張りつけた顔があった。

　駆除隊に扮したギンコのアバターが、不満を訴える顔があった。

「あああん息苦しかったですよぉ!!」

「咏えい子こちゃん、君、アバターなんだから呼吸しないでしょ」

「感性の問題です！　息苦しい感じがしたんですぅ！　次からは夜よる峰みねくんがこの役やってくださいよぉ！」

　……マスクを取ったら取ったで若干メンドくさいな。もう一度かぶり直してくんないかな。ギンコとの共通点は性別と背丈くらいのもの。この子がギンコのアバターとは、いまだに信じられないね。

「まぁそう言わず。それに咏えい子こちゃん、すごく良いい演技だったよ。真しんに迫る感じがした。まだ年若で純情な少年たちをだまくらかすに十分な熱演だった」

「も、もう少し良いい褒め方はないんですかぁ……？」

　ないよ。

　これでもかなり好意的なものの見方をしていると思うよぼくは。

「もぉぉ……私こんなダサい服もう着たくないですよぉー……夜よる峰みねくんも言ってやってくださいよぉ！」

「ぼくは似合ってると思うよ」

「いやそういうことを言ってほしいわけじゃなくてですね！　自分のアバターに対する愛情が足りないことを指摘してほしいんですよぉ！」

「そうならそうと言ってくれないと」

　わからなくても仕方ないでしょ。咏えい子こちゃんの思考回路ってなかなかに特殊だし。

「空色はイヤ？　じゃあ何色が良かったの。ギンコにきちんと伝えておいた方がいいんじゃない」

「んー……肌色が多い服を着たいですぅ」

「……服を着せてもらえるだけありがたいと思えよ」

　ただの露出狂じゃないか……。ギンコの精神データを核にして生まれたアバターとは思えない性格だ……。

　なにはともあれ、これで今夜の作戦は完了だ。

　怖おそれていたような事態は何も起きなかった。紛れ込んでることはバレず、マンドラゴラを独り占めすることに成功し、駆除隊に捕まることもない。

「ん。マンドラゴラに抑制音声かけ終わったよ。これで安全に持って帰れる……帰る準備しなきゃ」

　のどかな声でそう言うと、ギンコは森のマップをインストールしていく。

　ディテクターにあらかじめダウンロードしてあったマップデータを、自分の頭に催眠染色していく。考えてみれば捜索隊のメンバーは、マップすら用意せずに夜の森を突き進んでいたんだな。そしてそのままバラバラに散らばって走り去ってしまったわけだけど。勇気ある少年たちに拍手だ。無事に下山していることを切に望むよ。

「さ、逃げよー。本物の駆除隊が来る前にね」

　力強さというものをかけらも感じさせない気だるげな足取りで、ギンコは街に向かって歩き出した。




　　　　＊＊＊




　森を抜け市街に戻った時点で、ギンコは疲れ果てていた。

　ぼくはそうでもなかったけど、だからといってぼくのペースに合わせてギンコが歩いてくれるわけでもない。ギンコは基本的に肉体労働が大っ嫌いだからね。バリバリの現代っ子だからね。首輪をつけられてそのうえヒモで引っ張られても同じペースで散歩をしてくれる犬という動物の優しさが心に染しみるね。

　ちなみに咏えい子こちゃんは一足先にディテクター内で就寝中。エネルギー切れかな？　あの子はエネルギー消費多そうな性格してるし、しょうがないなまったく。

　住宅街はすでに寝静まっている。深夜一時過ぎじゃどこもこんなものか。

　そんな中、大きなボストンバッグを抱えながらジャージ姿でてくてく歩くギンコは誰がどう見ても夜遊びしている部活帰りの中学生だ。補導一歩手前と言える。てゆーかまだ運の良いいことに警官に見つかってないだけで見つかれば即補導されるのは確定と言える。

「プラズマ疲れた……眠い……帰りたい……」

「いやいやいや……おじさんの家にマンドラゴラを持ち込む気か？　今夜中にあの屋や敷しきに届けちまった方がいいって。たしかドクターともそういう約束になってるんだろ？　ほらガンバって歩け」

「うー…………」

　まぁ補導うんぬんの話は置いといて、それにしたって未加工マンドラゴラの所持は違法だ。見つかれば問答無用で逮捕されてしまう。こんなものはすぐにでも遠ざけてしまいたい。人目につかないよう細心の注意を払いながら、ぼくらは依頼主のもとへと向かうしかない。

　長い道のりになる。それを思うと自然と足は重くなる。健脚という言葉とは縁遠い生活をしているギンコはぼく以上に憂鬱を感じていることだろう。

　だけど、そんな心配もすぐに無用になった。聞き覚えのある声が、遠くからギンコの名前をフルネームで呼んだ。

「来くる海み沢さわ。来くる海み沢さわ吟ぎん子こ！」

　やかましいエンジン音を撒まき散ちらす真っ白のクラシックカー。なんて車種だかは知らないが、どういう種類の人間が乗っているかは知っている。たいていは車売りか、もしくは自慢好きの金持ちだ。間違いないね。そしてウインドウから顔を出してるそいつは、どう考えても前者ではないと断言できる。

「……ドクター？」

「呼んだらすぐ答えるように。迎えに来てあげたのですから」

「……おつかれさまーです」

「おつかれさまですぅーでしょう。……ほら、早く乗ってください」

　ギンコは彼をドクターと呼ぶ。君きみ島しま陸りく人とという本名は、意図しているのかいないのか使おうとしない。

「ありがとう、ドクター」

「いえ。思ったより時間がかかりましたね。傷は？」

「診察してくれるの？」

「君のことではありません。入手したマンドラゴラに傷はないかと聞いたんです。早く乗ってください。早くうちに持って帰りたい」

　ドクターに促されるままに車に乗る。どこへ行くのかとギンコが問えば、そんなこともわからないのかと彼は呆あきれてみせた。

　ハンドルを握り直すドクターは、卑屈な印象を与える猫背。皺しわの無い顔には、腹に一物抱えているのを隠そうともしない半笑いが張りつけられている。猫背に悪い顔。性質だけで考えるとギンコと似通っているのがまた苛いら立だたしい。十五年後、ギンコが医者になったらこんな風になってしまうのだろうか。闇だな、ものすごく。




　法定速度という言葉を知っているのかいないのか、見えない亡霊とカーチェイスするかのような勢いで車は夜道をひた走る。歩けば一時間では済まなかったであろう道程も、倫理観なきこの車なら三十分もかからない。できれば三十分くらいはかけて走行してほしかったけど、到着してから言ってもしょうがない。

「うわぁ。相変わらずでっかい家……」

　ギンコはそう言うけど、家か、これは？　ぼくなら邸やしきって言葉を使いたいな。

　買おうと思えば数億はくだらない家の立ち並ぶ通りがどこかにある……というのは知っていたけど。だけどその土地を平気で購入し、ローンの支払いを重荷に感じず、加えて自称医者のドラ息子が地元の中学生を利用して未加工のマンドラゴラを収集していても気にしない……そんな家庭もあるってのはさすがに知らなかったよな。ぼくはしみじみ世間の広さを感じる。

　家の中に招待され、スリッパを出されリビングに通されてもなおギンコは家のあちこちに目を泳がせていた。

　少し待てとだけ言い残すと、彼はドアの奥へと消えていった。マンドラゴラを研究室にしまいに行ったんだろう。客を招いているんだからまず歓迎する姿勢を見せろよと言いたいのはやまやまだったが、早くマンドラゴラの処理をしたい気持ちはわからないでもない。ぼくもギンコもマンドラゴラの正しい保管方法なんて知らないからな……バッグを二重にしただけじゃやっぱりもの足りなかったか。

「夜よる峰みねは座らないの？」

「ぼくは疲れてないから」

　誘われてもないし。

　ギンコにくっついて勝手に入ってきただけだし。くつろがせてもらうつもりはないよ。

　ぼくらの会話はそれだけ。ドクターが戻ってくるまで、ぼくもギンコもそれ以上口を開くことはなかった。何かがぼくらの言葉を圧おし留とどめていた。威圧感じゃなく、圧迫感。無音室にいるかのような。

　ギンコも俯うつむいて、高そうな絨じゆう毯たんに心なしか冷たい視線を浴びせている。

　……あれっ。

　いや違うかも。眠気が我慢できずにねむねむしてるだけかも。

　かっくん、こっくん。

　ギンコはゆっくり船を漕こぐ。

　すでに夢の世界にいるのか、体温の高そうな顔色。

　この化け物の棲すみ家で、よくもまぁ無防備な姿を晒さらせるものだ。

　……化け物の棲すみ家。

　化け物……。

　……いくらなんでも失礼なこと考え過ぎかな？　ぼくは自分が、その、なんだ、人によっては嫌なヤツと言いたくなるような性格であることは自覚している。でもいくらなんでも嫌けん悪お感を示し過ぎな気もする……。

　ぼくの嫌けん悪お感の根源は、きっと防衛本能だ。

　いまはぼくの隣にギンコがいる。ぼくには彼女を見守る理由がある。その力も、ある。

　だからギンコにとって害悪となりそうなものは、可能な限り排除したくてたまらない。

　そして現在排除すべき最大の不安が、あの男だってだけの話だ。

　シックな空間を彩いろどるセンスの良いい調度の数々。シンプルな家具とスタイリッシュな家具の違いをまざまざと思い知らせてくれる嫌味な部屋。やっぱり落ち着かない場所だ。

　ぼくは壁にかけられた絵画をぼんやりと眺めている。どこかで見た覚えがあるな。たぶん有名な作品のレプリカか何かだろう。サインはあるがうまく読めず、作者が誰かはわからない。もっとよく見ようと絵画に顔を近づけると、不意に横から声をかけられた。

「お手を触れないようお願い申し上げます」

　不意打ち。

　あえて言葉にするならそんな感じ。

　驚きすぎてぼくの体が硬直している。ぼくは体勢そのままに、首だけを回して声の方を見た。

　メイド姿の女性が、ぼくの真横に立っていた。

　……まったく気配を感じなかった。

「し、失礼しました……」

「いえ」

　いつの間にこんなところに……？

　ドアが開く音なんて聞こえなかった。じゃあはじめから中にいたのか？　いやそんなわけはない。ってことは、答えは一つ。この女、アバターだ。訪問者の存在に反応して起動したんだ。もしくは壁でもすり抜けてきたか。残響体は、薄い壁くらいなら平気で通れるものだから。

「えっと。ドクターのアバター？」

「はい」

　こ、こんなアバターいたっけ？　ぼくらがこのお邸やしきに来たのは二回目だけど、前は見なかったな。ドクターが隠していたのか、それともめんどくさいから説明しなかったのか……。……まぁどっちでもいいか。

「名前は？」

「NoNameと申します」

　名前くらいつけてやれよあのヤロウ……。

「デフォルトネームですらなく……？　それって名称登録欄を空白で登録したってことですよね……？」

　ぼくの言い回しに、主人に対する敵意を感じたのか彼女はじろりとにらみを利きかす。

　ご、ごめんなさい。

「アバターと言えど君きみ島しまの人間であり、個人としての人格を前面に出すことなく、節度ある生き方をしなさいという意味だと私は理解しています」

「あー……ああ、ああ、そういう捉え方もありますね……。あ、ぼくは夜よる峰みねと言いまして。名前の意味は」

「お名前なら存じております。意味までは述べてくださらなくて結構」

　先に名前の意味まで述べてくださったのはそちらの方じゃないですか……まぁいいけど。

　美麗な外見と硬質な口調。

　背筋を伸ばし神経を尖とがらせ、立っているだけで疲れてきそうな姿勢を決して崩さず、彼女はぼくとギンコの動きを見張っている。

　ギンコと二人だけだと思っている時ですら息苦しかったのに。居心地の悪さが加速度的に増していく……。ギンコ並みの懐ふところの広さがぼくにもあればよかったのに……。

　君きみ島しまは、それからさらに十数分の時間を空けて戻ってきた。

　高そうなティーセットと、海外からのおみやげらしい高そうな茶葉とともに。

　きっちりボタンをかけた白衣と、土のついた軍手とともに……。

　……そんなに土に触るのが嫌か？　つーか自分の服が土で汚よごれるのは気にするくせに、土で汚よごれた白衣を着たまま客用の紅茶をいれるのか。しかも客への対応よりマンドラゴラの処置が優先なのか。どういう神経してるんだ？　まぁ、別にどうでもいいけど。

　…………。

　ぼく、文句をつけすぎかな？

　それともこの男が文句つけやすすぎるのかな？

　はっきり言って、ぼくはこの男が気に入らない。ギンコがここに出入りすることも本当は納得していない。

　ギンコだって、別に何も好き好んでこの場所に来ているわけではないだろう……たぶん……。

「なに驚いているんです？」

　驚いた顔をしていたのはぼくじゃなくてギンコの方。

　こいつもこいつでどういう神経してるのかよくわからん。

「いや……ドクターが紅茶を出してくれるとは」

「失礼ですね、君は。愛あい想そがないのは問題ないが、礼を失するのは良くない」

「慇いん懃ぎん無ぶ礼れいなドクターには言われたくないですけど……」

　どっちもどっちだ、とぼくは思うけどね。

「まぁいいでしょう。ヴォイス結晶と報酬です」

　ねこの絵柄の紙袋。中にはいくばくかのお札が入っているのだろうけど、ギンコの興味はそちらにはない。ギンコが欲しくてたまらなかったのは、指輪でも入っていそうな小さな箱の方。

　それを受け取って、今日はじめてギンコの口くち許もとが緩んだ。……今日はじめて、という言い方にはかなりの語弊がある。ギンコの喜ぶ表情など久しく見ていなかったんだから。

　たぶんこれが、ぼくが最も気に食わないところなんだと思う。

　ギンコを鬱積から解放してやれるのはぼくじゃない。

　この小箱の中身がほしくて、ギンコは今夜のような無茶をする。

「ちなみに……例のカートリッジは使いましたか？」

「違法改造のヤツ？　アバター強化の……」

「そうです」

「使わなかった。小細工だけでなんとかなったから……。使った方が良かった……？」

「そうですか。使用したなら所感を訊たずねてみたかったのですが。使ってないなら別に構いません。あれは君にあげたものだから、君が自由に使えばいい」

　アバター強化の違法改造。

　モノの使い方を間違えるヤツってのはどんな場面でも一定数はいるものだと思うし、マンドラゴラに対抗するためアバターを戦闘用に仕上げようって発想はわからないでもない。だけどそれを、十四歳の女の子に持たせようってのはどうなんだ？

　最低限の倫理観。

　そういうものを、ぼくはこの二人の会話から感じ取れない。

「しかし、二つ目を取ってくるのに時間がかかりましたね。危ない仕事ですし、運も要ることだから仕方ないですが……マンドラゴラ一つ取るのに三か月もかかっては」

「……ごめんなさい」

「いいや、謝ることはありません。ただ、最近は駆除隊の連中がすぐに狩ってしまいますからね。あの乱暴な連中ときたら、狩ったらすぐに無害化させてしまうんだからたまりませんよ。加工前の純粋なマンドラゴラを手に入れようと思ったら、駆除隊が来るより前に先取りしてしまうしかない……」

　もちろんそれは違法な行為だ。

　医者を名乗ってはいるが、君きみ島しまがすでに国立病院から追い出された身であることはぼくもギンコも知っている。まさしく闇だ。闇。闇医者。

　駆除隊の仕事は、爆弾処理班と同じだ。爆弾を見つけました、では仕事を終わらせることはできない。爆弾を無害化してはじめて駆除の成功と言える。危険性を有したままのマンドラゴラが流通するのは、特別に許可が下りている場合のみ。つまりコイツは、許可も下りてないのに未加工のマンドラゴラを探してるってことになる。

　ついでにそのたとえで言うなら、彼らは爆弾魔を捕まえることも職務の内だ。早くこのドクターも捕まえてくんないかな。

「ドクター。まだまだ……時間、かかりそう？」

「かかります。時間も、費用も。マンドラゴラもまだまだ必要です。一つ二つではどうにもなりません。実験が必要なんですよ、治療法を確立するためには。わかりますね？」

「うん……」

「大丈夫、理論はもう完璧に組まれてる。毒を以もつて毒を制す。技術的な問題だってすでにクリアされている。あとは証明するだけ。そう不安そうな顔をすることはありませんよ。うまくいったらまっさきに君のお姉さんを治療します。約束します」

「うん」

「だからそういう顔はやめなさい。いつもの眠そうな顔をしていればよろしい」

「うん」

　……これで病床の姉が喜ぶと、君は本当にそう思ってるのか、ギンコ。

　こんな得体の知れない男に利用されて、悪事を働く羽目になってる。

　ぼくはギンコの味方だけど、それ以上に、ギンコの姉にシンパシーを感じてる。

　君の姉ならきっと、狂ってさえいなければきっと、君がこんな怪しい男と接触するのを許しはしなかっただろう。

「俺に任せておけばいいんです。俺は天才ですから。それを証明してみせる」

「うん」

　天才だと。任せておけだと。

　ギンコの前で、精神汚染デインセイン患者の家族の前で、よくもそんなことが言えたな。

「アンタが本当に天才なら、なぜ表舞台でその仕事ができないんだ」

　ぼくの呟つぶやきに、君きみ島しまは耳を貸さない。

　医者はぼくの方をまったく見ようとはしない。

　ぼくをずっと見ているのは、メイドの姿をした彼の名も無きアバターだけ。彼女はずっとぼくを警戒している。ギンコはあくまでドクターの言うことに忠実だけど、ぼくの方は彼に敵意を向けているからだ。

　NoNameという名のアバター。

　忠実な人工知能を積んだ存在。

　だけどきっとこの男には、彼女の姿は見えてはいない。アバター認識の催眠染色などしていないだろう。そんなことをしてさびしさを埋める必要がこの男にはないだろうから。

　メイド型のアバターは前にも見たことがある。

　アバターはディテクターに登録された主人の精神データを核に作られる。だからその性格は主人の影響を強く受けるものの、それがすべてじゃあない。後からある程度の変更と調整ができるようになってる。そしてはじめてアバターの性格を決める際、最も忠実なタイプの性格を選択希望すると、デフォルトの外見がこの服装になる。

　忠実な存在。

　それを求められ、その通りに彼女は振る舞っているだけだ。

　だというのに、ドクターは彼女に一切の視線を送りはしない。存在を認識することすらする気がない。忠実な存在として生み出されたにもかかわらず、何も奉仕することができない気分ってのはいったいどんなものなんだろう。

　助けてあげたいと心の底から思っているのに……それでも何もできない歯がゆさとは、いったいどれほどの苦痛なのだろう。

「とはいえこれは、俺の個人的な研究ですからね。もし君がやめたいと思うなら、いつでもやめていいんですからね。できないことを押しつける気はないですし」

「やるよ……できるから！」

「やるというなら、もちろんこっちは歓迎ですが」

　焦燥感。ギンコはおそれてる。

　見放されること。糸が切れてしまうこと。

「しかしマンドラゴラの回収を頼んでいるのは何も君だけではありませんからね。一つ二つで研究の進みは大きく変わるとはいえ……君だけが頼りというわけではありませんから」

「……じゃあなんで私にも持ってこさせるの？」

「実験にはもっと多くのマンドラゴラが要るからです。それもまだ駆除隊に加工されてない純粋なものが」

「……もっとたくさん持って来れなきゃ、私は要らないということ？」

　そのセリフには、さすがのドクターも顔をしかめた。

「ギザついてますね、君の言葉は」

　空気が冷える。固まる。

　ギンコの言葉は、緩衝材を有しない。

　剝むき出だしの姿で相手にぶつかれば、互いに傷つくのが目に見えているってのに。

「お姉さんを元に戻したいのでしょう？」

「……戻したい」

「なら、俺の言うことを聞くしかない。君に、他にできることがあるんですか？」

「……ない」

「駆除隊がどのマンドラゴラを狙ってるか、その情報を俺は握ってる。だからそれを君のような人間にリークして渡す。君はその情報を利用して、俺の欲しいものを取ってきてくれさえすればいい。報酬はきちんと渡す。治療法が確立できたらお姉さんは治る。そして俺は不名誉を返上できる……わかりますね？」

「……うん」

　そして、ギンコはこいつの言いなりになる。

　だからぼくはこいつが嫌いで仕方がない。

　嫌な関係だ。気持ちの悪い繫つながり。協和など、期待できやしない。

「怯おびえることはありませんよ。そう簡単に見放したりはしませんから。俺自身、君のことは嫌いじゃないですしね。君は俺をドクターと呼ぶから、ドクター失格の処分を受けた俺からすれば、悪い気はしませんよ。大人の喜ばせ方というものを君はわかってる」

「そんなことないです、ドクター」

「念のため、念のために一応聞きますが、来くる海み沢さわ。まさかとは思いますが、俺の名前を覚えてないわけじゃありませんよね？　それで呼び方に困ってドクタードクター言ってるわけじゃないですよね？」

「……そんなことないです、ドクター」

　ま、マジかよギンコさん。酷ひどい人間だなホントに君は……。

　君きみ島しま陸りく人とさんだろ……ドクター君きみ島しまのフルネームなんてぼくだって覚えてるのに……。

「次の場所の情報も渡しておきましょう。すでに駆除隊が狙っている場所なので、数日以内に行くように。先取りされないようにしてください」

「うん……ガンバってきます」

　それで、この夜の訪問は終わりになった。

　メモを受け取り、形だけの感謝を告げて、ぼくらは邸やしきを後にする。

　まったく信頼できない人たち。決して気を許すことのできない場所。ぼくらが家から出ていくその時でさえ、メイド姿のアバターはぼくを睨にらみ続け、医者はギンコだけを見てにやにやと笑っていた。

　ドアの外。外気に触れて、ギンコの頰が少しだけ赤くなった。

「ギンコ。ぼく、あの医者はあまり信用しない方がいいと思う」

「信用したわけじゃない。お姉ちゃんを助けるために、できることが他にないだけ」

　できることは他にない。それだけ告げると、ギンコはぼくに背を向けた。

　誰かを助けてあげたいと、心の底から思っているなら……何もできない歯がゆさは、耐えがたい苦痛になる。その苦痛から逃れるために、ギンコは自分の身を滅ぼす道を進んでる。

　ちっぽけな背中。

　はかなげな後ろ姿。

　他人の人生まで背負うには、あまりにも頼りない。

「……助ける方法なんてどこにもないよ」

「つまらないジョークは嫌いよ」

　そう言い捨てて、ギンコはゆっくりと歩き出す。おじさんの家に帰るために。今日という日を終わらせるために。

　音は目に見えない。

　だけど、目に見えるものが音を感じさせてくれることはある。

　わずかに揺れる雑草に、夜に揺れるギンコの後ろ髪に、ぼくは風の音を感じていた。
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　翌朝。

　おじさんの家。ギンコの部屋。

　そこでぼくが目にしたギンコの姿。それはなんともあられもない、扇情的な姿だった。

「おはよぉ夜よる峰みねくぅん……」

　彼女は肩まで露出して、ずいぶんと肌色の多い格好をしている。脱ぎかけのブラウスでなんとか下着を隠してはいるが、それじゃあ服を着ているとはとうてい言えそうにない。

　足下には脱ぎ散らかした服。くいくいと動く指先は明らかな挑発行為。うるんだ瞳は何かを期待するようにぼくに向けられている……。

　……アホか。

　いったい何がしたいんだ？

　顔だけじゃねーか。顔と背丈しかギンコじゃねーじゃん。

「何やってんだい、咏えい子こちゃん」

「あ、バレちゃいましたか？」

　バレちゃいますよそりゃ。

　顔しか似せられてないですよ。

　そもそもギンコはぼくを夜よる峰みねくんなんて呼ばないからさ。

「良いい演出だと思ったんですけどぉ。えっと、ロマンデータ、オフ」

　なんだロマンデータって。

　変なファイル名つけるなよ。

　あっさり見破られたことを特段悔しがりもせず、咏えい子こちゃんはパッと外見を切り替えた。いつも通りのワンピース姿。これが彼女の日常で、スタンダードなスタイル。外見変更のカートリッジでも入れてない限りは服装は簡単に変えられないはずだけど……ギンコ、もしかして自分の姿をトレースしてカートリッジに収めてるのか？　自分のアバターを身代わりにしていったいどんな悪事を働くつもりなんだ、まったく。

　そして本物のギンコの方はというと？

　体のサイズに合わないでっかいベッドの上。上半身だけ起こし、でっかい枕をぎゅーっと抱きしめている。ついでにそのままフリーズしている。ぬくぬく。本人証明の書類は必要ないようだ。どこからどう見ても、ぼくの知ってる寝ぼすけさんだ。

「ギンコちゃーん。そろそろ起きる時間ですよー」

「んー……」

　咏えい子こちゃんの呼びかけは無視。

　愛いとしいアバターの柔らかい呼びかけも、眠気に勝るものではなかったと見える。

　では、愛いとしい夜よる峰みねお兄ちゃんの呼びかけではどうだろうか？

「ギンコ」

「なんにも言わないで……プラズマ疲れてるから」

　ダメだった。

　プラズマ疲れているというのがどういう意味かはよくわからなかったが、たぶんとっても疲れているんだろう。夜中にあれだけ歩かされちゃあ疲ひ労ろう困こん憊ぱいの朝を迎えるのも妥当と言えよう。起こされるのが嫌だからと言って、アバターに自分の姿をさせてえっちなポーズを取らせる行動の意味はまったくわからなかったけど。

　まだ覚醒していない頭の上には今日も両ダ耳ブ型ルのディテクターがのっけられている。ディテクターに光が灯ともってる。点滅してる。ってことは、催眠染色の最中か。

　マンドラゴラの叫びは、音により人間の精神に強く働きかけるという性質を持つ。その性質をヘッドホンの内部に直接ぶち込んだ催眠染色用デバイス、それがディテクターだと思ってもらえればいい。

　現代人は、毎朝必ず催眠染色を施す。どんな認カ識ラ色ーを入れるかは人それぞれだが、アバター認識、公共インフラ認識、予定表認識あたりはほぼすべての日本人が入れている。

　まぁ、必要最低限しか入れないギンコなら、五分もあれば染色は終えるだろう。五分後にベッドから下りているかどうかはわからないけれど……。

「あーたいくつ。ギンコちゃんが遊んでくれないから退屈ですぅ。夜よる峰みねくぅん、一緒に遊びませんかぁ？」
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「ああいいよ。何して遊ぶ？」

「おままごとをしましょ」

　はぁ？　おままごとぉ？

「……君は他に遊び事を知らないのか？　闇だな。闇。闇子供時代を過ごしたんだろうな」

　どんな人生だ。

　ぼくに提示させてくれればもう少し楽しそうな遊びを用意できると思うけど。

「闇子供時代なんて過ごしてないですよぉ……アバターですし……」

「じゃあリアル闇子供であるギンコの影響か。悪の化身だなまったく」

「なんでそういうことを言うんですかぁ！　夜よる峰みねくんは私とギンコちゃん、どっちの味方なんですかぁ!?」

「君ではないな」

「ひどいです!!　ひどすぎますぅ!!　外道です!!」

　おままごとを断っただけで外道呼ばわりされるのは心外である。そんなことはないだろう、と否定するぼくをさらに非難し彼女は喚わめき出す。実に心外である。なんとか収めようとするぼくに向かってぎゃわーおぎゃわーお騒ぎ続けられることも心外である。闇だな。闇。

　泣き言がぎゃわーおからおよよよよに変わってきたあたりでさすがに鬱陶しくなってきた。ここは一つ、きつく言ってやらねばなるまい。

「うるっさい！　ひどくないし外道でもない！」

「ひっ……！」

　ぼくが声を荒げたことに驚いたのか、咏えい子こちゃんがしなしなと力を失ってへたれ込み、地面に両手をつけた。その頼りない姿たるや男子に好意を袖にされ、しな垂れるように落ち込む悲劇の婦女子そのものである。

　いまのはさすがに言い過ぎたかな。そこまでドラマチックで芝居がかった仕草で傷つくとは思わなかったんだ。これは悪いことをしたな……。

「ゴメン、ちょっとやり過ぎた……」

「いいんですぅ、私なんて……。でも昔の夜よる峰みねくんはこうじゃなかった……あなたは魔女の呪いを受けてから変わってしまわれた……」

「えっはじまってるの？」

　おままごとするの？

　しかも西洋ファンタジーな世界観でやるの？

　そして咏えい子こちゃんは、どうでもいい背景染色機能をオンにした。

　みるみる内に景色が変わる。どこにでもある女の子の部屋が、中世のお姫様の住まう一室になる。調度は豪華に、文明は一昔前に。

　もちろん、本当に部屋の内装が変わってしまったわけじゃない。

　これも催眠染色の応用で、つまりは誤魔化しているだけの偽にせの映像だ。

　無駄なプログラムを組みやがって、もしかしてそれ自作か？

「魔女は既に息絶え、世界に蔓延はびこる暗雲はもはや東の彼方かなたに消えたというのに、あなたの心はいまなお過去の暗闇に捕らえられております……」

「レベルたっけーなー……！　おままごとの修練度が高すぎる。いったい人生の何割をおままごとに費やしてきたらそういうことになるんだ？」

　心の声をそのまま口に出したのがまずかったのか、咏えい子こちゃんがジロリジロリとぼくを視線で非難する。わかったよ、悪かったよ、受けて立つよ。

「愛いとしい人よ、ぼくの呪いは君が思うより強い。心臓に巣食う銀の針は寂しさという光を受けて怪しく輝く」

　咏えい子こちゃんがちょっと目を見開いている。ぼくが乗ってきたことに驚いているらしい。

「ああ、私にはその光を紛らすことなどできはしません……。その胸を開いて針を取り除くような勇気すらないのですぅ……。私は呪います。魔女でもあなたでもなく私を呪います。無力な私の心の内にも、どうか針をお刺しください。あなたを癒すことができずとも、あなたと痛みを分かち合うために……」

「ああ、愛いとしい人よ、これ以上ぼくを苦しめるのはやめてくれ。ぼくの命を長らえさせているのは愛いとしい君の姿に他ならない。苦しむのはぼくだけでいい」

「ああ、夜よる峰みねくん……！」

「咏えい子こちゃん……！」

「夜よる峰みねくん……！」

「咏えい子こちゃん……！」

　ぼくの頭の中のシナリオでは、この後あと咏えい子こちゃんの生いき霊りようがぼくの胸の内に飛び込んできて魔女と対決しぼくの呪いを解き放つ展開なのだが、どうやっておままごとをしながらその流れにもっていくかを猛烈に思案していたところ、ぼくと咏えい子こちゃんの間で目をこすっていたギンコが無礼にも劇に口を挟んできた。

「………………朝っぱらからプラズマ鬱陶しいんだけど」

「ああ、夜よる峰みねくん、私たちの愛の結晶が苦しんでいます」

「なんてことだ、呪いは黒雲のように広がっている。雨を被るのはぼくだけでいいというのに。我が愛いとしの娘にまで」

「私まで巻き込むのは心底ご遠慮願いたいんだけど…………!!」

　巻き込むってなんだよ。

　自分から台風の中に飛び込んできたのはギンコ自身だろ。

　もう娘ってことで設定し終えてるからその配役でよろしくね。

「ギンコちゃん、あなたはまだ眠りから覚める時ではないの……力を蓄えずして覚醒しては、強すぎるあなたの刃があなた自身を傷つける結果になるわ……」

　ほら、咏えい子こちゃんはおままごとの継続を望んでおられる。

　この子は趣味がわかりやすくてぼく好きだよ。

「そうだよ、ギンコ。君はまだ安らかにベッドの中で過ごすべきなんだ……やがて来たるその時まで休めばいい……」

「わかったよ!!　起きればいいんでしょ、起きれば……!!」

　ただおままごとしていただけなのに、なぜか希望通りの展開に。

　まったく奇跡は起こるもんだな、悲しいくらいに身近なところで。
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　それから五分。

　咏えい子こちゃんの無駄な演出プログラムは消えたけど、咏えい子こちゃんの口数は減ってない。

　ちなみにギンコはまだベッドから下りてない。

　のそのそと、起きる準備をはじめるための予備動作に入るような素振りを見せつつ、ギンコは咏えい子こちゃんに高圧的に言ってのける。

「咏えい子こ。下の様子見てきて」

　下の様子。

　つまり、一階にいるであろう、ギンコのおじさんとおばさんの様子。

「おじさんとおばさんなら日課のラジオ体操をしてましたよぉ。聞こえてきませんか、陽気なリズムが。相変わらず健康大好きな夫婦ですよねぇ。あ、ギンコちゃんも一緒にやってきたらどうですか？」

「ヤダ。朝からあんな動きしたら血管という血管が誤作動を起こして暴れ狂って死ぬ」

　まーたそんなことを言って。

　誤作動を起こすのは血管じゃなくて心臓でしょうが、まったく。

「ギンコはまったくわかってないな。健康体操はいいよ、あれは優れたシステムだ。ウォーミングアップ、ってヤツ。人体ってのは本当に不思議だよなぁ。スポーツで一番大事なことは何かと問われたら、ぼくはきっと準備運動だと答えるね。よくわからないポーズをとりながら数を数えているだけで身体はうまいこと成長していくんだから、まったく人体ってヤツは良くできている」

「わたしぃ、夜よる峰みねくんのぉ、簡単なものを複雑に、複雑なものを簡単に理解しようとする思考回路好きですよぉ」

「ありがとう咏えい子こちゃん。ぼくも君の眩まぶしい笑顔が好きだよ」

「じゃあなんでイジメるんですかぁ？」

「うーん。君の笑顔より、君の泣き顔の方が好きだからかな」

「ひどいですぅ……！」

　ひどいかな？

　咏えい子こちゃんはイジメられたがってるものかと。

　ぼくらの楽しい会話を華麗に黙殺して、ギンコもようやく嫌々ながらもベッドから下りていた。開いているのかいないのかわからない目でハンガーに手を伸ばし、中学校の制服にゆーっくりと着替えていく。

　膝下まである紺のスカート。真っ白なブラウスに大きなリボン。きちんとした服を着せれば、やっぱりギンコはそれなりのお嬢様に見えるなぁ。率直な印象を述べれば、どこかお金のかかる私立小学校に通うお嬢様のようだ。本当は、お金のかかる私立中学校に通うお嬢様なんだけど。

「あー今日もギンコちゃんは可愛かわいいですぅ！」

「うるさい、咏えい子こ」

「やっぱりギンコちゃんの学校は制服のセンスが良いいですよぉ！」

「うるさい、咏えい子こ」

「でももう少し肌色が多い方が可愛かわいいと私は思うなぁ……」

「うる。咏えい」

　短縮すんなよ。批判くらい厳密な文章で伝えろよ。

　自分のアバターの扱いはともかく、やはりこっちの清廉な格好の方が、ギンコの本当の姿だ。

　ご両親が事故でなくなったことは不ふ憫びんでならないが、それでもギンコは優しく家柄のよい親戚に引き取ってもらえただけ恵まれている。学力に関して本人の能力が高かったのも幸いして、いまは何不自由なく複雑な暮らしを過ごしている。

　少なくとも、夜中に家を抜け出して、駆除隊より先にマンドラゴラを掠かすめ取とるなんて犯罪行為に手を出すような身分じゃない。そういう悪童たちと自然に距離を置くよう育ってもおかしくない状況にいる。

　だけどギンコは、まっすぐには育たなかった。いまでも何かに狂わされている。

　何かに。

　他界した両親か。

　入院している実姉か。

　はたまた、正しい助言のできなかったぼくたちか。

　自室を出て、階段を下りて、そしてギンコは清潔で完璧な笑顔で、おじさんたちと朝の挨拶を交わす。

「おはようございます、おじさま、おばさま」

　恵まれた朝。

　微ほほ笑えましい光景。

　欺ぎ瞞まんという言葉が、ギンコの笑顔の下に見え隠れしていた。
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　ギンコは学校にディテクターを持ち込まない。

　より正確に言うと、持ち込みはするが人に見られないよう工夫を凝らしている。

　中等部のグラウンドに隣接する高等部の体育用具室。そこになぜか電気が通ってるのを良いいことに、ギンコは勝手に充電コードを繫つないでいる。ぼくの足下にはギンコのディテクター。

「こんなところに置きっぱなしにして……しかも起動させたままだ。誰かに拾われたらどうするつもりなんだ？」

　ギンコは年齢の割に、上品な印象を他人に与える子だ。だけどそれはいわゆるお客様向けの顔で、真実の顔は存外にだらしがない。

　大事なものをなんでも手元に置きたがるのは臆病者だ、というのがぼくの持論。だけどギンコは、本当に大事なもの以外はなんでも自分の手から放してしまう。あの子は度胸がありすぎる。失いたくないものを守ることより、失ったものを取り返すことに必死だからなのかもしれない。

「あ、見てください夜よる峰みねくん!!　中等部のグラウンド!!　ほらほら、ギンコちゃんが出てきましたよ!!　あ～体操服姿も可愛かわいいですねぇ～」

「……そう」

　ディテクターが起動してる。だからアバターも起きていられる。ゆえに咏えい子こちゃんもここにいる…………高いテンションで。

　咏えい子こちゃんは窓の向こう、トラック走をさせられているギンコに夢中だ。その行動は問題ないが、格好の方は厄介だ。咏えい子こちゃんの着ているものは、なんだか妙に堅苦しい黒のスーツ。女子高生には見えないし、新任の先生にも見えない。なんでこの子はこうなんだ。闇だな。

　ちなみにぼくは高等部の制服に身を包んでいる。ここは高校の校舎だからそりゃもう当然。

「……咏えい子こちゃん、学校の制服は？　ちゃんと外見変更のカートリッジ作ったでしょ」

「ギンコちゃんがディテクターから外しちゃったんですよぉ。私がエンジョイしすぎるからって」

「……そりゃまた、ずいぶんと、闇だったんだな」

　エンジョイしすぎるってどういうことだよ。制服一着でそこまではしゃげる子って本物の高校生でもなかなかいないぞ。ニセモノだとしてもなかなかいないぞ。

　本物の中学生の方は、着慣れた体操服を着ながら数人の友人と談笑している様子。お淑しとやかに微ほほ笑えんで、笑う時は手で口を隠す。ぼくらに見せるような、ぶっきらぼうでわがままな態度は決してのぞかせない。

「あ、サッカーはじめましたね。……ギンコちゃんパスもらいすぎです……そして走るの嫌いだからってパスしすぎです……性格が出て可愛かわいいですねぇ」

　今日の授業はサッカーらしいが、運動神経に秀ひいでたギンコはやはり他の子より活躍が目立っている。……ちょっと息切れするのは早いけど。運動は得意なくせに嫌いだからだな。

　こうして遠くから眺める分には、何ら欠点のない女の子だ。

　なぜこんな子が、もう終わったことにいつまでも囚とらわれなければならないっていうんだ。

「…………闇だな」

「んん？　夜よる峰みねくん、何か言いました？」

　のぞき見は趣味じゃない。学校生活でのお目付け役まで担になうつもりはない。

　ギンコを見守る役目は、ひとまず咏えい子こちゃん一人でなんとかしてもらおう。

「放課後は病院に行くんだろ。ぼくはそこから参加する。それまでの監視は咏えい子こちゃんに任せた。ぼくは寝る」

「え、ええっ!?　夜よる峰みねくん、サボるんですかぁ？」

「積極的に休養を取るんだ。おやすみ」

　ギンコには何も問題はないさ。

　学校の中にいる限り。家の中にいる限り。
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　マンドラゴラに関する、厄介事に首を突っ込まない限りは。
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　公道には車の音が雑然と転がっている。たくさんの種類の音が散在してる。

　それはたとえばエンジンの音。それはたとえばブレーキの音。

　音は重なり、ぶつかり、集まる。それでも混ざり合うことはない。

　他の音と繫つながってハーモニーを奏かなでるようなことはない。

　だというのに、それらは決して孤独な音にはならない。

　エンジン音を聞けば、それは車の音だと人は言う。

　ブレーキ音を聞けば、それは車の音だと人は言う。

　複数の音が混じりあわなくても、ぼくらはその全体像を想像することができる。

　単体だけで全体に繫つながるから、ハーモニーは必要がない。ピースが埋まっていなくても、頭の中に絵が思い浮かぶなら、そのジグソーパズルはすでに完成していると言える。

　一つ一つは孤独な音が、その奥にある街というものを描いている。

　車の音そのものは未完成で不完全だけど、でもそれは欠陥にならない。

　君は完全でなくていい。君は君の音を鳴らすだけでいい。それを教えてくれるから、車の音はぼくの心に安らぎを与えてくれる。ぼくがそう説明した直後、ギンコがものすごく眠そうな顔で「あ、終わった？」と聞いてきたことはいまでも鮮明に覚えてる。

　つまり何が言いたいかというと、街の音が聞こえるだけでぼくは十分だったのに、咏えい子こちゃんが口を閉じないものだから、ぼくらの道中はなんともにぎやかなものになったってことだ。

「それでね、アバターネットワークのＳＮＳで知ったんですけど、ここのお店はすっごくおいしいバナナチョコが売ってるらしいですよぉ！　チョコバナナじゃなくてバナナチョコなんです！　どう違うかはわかんないんですけど、気になりませんかぁ？」

「ならない」

「私チョコバナナって好きなんですぅ！　あ、アバターだから食べたことはないんですけど、なんとなくおいしそうだなー食べてみたいなーってずっと思ってて」

「……アバターはものを食べられないのに、どうしてＳＮＳでおいしいチョコバナナの話が出てくるの」

「あ！　それ聞きたいですか!?　すっごく面白いエピソードがあるんですよー!!」

「いい。話さなくていい」

　放課後、病院に向かう道すがら。

　ギンコの授業時間を眠って過ごしていた咏えい子こちゃんが、会話量の不足を訴えるかのごとくひたすらしゃべり続けている。話題はだいたいどうでもいいこと。ギンコの反応も相応にイマイチ。ぼくの表情も神妙にして平素。

　行き交う人のみんながみんな、片耳にはディテクターを装着している。アバター認識をかけているのは若者ならほとんど、中年なら半数といったところだろうから、それだけの人数が咏えい子こちゃんのお話を耳にしていると思うとなんだか申し訳なくなってくるな。

　この分じゃあ病院に着いてからも音を発し続けるんじゃないかとぼくが心配し出した頃になって、ようやく、咏えい子こちゃんは意味のある言葉を発した。

「あ、お花屋さんに寄っていきませんかぁ？　お姉さんも喜ぶと思いますよぉ！」

　普通なら、ギンコの姉の場合は見舞いの花など持っていってもしょうがないと思うが……今日に限ってはなるほど花などあれば場が明るくなるかもしれない。

「……咏えい子こにしては良いこと言う。そうしよう」

「気が利きくじゃないか。咏えい子こちゃんにしては」

「もぉ！　どうしてそういうこと言うんですかぁ！」

　そういう喋しやべり方だからじゃないですか？　なんかもう、私のことをイジメてくださーいっていう念波を四方八方に撒まき散ちらすかのようなトークスタイルだもん、咏えい子こちゃんは。マンドラゴラたちも感心すると思うよ、人間の精神に害を及ぼすにはこういうやり方もあったのか、って。

　冗談はさておき。

　マンドラゴラの叫びにより精神に強い影響を与えられることを精神汚染デインセインという。

　ギンコの姉は精神汚染デインセイン患者だ。ゆえにその瞳に映る世界は、ぼくらのそれとはまるで違うものとなる。

　聴覚から精神に、精神から視覚に。

　ディテクターの催眠染色と同じように、精神汚染デインセイン患者の目には映るべきではない何かが映っている。だから本来は花など買っていっても仕方ない。……けどまぁ、言わないさ、そんなことは。心なしか跳ねるように歩くギンコの明るい気分に、水を差すような真ま似ねはしたくないしね。

　コンビニと銀行の間。

　まわりが駐車場だらけでいかにも車の停とめやすそうな、あちこちから「その土地売ってくれ」と懇願されているであろう厄介な位置に、その花屋は店を構えていた。見るからに築一年以内の建物だが、どうやってこんな良いい場所に新しくフラワーショップなんてものを開くことができたのか不思議で仕方ない。闇だな。闇。闇花屋。

　すみませーん、と顔の筋肉をいかに使わないかに全力を尽くしていそうな気の抜けた声でギンコが店員を呼ぶ。すると奥から意気揚々と、満面の笑みで現れたのは五十歳くらいの紳士であった。ぼくの現実的な予想によると、おそらく彼は何かしらの理由により長年勤めた会社から退職を余儀なくされ、手切れにと受け取ったわずかばかりの退職金を元手に花屋を開業、世間のしがらみから放たれた喜びと子どもの頃の夢を叶かなえたことによる満足感に浸って「いまが人生最良の時だ、幸せは金で買うものでなく夢で彩いろどるものだ」と幸せを嚙かみしめているに違いない。そうに違いない。それ以外の可能性はあまり考えたくない。

「いらっしゃい!!　何にしましょう!?」

「えと……入院している姉に見舞いの花を……千円くらいで見繕ってくれますか？」

「ハイただいまよろこんでぇーい!!」

　居酒屋店員か何かか？

　やたらめったら高いテンション。ちょっとばかり大胆に予想を裏切る受け答えをしてくる紳士に、ぼくは違和感を覚えないでもなかったが、ギンコも咏えい子こちゃんも気にしてないからぼくも聞かなかったことにする。

　ちなみに、当たり前と言えば当たり前だが、花屋にマンドラゴラは売ってない。地中のものだから観賞はできないし、家庭菜園を楽しむようなものでもないから仕方ない。というか、一般市場にはマンドラゴラは出回らない。本体だろうが一部だけだろうが、特別な許認可なしに商売することはできない違法な商品となっている。闇商品だ。でもこの店なら頼めば奥から出てくるかもしれないな。

「テンション高いお花屋さんですねぇ……」

「闇花屋だな。闇すぎる」

「離れて待ってましょうか」

「そうしようか」

　ギンコが花屋と話し合っている間、暇を持て余した咏えい子こちゃんがおままごとをしたがる前に、ぼくは話題を提供する。花は気分を和らげるというけれど、君はストレス解消にどんな方法を取る？　ところが咏えい子こちゃんは満面の笑みで「月の光を浴びながら、魔物の咆ほう哮こうを耳にしてうんぬん」とか語り出したのでなんだか諸もろ々もろ妥協した。不毛だけど夢いっぱいの会話をかわしていると、道向かい、四車線分向こうから男が一人ふらふらとこちらに近寄ってきた。メーカー名の書かれたジャケット。……アバターカスタムショップの店員か。

「おーッ可愛かわいい子だねぇ、誰のアバターだい？」

　ぼくのです、だから手を出さないでください──って言ったら、ごまかせるかな。

　いや無理だろうな。

　ぼくは素直に、花屋の店先であくびしているギンコを指さした。

「夜よる峰みねくん！　聞きましたか!?　いまあの人、私のことを可愛かわいいって!!」

「空耳だよ」

「空耳じゃないですよぉ!!　どうしてそういうこと言っちゃうんですかぁ!!」

「うーん。どうしてかな。愛情の裏返しと捉えてもらってもいいけど」

　愛情の裏返しとはよくある表現だけど、愛情の裏側ってつまり何なんだろうな。

　怨えん嗟さか何かかな。……闇だな。ものすごく闇だ。闇フレーズ。

「お嬢ちゃん、表の子は君のアバター？　可愛かわいいねぇ！」

「……人違いだと思います。うちのアバターは可愛かわいくないです」

「またまた謙遜しちゃってぇ！」

　ギンコは謙遜がしたかったわけではない。暗に話しかけるなと言っている。だけど相手はそれを読み取ってくれるほど、読み取っていたとしてもその思いを汲くんでくれるほどまともでも誠実でもない。花屋さんもこっそり顔をしかめている。しかめるだけで注意はできないのがもの悲しい。

　そもそも、他店の軒先にまでやってきて客を奪っていこうとする行為は倫理的にどうなんだよ。客引きにだって品というものが求められてしかるべきだろう。

　……あ、わかったぞ。ここの花屋、この客引きに影響されてるのか。客の目を引くにはこれくらいやらなきゃいけないんだーと勘違いしてしまったに違いない。だから返答が「よろこんでー！」だったんだ、間違いない。間違いないよ。きっと元々営業職じゃなかったんだな。人事か何かだったんだな。リストラどんまい、花屋さん。

「いくら可愛かわいくっても毎日見てたら飽きが来ちゃうでしょう！　そこで登場するのが我らがカスタム屋さんですよ！　アバターのカスタム、どーお!?」

「けっこうです」

「本体一部パーツの変更なら五○○円からできるよぉ！　彼氏でも連れてきてくれれば、五分だけ声と外見のデータを取らせてもらって、彼氏そっくりのアバターに変えることもできるよ！　ウチなら二十四時間いつでも対応！」

「彼氏いないです」

「理想の彼氏を作り上げることもできるよ!?　他の人に見せたくないなら、本体をいじるんじゃなくてカートリッジにして持ち帰ればいいよ！　家の中でだけ君のアバターが君の理想の彼氏になる！　どう!?」

「理想はないから」

「じゃあ理想を探してみない!?　アバターカスタム七人分セットがレンタルで一月八百円！　一か月かけていろいろ試せば自分の理想が見つかるかもしれないよ!?」

　まだ引き下がらないのか……。熱い商売魂に思わず「お、それならおひとついただこうかな」と言いたくなる。言わないけど。

　なんとしても話を聞いてほしい店員と絶対に話を聞きたくないギンコの対決は結局、ギンコの熱意が勝った。メンドくさいことには関わりたくないというエネルギーだけはすさまじい。そんなところに力を使うから普段のだらけた態度を改善することができないんじゃないのか、と思わないでもない。

　ようやくキャッチセールスから解放されてぼくとギンコは安あん堵どしていたけど、咏えい子こちゃんだけはちょっぴり残念そうだった。

「ギンコちゃん、私、そろそろ髪型変えたいなぁと思ってるんですけどぉ」

　カスタムショップ店員以上に面倒極まるこのアバターこそ、意外にもギンコちゃんの頼れるパートナーである。

「コスプレなら昨日カートリッジで楽しんだでしょう」

「あんなのは数に入りませんよぉ!!」

　あれは数に入らないの？

　噓うそつけ、入るだろ。完全に楽しんでただろ。

　ノリノリで「動くな貴様ら！」とか言ってなかったっけ？

　咏えい子こちゃんがナース服のカスタムをほしがっているのはぼくもギンコも知っている。知っていてなおギンコに買う気がないのもぼくはよく知っている。

「改造して変更するのが嫌ならカートリッジでもいいです！　私、こっそり楽しみますからぁ！」

「でもさ、咏えい子こちゃん。買ってもらったって見せる相手がいないだろ？」

「ギンコちゃんが見てくれるだけで十分なんです！」

　……って言ってるけど？

「見ないよ私は」

「見ないって言われてるけど」

「どうしてそういうこと言っちゃうんですかぁ！」

　一つ買うとすぐ次を欲しがるからな、咏えい子こちゃんは。咏えい子こちゃんが主要なコスチュームを揃そろえるより先に、ギンコがお人形遊びを卒業してしまったのが悔やまれる。

「今朝のことを思えば、ギンコが外見変更カートリッジを買ってくれない理由もわかるんじゃないの」

「あれは、夜よる峰みねくんが喜ぶかなぁと思ったんですぅ……」

「じゅうぶん喜んだよ。いつまでもそのままの咏えい子こちゃんでいてほしいなと思ったよ」

「そのままじゃいられないんです！　新しいことが常に必要なんですぅ！」

「いやそれは要らないよ」

「むぅぅ……昔の夜よる峰みねくんはそうじゃありませんでした……」

「そうかな？」

「あなたは変わってしまわれました……魔女の呪いを受けてから」

　えっ、あれ続行されるの。

　設定引き継ぐの？

　いいよ、ぼくは退ひかないよ。

「変わったのはうわべだけ。奥底に秘めたぼくの心はいまなお君を思っている……」

「ああ、夜よる峰みねくん、魔女が真しんに呪ったのは私の方だったのですね……私の心はいま大きく揺れている……」

「ああ咏えい子こちゃん……」

「夜よる峰みねくん……」

「咏えい子こちゃん……」

「夜よる峰みねくん……」

　これ、誰かがツッコんでくれないと永遠に止まらないな。咏えい子こちゃんはやめる気がないし、ぼくはぼくで一歩も退ひく気はない。この夜よる峰みね、おままごとにおいて敗北を喫したことは一度とてないのだ。

　となればこの悲劇を止めるのは必然的にギンコの役目ということになる。

「往来でイチャつかないでよ。見ててイラっと来るんだけど」

　別にイチャついてるわけじゃないよ。

　咏えい子こちゃんの趣味がおままごとだから付き合ってあげてるだけだよ。

「反抗期かな、咏えい子こちゃん」

「反抗期だわ、夜よる峰みねくん」

「うちの娘に限ってそれはないと思ってたね」

「私、こんな育て方をした覚えはないのよ」

「その雑な家族設定、プラズマムカつくからやめてくんない……!!　消されたいの……!!」

　なんだ、もしかしてギンコは魔女の役が欲しかったのか？

　それならそうと先に言ってくれないと。

　やってみるとまったく楽しいもんだね、おままごとってのも。

　なんて言ったって、やめたいと思った時にはすぐにやめられるんだものな。




　　　　＊＊＊




　病院内で聞こえる音の大半はロビーで発生するもの。

　病室で聞こえる音の九割は看護師たちの足音と作業音。

　……というのがぼくの持つ病院のイメージだ。

　だけど精神汚染デインセイン患者に関しては、マンドラゴラ被害にあった患者の入院病棟に関しては、まったく違う音であふれてる。

　総合病院の七階に止まったエレベーターのドアが開くと、途端に声が聞こえてきた。声が廊下を飛び交う。声があちこちに浮かんでいる。

　マンドラゴラの叫びは、現代におけるバベルの塔。

　どこまでも高く続く塔を建設し神域を犯そうとした人間は神の怒りに触れ、互いが同じ言葉で会話することができなくなった。それと同様に、許されざる領域まで安易に踏み込んだ人間は、マンドラゴラの叫びを受けて、同じ言葉で会話することを禁じられた。

　狂うということは、健全に動作しないということだ。トマトが一つ置かれていれば、普通の人間は「赤い野菜が一つある」と言う。だがある精神汚染デインセイン患者は「青い人間が一人いる」と言う。別の患者は、「砂嵐の向こうに輝く宝石を見つけた」と言い出すかもしれない。精神が狂っている。理解が乱されている。視覚が捻ねじ曲まげられている。精神汚染デインセインの最大の特徴は、世界との接続不全。ぼくらと同じ場所に存在しながら、ぼくらとはまったく違う世界を生きることを強制される病。

　シュウは、マンドラゴラを狩りに行こうとしてそうなったわけじゃない。林道を歩いていて……たまたまそこに未発見のマンドラゴラがいて、そしてまるで警戒していなかったシュウの背中にそいつの叫びが飛んできた。

　ぼくはその時はじめてマンドラゴラの叫びを見た。……その時、ぼくも隣にいたってことだ。ぼくにはどうしようもない出来事だったと、あれは仕方のない事故だったのだと自分を落ち着かせるのにずいぶん時間がかかった。落ち込むんじゃなく、約束を守るべきなんだと、ぼくはシュウの代わりにギンコを見守らなきゃならないんだと、その約束がぼくを再び立たせてくれた。

　廊下を進み、病室を前にして、入口に置かれている一冊の本をギンコは手に取った。

　表紙には、『来くる海み沢さわ秋しゆう　幻視世界』と書いてある。

「新しいページにはなんて？」ぼくはギンコに問う。

「んー…………あ、すごいよ。こないだのことがわかった。替えの服に怒ったのは、毒虫がついてるように見えたからなんだってさ。どれが毒虫だったんだろ……花柄かな。それとも胸のボタンかな……」

　胸のボタンが毒虫に見えて怒り狂った、か。

　精神汚染デインセイン患者にはありがちな暴れ方だ、まったく。

　精神汚染デインセインの根本的な治療法はまだ確立されていない。だから、社会生活に戻せるかどうかは、どこまで狂っているのか、どこまで危険性があるのかを把握し、周囲の人間がそれに対処できるかどうかで決まる。

　そのためには、患者が、狂わされた精神が、「どんな世界を夢見ているか」を記憶することが第一になる。患者によっては、パイプ椅子が危険毒物に見えているかもしれない。患者によっては、ガラス窓に醜悪な獣が見えているかもしれない。だから、何に手を出すかわからない。すべてが綿菓子に見えていて、幸せな幻視世界の中で生きている患者なら家に置いといても問題はほとんど起こらない。部分的な幻視……たとえば本というものがおそろしい化け物に見えてはいるが、他のものは通常通りに見えている患者なら、本から遠ざけることで限定的ではあるが社会に戻ることが可能になる。

　すべての病室の入口には、看護記録という名の一冊の物語が置かれている。

　咏えい子こちゃんのおままごととはレベルが違う。狂った精神が見せる幻視世界。

　中でもシュウの幻視世界は、とびきり分厚い物語としてそこに描かれている。

　シュウはいま、切断と接着が容易すぎる奇妙な世界に生きている。そこでは人間の手足は簡単に千切れ、そしてくっつく。そこでは物理的なものだけでなく、定量化された心から性格の一要素まで、ありとあらゆるものがいともたやすく切断され、そして接着される。だからシュウに近づくのは危険極まりない。あいさつ代わりに相手の手首を斬り落とすのが礼儀だと信じてる。そして人間の手首というのは、胴体と頭を繫つなぐ部分だと思ってる。話をしていても、突然激怒したり泣き叫んだりする。優しさが切り取られたり、悲しみが接着されたりするからなんだそうだ。病室は魔法の箱で、たまにやってくる看護師は天から降る悪魔の使い。点滴の針は救いの手で、布ふ団とんはすべて生きた鹿。シュウが見ているものとぼくらが見ているもののズレは、ここまで挙げてもまだ一割にも満たない。

　これが、シュウの見ている世界だ。それは、他者と共有することのできない閉じた世界。完全でないのに、完結している世界。いずれ腐り落ちるのが予定された世界。

　看護記録を元の位置に戻して、ギンコは看護師に挨拶した後、病室へと入っていった。

　個室で一人、両手足をベッドに縛りつけられている女性。それが、ギンコの実の姉だ。この扱いに関しては、ギンコにも不満はない。自由にしておいては、何に手を出すかわからないからだ。

「久しぶり、お姉ちゃん」

　親愛なる姉へ、ギンコは相手の目を見ながら、優しく語り掛ける。

　だけどシュウはギンコの目を見ることなく、ギンコの手に向かって返事をした。

「ああ、来たのねドッペルゲンガー。まだ壁面に口紅を塗る仕事を続けているの？」

「かもね。花、持ってきたんだ。いま飾るね」

「これは驚いたな……器の欠片かけらね？　形骸設計士の連中がよく許可したわね、こんなもの。これをどうするというの？　私はいったいどの部品を切り取って捧ささげればいいの？」

「切らなくていいよ」

「ん？　なんだか茶色い果物が空を流れているようね。上流で何かあったのかもしれない」

　茶色い果物……？

　ああ、花の香りがそう見えているのか。

　帰りに記録していかなくちゃな。

　まったく、大変だよ、精神汚染デインセイン患者との会話をしていくってことは。

　シュウは、ぼくらにはわからない世界で生きている。

　…………なぁ、相棒。

　お前がいま見ている世界に……その世界に、ぼくはいるのか？

　もしいるなら、ぼくはいったいどんな姿で、どんな存在として、お前に接しているんだ？

　それとも、もう切り取って捨ててしまったか？

　…………いいさ、別に。答えてくれなくても。

　どうせもう、ぼくの声が届くことはないんだから。

「咏えい子こ。廊下、見張ってて」

「了解ですぅ」

　咏えい子こちゃんがするっと壁を抜けて、病室の外へ出て行った。見張りを立てる必要があるのは、医者が予定していない治療をギンコが試みようとしているからだ。あのドクターにもらったヴォイス結晶によって。

　ヴォイス結晶もまた、マンドラゴラの存在を機に発展した技術の一つだ。それは音であり、物質である。音を固形化したものだと思ってもらえればいい。人間が触る分にはただの鉱石のように思えるが、残響体であるアバターには音の詰まった空気の層に見える。重要なのは二点。一つに、それは人間にもアバターにも触ることのできる、唯一の物体だということ。そしてもう一つは、ヴォイス結晶の形や大きさからは、どんな音が固められたものかはわからないってことだ。

　だから誰にもバレることはない。これが、マンドラゴラの叫びを結晶化したものだということは。

　再音化リヴオイスしない限りは人に害を及ぼすことはないから、ギンコが握っていても問題はない。ギンコがヴォイス結晶をシュウの胸元へと近づける。精神と呼ばれるものが人体のどこに位置しているのかは定さだかでないけれど、きっとそれは体の奥に隠れてる。

　見た目には何も起こらない。

　魔法のような光を放つわけでもない。

　ただ夜が朝になるように、眠りから目を覚ますように、音もなくただ純粋に。

　シュウは、ギンコの姉に戻った。

「お姉ちゃん。おはよう。……私のこと、わかる？」

「……ギンコ」

　自分の名前を呼ばれたのと同時に、ギンコはシュウを縛りつけている布を外した。そして、まだ現実に馴な染じみきっていないシュウの手を、ギンコが強く握った。

　マンドラゴラから作ったヴォイス結晶。それを近づけると、ほんの一瞬だけシュウは正気に戻る。原理はあのドクターもまだよくわかっていない。

　仮説はこうだ。狂わされた人間は、「精神が変質する」のではなく「精神に何かしらの圧力がかけられ続けている」ようなものである。そこに特定のヴォイス結晶を近づけると、圧力はいったんそちらに向かう。圧力により精神が歪ゆがんでしまっていない限り、その圧さえ動かせば精神は元通りに直すことができる。

　シュウの精神は、大量の本が置かれ重みに歪ゆがむ床板のようなもの。まだ床板そのものが割れたり曲がったりしてしまったわけじゃない。だから一瞬だけでも大量の本をどかせることができるなら、その間だけは歪ゆがみも戻すことができる。

　……それを実証することの難しさがどれほどのものかは、ぼくでは計り知れようもないけれど。

　ぼくにはわからない。歪ゆがむということ。それは、上書きすることとどう違う？

　いままでの自分が死ぬことに変わりはないんじゃないのか？

　歪ゆがめられていただけ。だから記憶は失われていない。それを証明するかのように、シュウはすぐに自分の状況を認識する。自分が叫びを浴びてしまったこと。ギンコがひとりぼっちになってしまったこと。狂ってしまった後、これが二回目の目覚めであること。そして前回目を覚ました時に聞かされた、怪しい医者に協力してマンドラゴラ狩りをしているギンコの現状。

「ギンコ！　またマンドラゴラ狩りなんかしたの!?　もうここには来ないでって前に言ったでしょう！」

「……そうしないと、本当のお姉ちゃんに会えないから」

「ギンコの本当の姉はもう死んだの。そう思えって言ったでしょ」

　ばかだな。

　素直にそう思い込める人間なんていやしない。
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　お前だって、わかってるくせに。




　時間にして五分間。

　それが姉妹の交流時間。

　悪夢から離れていられる時間は、それだけで終わった。

「私はいつもギンコのそばにいる。あなたを見守ってる。約束する。だからもうギンコは……………………おや、ドッペルゲンガー。今日は口紅を持っていないのね？　あれはとてもおいしいものだったと記憶しているわ。あら、雨はまだ降らないのかしら？　そろそろゴーレムが崩れてしまうわ」

　ギンコは再びシュウをベッドに縛りつける。四肢を封じ、夢の世界へと戻ってもらう。

　戻るのは本当に一瞬。

　だけどその一瞬がギンコにとってのすべて。

　その一瞬に人生のすべてを捧ささげているようなギンコに、ぼくは何も言うことができなかった。

　ここが、代々君きみ島しまの人間が院長を務めてきた病院だってことはぼくもギンコもわかってる。まだ治療法がなく治る見込みのない患者を長く置かせてくれるほど、総合病院ってヤツは清貧を重んじる場所じゃない。それでもシュウがずっとここにいさせてもらえるのは、あのドクター、君きみ島しま陸りく人とが口くち利ききをしてくれているからだ……とギンコは思ってる。本当のところはどうだか知らない。だけどギンコは、これまで何度も病院をたらい回しにされたことを思い返す度に、それが真実だという思い込みを強くしている。

　精神汚染デインセイン患者の見舞い客は、大半が長居はしない。見ているのが辛くなるからだ。だけどシュウが自分の世界に引っ込んでしまった後も、ギンコは病室から出ようとはしなかった。

　世界と接続の途切れた姉。

　その橋渡し、姉と現実を繫つなぐ唯一の糸、それが自らの役割だと誇示するかのように。

　……いたたまれないのはぼくの方。まだまだ姉のもとを離れようとしないギンコを置いて、ぼくは先に病室を出ることにした。
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　病室の外では、咏えい子こちゃんが壁にもたれかかって暇を持て余していた。

「夜よる峰みねくんは、どう思いますかぁ？」

「何が」

「ギンコちゃんのことです。こうやって、マンドラゴラのヴォイス結晶を持ってここに来ることが、本当に正解だと思いますか？」

「姉の見舞いに来るのがいけないことだって言うのか？」

「お姉さんのためにはなるかもしれませんね。でも私は、ギンコちゃんのためにはならないと思います。シュウちゃんは、狂った世界に閉じ込められています。それを救ってあげたいという気持ちはよくわかります。でもそのために、ギンコちゃんまで自分の世界に閉じこもる必要はないと、私は思うんです」

　閉じこもっている。

　他者と共有することのできない閉じた世界。

　完全でないのに、完結している世界。

　いずれ腐り落ちるのが予定された世界。

「それは、ぼくが口を挟むべき問題ではないだろ。ギンコが決めることだ」

「……そうですね」

　本音じゃない。

　ぼくの言葉も、咏えい子こちゃんの肯定も。

「夜よる峰みねくん。私は、ギンコちゃんのアバターです。ギンコちゃんの精神データを核にして作られた残響体ＡＩ。彼女をマスターと呼べるのは、世界で唯一、私だけの名誉です」

「……だから？」

「夜よる峰みねくんは、気負う必要はないですよ」

「ぼくが……気負ってる？」

「私の目にはそう映ります。シュウちゃんと、ギンコちゃん、どちらを優先すべきか悩んでるように見えます。夜よる峰みねくんにとってシュウちゃんは親友ですけど……ギンコちゃんの方は、〝親友の妹〟に過ぎないでしょう？　本当はシュウちゃんの方を助けたくて仕方がないのに、それをギンコちゃんには言えずにいるんじゃないかって」

「……そんなことはないよ。ぼくはもう、シュウのことは諦めてる。治療法がないんだから仕方ない。あのドクターは信用できないし」

「そうですかぁ？　……うーん、噓うそかどうか、私にはわかりませんね。でも、これだけは言っておきます。私はギンコちゃんのアバターです。ぜったい、何があっても、私は、ギンコちゃんを一人にはしません。だから夜よる峰みねくんは、シュウちゃんを優先したっていいんですからね」

　ぼくはシュウと、ギンコの兄代わりをつとめると約束した。

　シュウを助けるなんて約束はしていない。

　でも、これはきっとシュウのためになってる。シュウはすでに世界から切り離されてる。ギンコが目を背ければ、それだけでこの世界からいないのと同じになってしまう。

　すでにシュウは死んだも同然、ぼくはそう自分に言い聞かせてる。だからシュウを助けようなんてことは考えてないよ。それでも、忘れずにいられるなら、大切に思い続けることができたら、それがぼくにとっての救いだ。

「私はギンコちゃんのためならなんでもしますよ。ギンコちゃんが世界に興味を取り戻すように、自分の中に閉じこもらないように、たくさん話しかけて、たくさんお外を見てもらうんです」

「……そのためにやってるってのか？　いろいろな外見データを欲しがるのも、煩わしいと思われるのもかまわず話しかけ続けてるのも」

「ええ」

「あのわけのわからないバカみたいな闇おままごとを繰り広げるのも」

「あれは私の趣味ですけどぉ……ええっ？　わけのわからないバカみたいな遊びだと思っていたんですか？」

　ギンコとシュウ。

　交響音を作ることのできない単音たち。

　他の音と混じり合うことのできない孤独な音。

　未完成で不完全だけど、でもそれは欠陥にならない。

　そこで完結したいと思っているギンコを、救い出す手段は一つしかない。

　世界と彼女を繫つなぐこと。

　外側ぼくらの声を届けること。

　それができてはじめて、きっと彼女たちは世界の一員に戻ることができる。

　咏えい子こちゃんは口を閉ざしてしまった。

　廊下にはぼくらの他に誰もいなかった。

　世界が動いてる音は、どこにも存在していなかった。
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　家に帰って即制服から私服に着替えだした時から、なんとなくそんな予感はしてたけど。

　ギンコが予定を告げず出歩くのはいまにはじまったことではないが、昨日の今日でもう向かうとはさすがに思っていなかった。

　手元には君きみ島しま氏からもらったメモ。シートに深く腰掛けて、視線は電車の窓から外に。

　お嬢様然とした格好で、ギンコは現場への突撃を敢行するつもりらしい。

　当然、その突発的な行動の是非には議論の余地があるわけで。

「ホントに行くんですかぁ……？　ちょっと、ほんのちょっとだけでも下調べしてからの方がいいと思いますぅ……」

「時間が経たてば駆除隊が先に駆除しちゃうでしょ。そんなに待てない」

「ですけどぉ……」

　ちなみに、電車内のような人の密集する場所でアバターを起動状態にしておくのはマナー違反だ。アバターは人に触れない……とはいえ、人間の姿で人間の言葉をしゃべる何かがいたら、平然とその存在を無視することも難しいだろうから。

　この車両にもそこそこ利用客はいる。そんな中でアバターを起動したまま会話していれば、そのうえちょっぴりめんどくさいしゃべり方をするアバターともなれば、白い目で見られるのも仕方のないことだ。

「咏えい子こ。公共の場所では静かに」

「もぉ……！　計画性が無さすぎますよ……夜よる峰みねくんはどう思いますか？」

「うーん。闇だな。闇」

「夜よる峰みねくんはそれしかボキャブラリィないんですか……？」

　ぼくがボキャブラリィの貧するつまらない男だというのは否定しようもない事実だが、この場においては他にいったいどんな返答が最善であるというのか。会話がぐだぐだして長くなりそうだから適当にオチをつけてくれとぼくに依頼したんじゃないのか？

　実際、意見としてはぼくも咏えい子こちゃんの方が正しいと思う。

　いくらなんでも大ざっぱな位置を聞かされただけで即飛び込むのは無計画なことこの上ない。掘り起こすためのスコップや、狩ったマンドラゴラをしまう袋まで現地調達で済まそうとしているのは行き当たりばったりとしか言いようがない。

　だけどいまは何も言えない。言いたくない。

　シュウと話すギンコの姿を見た後じゃ、行くのをやめろとは言えそうにない。「元に戻ったシュウ」の姿を見てしまったら……ギンコが止まれなくなるのもよくわかるから。
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　昨夜ドクターに言われた場所を目指し、ぼくらは森の中へと入っていく。今回はどこに向かうのかと思いきや、なんと前回と同じ登山道だ。だけど道を外れるポイントが前回とは違った。だいぶ高い位置まで登り、さっきまでとは色の違う杭くいを見つけて、ギンコは周囲から登山客がいなくなるのを待った。誰が用意したのか知らないが、何度も同じところから道を外れているらしい。こんなにマンドラゴラが頻繁に出没するエリアなら、いずれ登山客に被害が及ぶような気がするな……いや、余計な心配だなこれは。

　決して脚力に自信があるとは言えないギンコはかなり苦労しているようだったが、ぼくと咏えい子こちゃんは距離と地面にゃ苦労はしない。ゼイゼイ言いながら森を分け入っていくギンコの後ろで、対応策を練っている。

　ギンコのディテクターはすでにスキャンを開始している。それでもマンドラゴラは見つからない。だからこうして歩き回って、その位置を特定しようと努めているわけだが……体力にものを言わせた作戦は、ギンコに向いているとは言い難がたい。なんとか早くに見つけて、対処の方に時間をかけたいものだけど……。

「もう疲れた。もう歩けない……」

　ただでさえ体力のない女子中学生だ。一時間も目的なく歩けば、こうなるのもわかりきっていたことだ。

「じゃあもう帰るか？　準備を整えてからまた来ればいい」

「ヤダ。まだ帰らない」

「だけどもうすぐ暗くなるよ」

「私の表情がね」

　うまいこと言ったつもりかぁ？

　最高に闇くさいジョークだぞそれ。

　結局ギンコが聞き入れてくれたのは一つだけ。「少し休んだら？」の一言には、何の反論もしなかった。

　周囲にマンドラゴラの叫びが見当たらないことを入念に確認してから、ギンコは適当なところに腰を下ろした。ようやく休憩か。ぼくは全然疲れてないけど。

　まったくギンコの子守は大変だ。シュウがいる時はこんなに苦労しなかったのに……なんてくだらないことをぼくが考え出していると、何やら咏えい子こちゃんが妙な動きを見せていた。

「ん？　どしたの」

　咏えい子こちゃんが真面目な顔をして、口くち許もとに人差し指を当てている。今度は何の遊びかと思えば、こっちへ来いと手招きしているではないか。彼女がふにゃっとした表情をしていないのは実に珍しい。

　招きに応じて大木の陰へ。

　そして顔だけ出して向こうを見る。




　…………げ。




　まったく、散々だ。一気に一日で狩ってやろうと意気込んだにもかかわらず結局マンドラゴラは見つからない。そのくせ、まさかあんなヤツらまで見つけてしまうことになるなんて。

「駆除隊……？」

　気づけばギンコまでぼくらの横に来て、不安そうな声をもらした。

　向こうに見える二人の人間。あの空色のジャケットを見る限りは間違いないだろう。

　マンドラゴラの叫びをより強固にシャットアウトするためのフェイスメットを脇に抱えているし、腰元にはマンドラゴラを入れるための袋をぶら下げている。それに、拡声銃。

「今度こそは間違いなく本物だ……咏えい子こちゃんとは圧力が違うぜ」

「別に悔しくはないですけど納得いかないですぅ……」

「静かにしててよアンタたち……」

　ギンコに怒られてしまった。

　たしかに、見つかれば厄介なことになる。ぼくらは声を押し殺し、耳を澄ませることにした。

「───……おい教えろよパウくん、どうして俺がちょびっと資料を確認している間に部下たちが全員消えてしまうんだオイ？　簡潔に述べることができれば処罰の撤回を検討してやらないでもないからさっさと言ってみろよパックくん」

「パウルです。私には他者の仕事内容について情報を引き出す権限がございません」

「俺が情報を引き出せって言ったか!?　テメェの目と鼻の先で部下たちが独断専行かましたことについて弁明はねぇのかって言ってんだろパンタルル!!」

「パウルです。むしろ弁明が必要なのは監督責任を放棄した萩はぎ原わら様の方かと存じます」

「テメェ俺を侮辱する権限はあると思ってんのか!?」

　…………。

　とんだお笑い人間に出くわしてしまった……。

　張りつめていた精神の糸が途端にゆるんでいくのを感じる。

「見てくださいギンコちゃん……あのシブいおじさま、ウサギの耳を生やしていらっしゃいますぅ……！」

　二人の人間、ではない。

　一人の人間とそのアバターだ。

　一人は背が高く若い、激しい口調の人間。ずいぶんと攻撃的な表情をしていらっしゃるようだ。名前はたぶん萩はぎ原わら。

　もう一人は、五十歳くらいにも見えるシブいおじさまだが、頭の上にウサ耳が乗っかっていることから判断するにアバターだろう。名前はたぶん、おそらくだけどパウル。

　アバターの外見や性格は、登録時に持ち主がある程度自由にカスタマイズできる。なぜ主人に気安く楯たて突つくような性格にして、なぜシブい外見にしておきながらウサ耳を乗っけたのか……謎は深まるばかりである。この件に関してぼくから言えることは何もないな。権限があろうとなかろうと。

　いや、バカなことを考えてる場合じゃない。

　いまはどうやってあの二人に見つからず逃げ出すかを考えないと……。

「オイ、無線機能をオンにしろパウっち」

「もうなってます」

「もうなってますってどういうことだオイこれまでの会話つつぬけってことか、なぜだなぜなんだバカヤロー」

　ホントにどういうことなんだよ……。

　なんだあれ。本物の駆除隊かどうかだいぶ怪しくなってきたように感じるのはぼくだけだろうか。隣を見ると、ギンコと咏えい子こちゃんも心なしか顔が引きつっている。よかったぼくだけじゃなかった。

　ってそうじゃない、逃げ出す方法！　それを考えないと！

「あー、あー、聞こえるか？」

　男がディテクターに内蔵されたマイクに向かって話しかける。ところが答える声はない。

　無線が通じていない……ってことはないだろうけど。

「…………。あー、あー、飯いい島じま、テメェは来週でクビだ」

『く、クビですか!?』

「うおっなんでスピーカーになってんだうるせーな。つーかそっち聞こえてんじゃねーか返事しろよテメェ。どうせ統率役がいなくてもチーム単位で仕事はしっかり遂行できるからと隊長であるこの俺からの通信をガン無視決め込むその発想と実行力は評価したいが次やったらクビだぞ、これトオルくんとの約束な」

　無線の向こうにはこの萩はぎ原わらトオル氏の部下がいるのか。このめちゃくちゃな男が上司かー……！　さぞかし闇な職場なんだろうな。でも、ぼくも一度勤めてみたいと思わないでもないな。

「ったく、どいつもこいつも言うこと聞きやしねぇよ……俺のオヤジを誰だと思ってんだっつー話だろ。なァ、パウパウ」

「パウルです。そう憤いきどおるようなことでもないだろう……息子よ」

「いやお前じゃねーよ？　テメェいまのいままで自分のことを俺のオヤジだと認識してやがったのか？」

　……わかった。ウサ耳紳士の方だ。積極的に笑いに走ってるのは。

　咏えい子こちゃんよりふざけたアバターがいるとは思ってもみなかったなー……。

　闇だな。闇。闇アバター。

「くそっ、早く見つかんねぇかな。帰ってスコッチ飲みてーよぉスコッチ」

「そう退屈している余裕はありませんよ、萩はぎ原わら様」

「どういう意味だァ？」

「私の耳はすでに捉えるべき情報を摑つかんでいます」

「見つけたのか!?　マンドラゴラを!!」

「それはまだでございますが」

「テメェ自分の仕事は何だと思ってんだ!?」

　マンドラゴラじゃない……捉えるべき情報……？

　──まずい!!

　こんなくだらない話に耳を傾けてる場合じゃない!!

　気づいた時にはもう遅かった。身を翻ひるがえす余裕さえなかった。

　森での活動に慣れ切った素早い動きで、彼らはすぐさまぼくらの前に躍り出た。

「おォう!?　なんだテメーらは!?　仕事の最中ァ森のど真ん中で謎の美少女二人に出会うこの謎のシチュエーションはいったい何だ!?　ボーイミーツガールか!?　今年三十になる俺に十五年遅れの春が来たんか!?」

　驚いてしまって体が動かない。言葉も出てこない。

　反応できたのは、図抜けたマイペースさを持つギンコだけ。

「三十歳……ダブルスコア」

「何がダブルスコアだバカヤロてめェこの俺に現実を突きつけるんじゃねーよヘッドホン娘ェ」

　う、うお、話を聞いているだけならマシだったけど、いざ話し相手に選ばれると闇すぎるなこの人……。

　扱いづらい人材。そのうえ駆除人という社会的立場。失言の多いギンコとの相性は最悪と言ってよさそうだ。とりあえずここはぼくが対応すべきだろう。ダブルスコアのボーイミーツガールに呆ぼけているギンコが余計なことを言わないように、ぼくはずずいと前に出た。

「あの……」

「あ!?　なんだそこのなんら特徴のねぇパンピー中のパンピーを自称するに相応ふさわしい筋金入りの一般ピーポーは!?　ほーぅ彼氏がいたのか？　つまり俺の役目はあれか、ボーイアンドガールがミーツした後バトルやらロマンスやらを経てついにやってきた最大のピンチの前に登場して重要なアドヴァイスを授けるタイプのってめんどくせぇぇぇぇなぁオイ!!　アドヴァイスがほしいなら!!　そう言えよ少年!!」

「いや……あの、アドヴァイスは別に」

「おーぅそうかそうだよな、ゴメンよぉ……こんなに声をからして叫びまくる大人が相手じゃ相談なんてしづらいよなぁ……質問しにくい空気を作ってる俺が悪いんだ、ゴメンなぁ……」

　情緒不安定過ぎるだろ……。

　そもそも失礼だし。

　誰が一般ピーポーだよ。いきなり出会った人間に吐くセリフじゃないぞ。

　ぼくがいままで出会った中でも、初対面でここまで失礼な人間というのは類を見ない。

　そうだろ、ギンコ。

「…………。マンドラゴラのせいかな？」

　いたわ。ここに一人。

　二位以下をぶっちぎって圧倒的に失礼な人がいたわ。

「いや狂ってねーし精神汚染デインセインなんてされてねーし正常だし!!　可愛かわいい顔して口わりーなお前は!!　……ちなみにいまのは正常と清浄をかけた渾こん身しんのユーモアだったわけだがお気づきになられただろうかキッズたち」

　……罪深いな。マンドラゴラってのは。

「なんなのこの人……。やばい。プラズマやばい」

「やばいのは気体が電離し構成する分子が陽イオンと電子に分かれて運動している状態を指すプラズマという単語を甚だしい程度を表す形容詞として使ってるお前の言語力だろォ、違うか？　いや違うな、明らかに不審な女子を見つけ声をかけそして尋問かましてやろうと息巻いていたにもかかわらずなんと突然不当にやばい人扱いされショックを受けた俺の心がそれをごまかそうとして反論という形を取り小さな女の子の人格を攻撃してしまった、というだけの話か。フム、やばいのは俺か。やるじゃねぇか、お嬢ちゃんよ」

「は、はい」

　やばいだろコイツ……。闇だな。闇思考力と闇会話力を持ってやがる。

　駆除隊に見つかったって時点ですでに闇なのに、こんな闇言語を操るお兄さんを引き当ててしまうとは何たる不運だ。

「いいからギンコ、下がってて。ここはぼくが対応するから」

　ぼくが前に出る、そしてギンコは後ろに身を隠す。そしたらやるべきことは一つだろ。

　ぼくが言いたいこと、わかるだろ。

「まぁいい、お前でいい。お前が答えろ。お前らこんなところで何してる。マンドラゴラの密猟か？　そりゃそうだな。逮捕する。人数は……お前らで全部か。そうっぽいな。学校と保護者に連絡入れるか？　入れるのが当然だわな。よしお前ら俺についてこい。あ、ディテクター持ってるヤツは提出しろよ」

　ぼ、ぼくはまだ何も言ってないんですが。

「待ってください。ぼくらは、密猟目的でここに来たなんて言ってませんよ」

「密猟以外の目的でこんな森の奥深くに来るヤツはいねーよ」

「いやぁ、違うんです。ぼくらは……あー……ぼくらはー…………どんぐりを拾いに来たんです、ええ。風ふ情ぜいを探しに」

「五月にか。バカかお前は。お前が言わないってんならこっちで調べるだけだな。国選の駆除人にはマンドラゴラ関連の犯罪に関して逮捕権が与えられてるって知ってるだろ。まずはとっ捕まえて、それから調べりゃいい。テメーはディテクターをつけてねーようだが、そっちの女の子は別だ。そのディテクターの中からマンドラゴラのスキャンデータでも出てくりゃそれで決まりだ」

　やべ。昨日のデータ、ギンコはたぶん消してないぞ……。

　こいつ、デタラメな性格してるくせに仕事はマジメだ、厄介だ……！

「萩はぎ原わら様」

「なんだいパウのすけ」

「ディテクターを取り上げる権限はこちらにはありません。押おう収しゆうするには裁判所の許可がありませんと」

「黙ってろよそういうことは、ウサ耳ジジイ」

　しれっと黙らせちゃいけないセリフまで黙らせようとしている。馬鹿正直に話すのもどうかと思うが、隠し通そうとするのもどうかと思いますね。ぼくはものすごくどうかと思いますね。そういうのって闇じゃありませんか？

「ほら、そこのウサ耳さんもそう言ってますし。ぼくらは何もしてませんから」

　だから見逃せ。お前の失言は見逃してやるから見逃せ。暗にそう訴えたつもりだけど、萩はぎ原わら氏の耳には届かなかった。

「うっせーな、このウサ耳見ればわかるだろ、こいつの発言を尊重する必要なんてねーんだよ。いいからとにかく…………あ？」

　今度はいったい何だと言うのか。

　萩はぎ原わら氏はジロジロとぼくの顔を見る。

　探るように、訝いぶかしむように。

　もしくは視線を合わせてしまった不良同士が互いに牽けん制せいし合うように。

　ぼくの顔に何かついていますか。

「待て。待てよ待てよ……？　おかしいな。いまおかしいことが起きたな。なんでパウリンの言葉にテメーの方が反応したんだ？　テメー、ディテクターかけてねぇじゃねーか」

　…………あ。

「催眠染色をかけて後は家にディテクターを置いてきたか？　いやマンドラゴラのいる森にディテクターなしで来る馬鹿はいねぇな。じゃあいま咄とつ嗟さに外したのか？　いいやそれなら後ろのお嬢ちゃんのディテクターも外させるはず。ディテクターなしに……アバター認識の催眠染色なしに、こいつの声がきける人間はいねー。となれば答えは一つ。テメーも、アバターか」

　…………わお。

　けっこう少ないんだけどな。

　ぼくの正体を見破る人って。

　普通の人間と見分けがつかないよう、外見にも動作にも気を遣ってたはずなんだけど。

「アーなるほどなァ。三人のうち二人はディテクターをつけてない、そして残った一人は両ダ耳ブ型ル……ほーんそういうわけだったのねぇ。まぁ別にその程度の改造でぐちぐち言うほど俺の器は小さくも歪ひずんでもいねぇとは思うが、ところが問題がまったくないってわけでもないから俺は聞かずにいられねぇな。答えろ。誰から奪ったんだ、そのアバターは」

　アバターは、精神データを利用し生まれる残響体ＡＩ。一人で二つは作れない。

　ギンコの精神データから作られたアバターは咏えい子こちゃん一人だけ。

　ここまで見抜かれちゃったのならもう隠す必要はないかもしれない。というか、隠し切れる自信がない。だからぼくは、これ以上噓うそを吐つくのは得策でないと判断した。

「この子の姉がマンドラゴラの叫びを浴びて心療科に長期入院してるんだ。彼女は狂う前に自分のディテクターを、つまりぼくを内蔵しているディテクターを妹に預けたんだ」

「そんな噓うそでだまされる俺じゃねぇ!!」

　い、いや、一切の虚飾を省いた真実の証言だったんだけど。

　ギンコのかけている両ダ耳ブ型ルディテクター。

　右耳にかかっているのは、ギンコが昔から愛用しているもの。

　左耳のパーツは、シュウのディテクターを改造して取り付けたもの。

　だけど事情を知らない萩はぎ原わら氏は、ぼくの言葉をまるで信用してくれない。

「アー、聞こえてるか？　各チーム、探索を中断して俺の所にいったん集合だァ。違法アバターを搭載してる違法ディテクターを持った違法人間が違法なマンドラゴラ採集を狙って違法に忍び込んでいるのを発見した。早めに集合してくれ違法お前らオイ。そこんとこヨロヨロ」

　違法違法言い過ぎて自分の仲間まで違法扱いしてるぞ……!!

「言っておくが逃げようだなんて考えんなよ。そいつはまったく得策じゃねぇからな、ボーイ」

「それはどうでしょうね」

「どうでしょうねぇ？　そんなこともわっかんねーか？　駆除隊おれがここにいる理由をもう少し考えるべきじゃね？　俺たちは、お前らと素敵なトークを繰り広げるためにここに来たわけじゃねーぜ？　デタラメに走って逃げようものなら、どこで叫びを浴びるかわかんねーぞ、やめとけ」

　正論だ。反論しようのない正論だ。

　マンドラゴラのいる森を走るなんて、地雷原を駆けるようなもの。

　叫びを浴びてしまってはすべてが終わりだ。

　肩身の狭い思いをするのと、永遠の覚めない悪夢の中に過ごすのと、忌避すべきはどちらかなんて比べるまでもない。

「つまり君たち若人にはだな、選択肢がたった二つしか残ってねェ。一つはいますぐゴメンナサイしてこの俺の指示に従うこと。そしてもう一つは、来週開かれる俺の娘の誕生パーティに盛り上げ役として参加することを約束したうえでこの場から静かに去ること」

　おおっとものすごく魅力的な選択肢が出てきたぞォ……それだけで許されるならぼくは全力で盛り上げ役を務めるけど。

「ただし盛り上げスキルが無ければ二つ目の選択肢は消滅する。ほれ、どっちにするんだ早く選べ」

　こ、これは難しい選択だ。

　なんと答えたところで状況が変わるとは思えないけど。

　でもとりあえず答えるのは難しい。

「……手品ができます」

　あっ自分だけ！　ギンコずるいぞ！

　そもそもギンコ、手品なんてできないだろ！

　この場面でハッタリかますとかどんな度胸してるんだ！

「ジャグリングは、できねーのか？」

　図ずう々ずうしい質問が飛んでくる。ギンコが顔をしかめた。

「ジャグリングは、できねーです」

　今度は萩はぎ原わら氏が顔をしかめる番だった。

「残念だ。選択肢が一つになった」

　じゃあはじめからジャグリングができるかどうかって質問しろよ……!!

　ちなみにぼくもジャグリングはできない……!!

「どっちでもいいんだ、問題はお前らがどちらかを選ぶしかないと発想してしまった時点で解決している。つまりお前らは、自分がまったくの無罪で何ら駆除隊の人間にケチをつけられるいわれはない、と考えていない。普通なら、いやぼくらは何もしてませんよーと反論してくるはずだからな。そうだろ？」

「……いや、短絡的で危険な闇発想だと思うけど」

「これで決まった。お前らは黒だ。身柄を拘束する。そのディテクターも、取り上げさせてもらうぜ」

　デキる男は切り替えが早いと言うけれど、萩はぎ原わら氏の切り替えの早さには特筆すべきものがある。さっきまでのおどけた雰囲気はどこへやら、拡声銃を片手に萩はぎ原わら氏はお仕事用の表情を見せてくれた。

「違法なアバターは残念だが廃棄するのが決まりだ。悪いがお前には死んでもらう。いいな？」

「……いいわけないでしょ」

「黙れ」

　黙らせるつもりならなぜ「いいな？」と確認したんだ？

「この俺を前にして自分がアバターであることを隠そうとするとは不届き千万ってヤツに違いねぇぜそう思わないか？　いや、お前が思う思わないにかかわらず不届きであることに変わりはないからいますぐ死ね。だけどお前がなぜ自分が人間って設定で押し通そうとしたのか説明できるようなら許してあげたいと思ってやらないわけでもない」

　理由なんて、そうたいそうなものじゃない。

　人間のフリをした方が、ギンコのためになると思っただけだ。

「ギンコはまだ子どもだから。女の子が一人で出歩いていると思われないようにするためには、人間のフリをしていた方が都合がよかっただけです」

「思っていたよりはるかにまともな返答が来たことに驚きを隠せない俺がいる。胸の底からお前らを許してやりたい気持ちがふつふつと沸き上がるのを感じてはいるが……職務という名の熱い波動が俺の殺意を駆り立てるからやっぱりお前は死ね」

　真剣に答えたつもりなのに。ぼくの一生においてこれほど誠実に対応したことなどなかったのではないだろうかと思えるほどだったのに。結局この問答はぼくの人生で最も無駄な時間として終わった。

　まぁいいさ。

　時間を無駄遣いしてもらえるなら、会話に内容なんて求めない。

　ぼくがギンコに代わって弁解役を買って出たのは、口が回るからじゃない。ぼくが話している間に、ギンコと咏えい子こちゃんにやってほしいことがあるからだ。

　長話をしている間に。

「夜よる峰みねくん。完了しましたぁ」

　咏えい子こちゃんが呟つぶやいた。

　やったね。ぼくが前に出て闇闇しい会話に付き合った甲か斐いがあったよ。

　咏えい子こちゃんの言葉の意味を察したのか、パウル氏はすぐに何かを探るような姿勢を見せた。ディテクター内の機能を使って何かを探ってる。読み取ろうとしてる。そして、それがもうできなくなったことを確認している。

「萩はぎ原わら様。情報、シールされました」

「シールぅ？」

「はい。あちらのディテクターですが、外部から情報を読み取ることが難しくなりました」

「つまりぃ？」

「端的に申し上げるなら、いま逃げられたら捕まえられない、ということです。本名も住所もわかりません」

　萩はぎ原わら氏とパウルさんが顔を見合わせている。

　わずかな間。謎の緊張感。

　どうしてこの二人は、こう人を笑わせる間まを作りたがるのか。

「……やられましたね、萩はぎ原わら様」

「……テメェ、なんでシールされる前に読み取っておかねーんだ？」

「ご指示がございませんでしたので」

「指示がなきゃ動けねーのか」

「指示なしに動く権限がございませんので」

　パウルさんはもしかしたらぼくの味方なんじゃなかろうかと思えてきた。

　もちろん、実際には違うけど。

　どっちにせよ、これはぼくらからの宣戦布告だ。

　あなたに捕まるつもりはありませんと、いまから逃げさせていただきますと宣言したことに等しい。

　悪いけど、捕まるわけにはいかないんだ。ディテクターを没収されるわけにはいかない。マンドラゴラの捕獲も禁止されたくない。監視されるのも警告されるのもゴメンだ。これ以上、ギンコが姉との繫つながりを失ってしまうのはどうしても避けたいんだ。

「よぉくわかったよ。お前らはこの俺に従うつもりは毛頭ねぇってわけだな？　じゃあこちらもそれなりの対応をしてもかまわないんだな？」

　それなりの対応。

　その言葉が意味するものを、萩はぎ原わら氏は目に見える形で示してくれた。

　森の真ん中で、ぼくらのいない明後日あさつての方向に銃口を向け、彼は引き鉄がねを引いた。

　直線的に噴き出すパープルの煙は軌道煙。

　そしてその煙を伝導していく音の波。

　それは葉を散らせ枝をなぎ倒し、煙の届くところすべてに衝撃を与えていく。その様は過剰な威力を持つ空砲のよう。正しい分類は音波だけど、ぼくならこう呼ぶね。衝撃波、って。

　音の攻撃を、特定の対象のみに当てるための武器。

　拡声銃は、マンドラゴラの技術を利用した音の攻撃手段の一つ。

　音の攻撃に、方向性を与えるためのシステムだ。拡声銃での攻撃はかき鳴らされた騒音のように四方八方に飛び散ることはない。紫色の軌道煙の中だけを通っていく。煙のあるところにだけ音が届く。

　本来なら、マンドラゴラを土の上から攻撃して機能を鈍らせるためのものだけど……音の攻撃ってことは、残響体であるアバターにも抜群に効いてしまう。普通なら、まぁ、一発当たればそれだけで機能停止まで追い込まれるな。

「……大人げないと思わないんですか？」

「迷惑な子どもを懲らしめるのは大人の義務だろうが。違うか？」

　都合の良いい解釈を押しつけているのはお互い様だ。

　口で納得させることができないのなら、体で教えるしかない。

「夜よる峰みね。オンにしていいよ」

「了解」

　ギンコからお許しも出た。

　もうお遊びは終わりだ。

　マンドラゴラの密猟をすると決めた時から、他の密猟者との交戦は想定してきた。だから、こういう時のための準備はもう整ってる。アバター戦の用意なら、本職にだって負けちゃいない。

「臨戦態勢を──オンにする」

　ギンコのディテクターにつけられたカートリッジ。そこに隠された機能の一つを、ぼくは起動する。と同時に、ぼくの体が変化する。

　メタリックで機械的な、薄い鎧よろいを纏まとったような紫のデザインがぼくを覆う。兜かぶとのように威い嚇かく的な、ツノの突き出たマスクがぼくの顔を隠してくれる。わかりやす過ぎるほど安直な、芝居がかった戦闘モードが展開される。

　…………。

　おい、おい、おい、

　こんな影響が出るなんてぼくは聞いてなかったぞ。

　ただ特殊能力だけ付与してくれればいいのに、外見まで変わるなんて余計な機能が備わっている辺り、やっぱり流通元が悪かったと言わざるを得ないね。服は変わったが体の動きは変わらないな？　頭の調子も悪くない、と思う。大丈夫、見た目だけさ。

　でも、ここまで臨戦態勢を見せてしまえばもう後には引けないな。

「オンにしていいよだぁ？　なんだそのフォームチェンジはァ？　イカしてるぜ。べらぼうにな。無駄にカッコイイことは認めるが無駄過ぎて何の意味があるのかわからんぜ。ヒーローはマスクとコスチュームがあるから強いんじゃねぇ、強すぎて人に正体を知られたくねぇからあんな馬鹿な格好をするのさ」

　ぼくは答えない。

　答えられない。

　てゆーか反論できない。

「せめて逃げ惑う姿勢くらい見せてほしかったものだがそれすら見せてくれないのならば俺はいったい何を見せてもらえるというんだ？　もしかして何も見せてもらえないのか？　世界は光を失なくしたのか？　闇だな、まったく」

「闇はアンタだよ、アンタの言語センス」

「人のセンスに口を出すな、夜よる峰みねくんとやら。で、最後に遺のこす言葉は？」

「……三十歳からのボーイミーツガール。ぼくは、あると思いますよ」

「バカヤロウ撃ちづらくなっちまったじゃねぇか。でも死ね」




　萩はぎ原わら氏にためらいはなかった。自分が言いたかったセリフを言い終わったと思うと、あっという間にぼくに向けて拡声銃の引き鉄がねを引いてみせた。

　紫色の軌道煙がまっすぐに噴き出してぼくの体を貫く。続いて、その煙を辿たどって衝撃波が襲ってきた。

　音はぼくの体に衝突する。

　本来ならば、衝撃波はぼくの外見データを破壊し、機能を狂わせ、ダメージを全身に伝わらせてぼくという存在そのものをかき消してしまう。だけどそれは前提の話。拡声銃の威力についての知識であって、これから起こる事実の説明じゃあない。

　音の波は、ぼくの体を破壊することも貫通することもできない。ぼくの体に組み込まれた機能がそれを許さない。人間の目には見えない音の波。ぼくはそれを体全体で受け止めて、抱き、結晶化する。

　衝撃は吸い込まれるようにして、ぼくの体の前で消えた。

　代わりにぼくの手の中に、一つのヴォイス結晶が残った。

　キューブタイプの、手のひらサイズに圧縮されたヴォイス結晶。

　…………わお。

　このシステムを使ったのははじめてだけど、上々の出来じゃないか。

「人を傷つける声は、ギンコには届かせない」

　このシステムさえあれば、たとえ拡声銃の攻撃といえ、範囲が限定的なら受け止めることができる。

　萩はぎ原わら氏も驚きを隠せずにいる。さすがにこの結果は予想外だったんだろう。

「なんだお前!?　フィルター兄さんか!?　フィルター兄さんだったのか!?」

　フィルター兄さんっていったいなんだ……？

　コミュニケーションの基本は相手への敬意だ。勝手にニックネームをつけることは、敬意に欠けると言わざるを得ないな。

「いや……いやいやいや。現象と結果を見ればシステムは読み解ける。結晶化だな？　ヴォイス結晶を作る技術をそのまま残響体に組み込んでる。だから触れた音を結晶化してる」

　……ネタばらしが早すぎる。萩はぎ原わら氏は人の秘密を見抜く技術に関して能力が高すぎるのではなかろうか。うらやましい能力だ。さぞかし楽しい学生時代を過ごしたに違いない。

「完全に違法改造じゃねぇか。残念だがディテクターを回収する必要が出てきたな。よし、パクラス。お前、あのフィルター兄さんをちょっと止めてろ。その隙に俺があの子のディテクターをぶっ壊す。それで終おわっから」

「相手に聞こえるように作戦を伝えるその紳士的態度、私は評価しますが世間はいかがでしょうな」

「うぅぅるせぇないーから早くやれよウサ耳ジジイ」

　ウサ耳を生やした渋いオジサマ。

　パウルと呼ばれるアバター。

　こいつは間違いなく面白がってやってるな……。たぶんいまこの状況も楽しんでるのだろう。ぼくが思うに、どっかの名無しのメイドさんとは甚だしく気が合わないだろう。

「夜よる峰みねくんがんばってくださーい！　がんばれー！　フレーフレー！」

　いきなり応援がはじまるからいったい誰かと思えば咏えい子こちゃんだ。なぜ自分は応援役で十分だと思って……ってなんで咏えい子こちゃんまで戦闘モードっぽい格好に!?

「え、咏えい子こちゃんその姿は……!?　咏えい子こちゃんも戦うの!?」

　その身を包むは爽やかなグリーンのアーマードレス。

　優雅さを残すシルエットながら、体の各所を鋼鉄らしき部品が守っている。

　それはまさしく、体の動きを強化するためのパーツを組み込んだ戦闘特化型のフォルム。

　咏えい子こちゃん……まさか君が前衛に出てくれる日が来るとは……。

「あ、私のは雰囲気づくりだけですぅ。なんら特殊な機能はないので、ここは夜よる峰みねくんお願いしまーす！　がんばれー！」

「…………」

　咏えい子こちゃんが応援を飛ばしてくれているが、なぜぼくに頑張らせて自分は頑張る気がないのかと問い詰めたくて仕方ない。応援されればされるほどにぼくの心がすさんでいくのは気のせいか。

[image: ]

　この子はこの子でぼくと甚だしく気が合わない感じがするな……。

「さて……任されたからには、やらざるを得ませんね」

「……お手柔らかに」

　パウル氏は鼻で笑った。

　手加減してくれるつもりはないようだ。

「違法にシステムを組み込むなど言語道断。私には小細工など不要です。見せてさしあげましょう、駆除隊所属アバターの実力を。違法アバターを数多く葬ほうむってきた私の力を……!!」

　威嚇の言葉。

　こうなりゃ不戦を説くには遅すぎる。

　守ってるだけじゃ、ケンカしてるとは言えない。視線を送ると、ぼくの意図を読み取ってギンコは素早く頷うなずいた。指を口くち許もとに持っていく。そしてぼくに向かって、力強く口笛を吹いた。

　高音が森の静寂に突き刺さる。

　ぼくはその音に手を伸ばし、そして強く握りしめた。

　──きっとそれは、雪を握る感触に近いんだろうな。

　シュウはぼくの感覚をそう推測した。

　ぼくは雪など握ったことはないが、シュウが積雪の一欠片かけらを摑つかみ取とる様子を見て、なるほどそれは的を射た表現なのだなと思った。

　握りしめられた音は集束して、結晶化して、敵を貫く武器となる。

　ヴォイス結晶は、触れたり持ったりするだけじゃ人間にもアバターにも害を及ぼすことはない。だけど、無理矢理ぶつけられた時にどういう反応を示すかってことはまた別の話だ。人間はナイフを握っても死なない。だけど突き刺されたら、致命傷になる。

　作り上げた結晶は細長い直方体。先端は尖とがっちゃいないが粗雑な杭くいのようなもの。敵に突き立てるためにはこれで十分。

　投とう擲てきの要領で肩をふるう。パウルの胴体目がけて、ぼくはヴォイス結晶を投げつける。この距離だったら外すことはない。勢いは拡声銃と比べようもないが、攻撃であることには変わりない。投げられた結晶はまっすぐにパウルに向かう。そして逃げようともしない敵アバターの中心に衝突し、そして砕けた。

　結晶は砕けるのと同時に、敵の腹部の外見データを見事に破壊していた。

　パウルのおなかには……思いっきり風穴が空いている。

　おおお……効果てきめん。

「うわあああああああああ穴があいたああああああああああ!!」

「オイもう負けたのかパウルー」

「勝てっねええええええよパパあああああああ!!」

「誰がパパだよ。負けるその一瞬までおもしれーなお前は」

　ちなみに彼の仕事はぼくの足止めだったが、総足止め時間は約０秒である。

　……しかし、なんとまぁ、風穴空いちゃうレベルなのか。

　別にぼくが特段投とう擲てき能力に秀ひいでているわけではない。残響体であるアバターはヴォイス結晶の影響を強く受けてしまうってだけ。そしてアバターは他者に攻撃されることなんて想定していないってだけだ。

　ヴォイス結晶……悪意を持ってぶつけるとこうなるのか……！　はじめて知った！　ぼく、アバター戦の達人になれるんじゃないのこれ？

　違法改造されたカートリッジをディテクターに仕込めたとギンコが嬉うれしそうに話し出した時はかなり心配だったけど……まさかここまでうまく決まるとは。あのドクターに手に入れてもらったカートリッジだってのは少々気に入らないけど……まぁ、使えるならなんでもいいさ。

　マンドラゴラの叫びを可能な限り無害化するために用意したものだけど、拡声銃の攻撃相手にも問題なく作動する！

　これなら逃げ切れるぞ、ギンコ!!

「やっぱり投げるっていう動作がもっさりしていてトロく感じるなぁ。右腕、結晶を発射するバスターに改造してみない？　プラズマカッコいいと思うんだけど」

「嫌だよそんな『お前は敵を殺すために生まれた殺人兵器なのだ』と言わんばかりの闇改造は……。そんな腕したアバターが街中を歩いてたら闇すぎるだろ……」

　ぼくの心が許しても世間様が許さないよ、そんな外見。ぼくが羞恥心で自殺するより先に誰かがぼくを殺しに来るね。

「……思ったより夜よる峰みねが抵抗できる……これなら…………」

　ギンコがなにやら不穏なことを呟つぶやき出した。

　またよからぬ考えを持ち出されたんじゃたまらないんだけど……。

「聞いて！　駆除人さん！」

「駆除人さん!?　良いい呼び名じゃねぇか気に入ったぞ。で、なんだ!?　駆除人のお兄ちゃんに何の用だ!?」

「や、やっぱり見逃してほしいです！」

「あ？」

「私にはまだ切り札があります！　これ以上やればあなたもただではすみません」

　これぞハッタリの典型例と言わんばかりの言葉にぼくは絶句した。

　えぇ……これで見逃してもらえると思ってるのかうちのギンコちゃんは……。

「これが私の切り札です」

　そう言ってギンコは、ポケットから二つのカートリッジを取り出した。

「二つの……カートリッジだとォ……!?」

　なに……!?

　ギンコがおもむろに取り出したるは、最も身近な存在であるぼくすら知らぬ秘密の中の秘密、まさしく秘密兵器だ。完全にぼくの認知外だ。なぜぼくにまで秘密だったのかはまったく不明だ。

　なぜわざわざ宣言するんだ、さっさと使ってくれよ。

「見せてもらおうじゃねぇか。どんな違法アイディアを用意してんのかをよ」

　さっさと捕まえればいいのにわざわざこっちに先手を譲ってくれる萩はぎ原わら氏。

　もしかしたらギンコとこの人は気が合うのかもしれない。

「咏えい子こ。オンにして」

「はい！　カートリッジ確認。すぐに機能をオンに……おおおおおおおおおおお!?」

　途端に、なぜか咏えい子こちゃんが狂ったように叫び出した。どうしたんだ、カートリッジの能力が嚙かみ合あわずに苦しんでいるのか？

　てゆーかぼくに使ってくれるんじゃないんだ……？

　咏えい子こちゃんをパワーアップするためのカスタムカートリッジなんだ……？

「ぎぃぃやああああああああああっ!!」

　ところがパワーはそのままに精神世界だけ加速したのか咏えい子こちゃんは叫びに叫び、火中から転げて逃げるようにがむしゃらに駆けだした。

「ちょ、ちょっと!?　どこ行くの!?」

　これはさすがに予想していなかったのか、ギンコも慌てて後を追う。後を追う。走っていく。森の奥へ。森の奥へ……。

　……で、なんだったんだ？　その二つのカートリッジとやらは。

　あまりにも理解に苦しむべき状況に、さすがの萩はぎ原わら氏も呆あきれかえっていた。

「……マンドラゴラのせいかァ？」

　そりゃアンタが言われたセリフだろ……。

「よろしいのですか、萩はぎ原わら様」

「何がだ」

「狂ったフリをして逃走を図られたのでは？　まんまと逃げられていますが」

「……そ、そういうことは早く言えや!!」

　あ、そういうこと!?

　技術力や対応力で勝つ気なんかさらさらなくて、演技力一本勝負で逃げ切る気だったのか!?　ギンコ・咏えい子こペアの行動はぼくの想像をはるかに超えるな……!!

　ギンコたちは隙をついて逃げ出した。で、ぼくにこいつらの足止めを任せたということだな？　ぼくは置いて行かれても、ディテクターの方をシャットダウンすれば消えるし、ギンコさえ逃げればいいんだからこれはなるほど良案だ。

「このオモシロ隊長たちを止める役目を、ぼくが請け負えばいいってわけだな！　よし、ここから先には行かせない！」

　そうしてぼくが意気込んだのも束つかの間ま、萩はぎ原わら氏たちが追いかけようと駆け出す間もなく、後方からギンコが姿を現した。

「ギンコ!?　な、なんで戻ってくるんだよ！　せっかく逃げられそうだったのに！」

「……事情があって」

「事情って……あれっ、咏えい子こちゃんは!?」

「……改造カートリッジがうまく適合しなかったみたいで。いまはディテクターの中で眠ってもらってるわ。咏えい子こは無視して。私たちだけで戦う」

「結局戦力に変更はなしか……！　さっきの秘密兵器とやらはまったく役立たずだったわけだけど……仕方ない、ぼくとギンコだけでやるしかない！」

「ええ！　やろう、夜よる峰みねくん！」

　……夜よる峰みねくん？

　ギンコってぼくのことをそんな風に呼んでたっけ？

　なにかおかしい。ついでにあまり良いい予感はしない。

　ぼくはギンコを見る。

　媚こびる相手を自分で選ぶ傲慢さと、選んだ相手にはどこまでも甘える無防備さを兼ね備えたいつも通りの可愛かわいらしいギンコちゃんである。ゴメンという言葉を知らないプライドの高さと、私がやりますという献身を知らない自意識の高さ。十四歳にしてその高圧的な表情はぼくの大好きなギンコそのもの。

　ところがどっこいどうしたことか、ただ一点だけおかしことに、いつもと違う点がある。

　可愛かわいい可愛かわいいギンコちゃんの、可愛かわいい可愛かわいい体つきが……なんだか妙にグラマラス。

　ものの一分でえらくバストは肥大化してるけど。

「咏えい……あー……ギンコ？　最近、健康に気を遣った？」

「…………」

「ギンコ？」

「あ、はい？」

　間違いない!!　入れ替わってるだろこれ……!!

　この子、本当にコロコロと外見変えるな……！

　逃げるためじゃなく、入れ替わる隙を作るために小芝居を打ったのか！

　まさか咏えい子こちゃんの趣味が実益を生む日が来るとは想像してなかったな……！

　予想をはるかに上回る知的戦略に脱帽せざるを得ない。そのくせなぜこうも知性より笑いの琴線に触れるのかはわからない。咏えい子こちゃんの人柄のなせるわざだろう。

「なんだかホントに逃げ切れる気がしてきたぞ！」

「私もよ、夜よる峰みねくん！」

　ここで足止めのために戦うとなれば、正直咏えい子こちゃんは邪魔なだけだから下がっててくれていいんだけど、なぜかやる気満々だ。おかげでぼくもやる気満々だ。やる気があればたいていのことはどうとでもなる……とは言わないけれど、この状況はなんとかガンバれる気がする！

「よし、かかってこい！」

「いきなり調子づいてんじゃねーぞオモシロ違法改造アバターごときがよ。どんなに面白くともこの俺に逆らった時点でお前は………………あん？　あ？　あれ？」

　何かに気づいたように、動きを止める萩はぎ原わら氏。今度はなんだいったい。さっきからこの人、だいたいの隠し事を見抜いてくるから厄介だ。

「おかしいな。さっきお前が走って戻ってきた時……足音って聞こえたか？」

　足音。

　重量のある人体が大地を踏み締めた時に発生する音。

　アバターが歩いても、意図して音を出さない限り、足音は聞こえない。

　え。咏えい子こちゃん、あれだけおままごとの練度高いんだから、この手の小細工はお手のものでしょ。……違うの？

「…………」ぼくは無言。

「…………」ギンコ風ふう咏えい子こちゃんも無言。

「…………」パウル氏は無言ながらなぜか満面の笑み。

　これはいけないと思ったのか、咏えい子こちゃんが足を上げ、そして下ろした。

「……ガサっ」

　いやいま口で言ったよね!?

　つーかさっき音がしなかったって話をしてるのにいまさら遅いよね!?

「──オフにしますっ！」

　さすがに諦めたらしい。無駄な外見変更はやめていつもの姿に戻るかと思ったら、なぜかまたバトル用ドレスに着替えていた。ああ安心した。いつもの咏えい子こちゃんだ。いろんな意味で。

「ギンコちゃんバレましたー!!　逃げて下さーい!!」

　そして叫び出した。

　ギンコの脚力に頼ることにしたらしい。

　いったい何しに戻ってきたんだ君は……驚くべき間抜けさだな。

　だけど驚いたのはむしろその後。咏えい子こちゃんの叫びが届いたのか届かなかったのか、あるいは届いたのに思いっきり無視をしたのか、ギンコがこちらに向かって走ってきているのが見えた。

　ギンコが息を切らしてぼくらに駆け寄ってくる。

「な、何してるんだギンコ!!　逃げられるチャンスだったのに!!」

「う、うん、でも」

「でもじゃない！　そんなに器用に時間稼ぎなんてできないぞぼくらは！」

「うん、でも、このままじゃあの人たちが──」

　ギンコが震える指で森の向こうを指さしている。

　ぼくには一瞬何のことだかわからなかった。だけど萩はぎ原わら氏はすぐにその意味を察して、ギンコの指さした方へと駆け出した。

　駆除人が慌てるような事態。ギンコが青ざめるような出来事。

　そしてこの森にいるもの。

　探し物が見つかったかもしれない。

　怯おびえた様子のギンコの前を走るようにして、ぼくも萩はぎ原わら氏の後を追った。
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　異様な光景だった。

　真っ白だ。土の色も、木々の色も覆い隠されている。霧に包まれたように、森の一部が白に染まっている。もちろん霧なんか発生していない。

　ここに見える白は、すべて地面から出てきているもの。

　地面から吹き出すようにして、尋常でない叫びが地中から放たれている。

　見渡せる範囲すべてに叫びが見える……まさかこの範囲すべてに、ここから見える地表のすべてにマンドラゴラが埋まってるのか……!?

「マンドラゴラの……密生地……!?」

　密生地。

　マンドラゴラは通常、密生なんかしない。常に単一個体でしか発見されない。少なくともぼくのデータの中にはそう記されてる。だってのに、この光景はなんだ……!?

　一体見つけることさえ困難なマンドラゴラが、こんなにも大量に集まっている姿は教科書の挿絵ですら見たことがない。こんなにも鮮やかで、大規模で、濃密な叫びは他に類を見ない。

　だけどいまは、もの珍しいものを見られたなんてのんきに喜んでいられる状況じゃない。

　叫びを一つ浴びただけで、人の精神はいともたやすく歪ゆがんで狂う。そうやってシュウは歪ゆがんでしまった。一つでああなってしまうなら、これだけの叫びを一斉に受けたら、人はいったいどうなってしまうんだ……？

　ぼくの胸に忍び寄る、この感情は怯おびえだ。白い霞かすみに飛び込めば、残響体のぼくは一瞬にしてかき消されてしまうだろう。美しい白の霞かすみの中に、不吉さが立ち込めている。

　立ち尽くすぼくらを置き去りにして、萩はぎ原わら氏は臆することなくその現場へと駆け寄っていった。

「お前ら、無事か!?」

　視界を埋め尽くす叫びに注意を逸そらされていたせいで、ぼくは気づいていなかった。

　そこにいる三人の駆除隊に。

　三人一チーム。装備を見るに間違いない。空色のジャケットを着た駆除隊の人間だ。

　無事かと萩はぎ原わら氏が聞きたくなるのもわかる。虚うつろな瞳に緩んだ口もと。近寄る萩はぎ原わら氏に関心を示さず、ぼうっとどこか遠くを眺めている。

　……すでに精神を汚染されている。苦しむ様子を見せていないってことは、歪ゆがんだ状態で精神が安定してしまったということ。こうなっては、中和用のカートリッジを差し込んでももう遅い。遅すぎる。

「おい!!　聞こえてるか!?　俺の言葉がわかるか!!」

　三人は、萩はぎ原わら氏など見ていなかった。

　マンドラゴラに注意を払うことすらしていない。

　彼らは皆一様に、ある一点だけを見つめている。

　ある一点。

　ぼくの右後ろ。

　助けを呼んできてくれた女子中学生。

　精神汚染デインセイン患者に対してやらなきゃいけないこと──まずは物語を理解すること。

　ぼくらは聞かなければならない。彼らの言葉を。

　どんな世界を生きている？　どんな視界を見ている？

　言葉を待つぼくらに向けて、三人の駆除人は、呻うめくようにして言った。

「いま助けるぞ」

　助ける……？

　誰を？　何から？

「まずはお前」

「哀れなお前」

「可哀かわい想そうなお前」

　三人揃そろって失礼な意見だ。

　ギンコが可哀かわい想そうかどうかはともかく、ギンコを助けるってどういうことだ？

　そんな疑問を思い浮かべている余裕はなかった。

　三人が全員、揃そろって武器を構えたからだ。

　なんだ……!?

　オイまさか……助けるって、殺すってことか……!?

「あーあー。緊急事態ってヤツか。しゃーねぇなぁ、見逃してやるよ、お前らの方は」

　萩はぎ原わら氏が背中越しにぼくらに言う。

　言葉はおどけているが、声には緊張の色が混じってる。

「こいつらは汚染者になっちまった。だが、犯罪者にするつもりはねぇ。頼むからいますぐ……逃げてくれ」

　逃げなきゃまずいって状況は変わってない。

　変わったのは、逃げ切れなかった場合にどんな目に遭うかってこと。

　いったいどんな幻覚に支配されれば何の罪もない女の子を殺したくなるってんだ？

　咏えい子こちゃんは青ざめてた。ギンコは無表情だった。

　だからぼくが言葉にした。

「……悪い夢を見てるみたいだな」

「これは現実の出来事よ」

「あいつらのことだよ」

　軽口はそれだけ。

　次の瞬間には、ギンコは背を向けて走り出していた。
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　全力疾走。

　なんて言うと人体の躍動をイメージしてしまうだろうから、きっとこの表現は適切じゃない。精神汚染デインセインを受けた危険人物の足止めはあの隊長さんに丸投げして、足場の悪い山道をドタバタと、もたもたと、肩で息をしながらなんとか下りきった……と言ってもまだ見み栄ばえを気にしている感じがぬぐえない。

　アバターであるぼくと咏えい子こちゃんは肉体疲労がないのでイマイチわからないが、ギンコはぜえぜえと息を切らしている。ぼくらはいつもの姿に戻って、がんばれ、負けるな、もう少し速く走れないのかと声援を飛ばしていたが、走り出して五分と経たたずにギンコがキレたので後は黙ってついていくことにした。後ろから誰かがついて来ないかどうかってことだけは警戒しながら。

　走って走って十数分から数十分。

　山を下りてコンクリートの道に辿たどり着ついてもギンコはまったく落ち着いた様子を見せないので、咏えい子こちゃんの相手をするのはいったんぼくの役目になった。

「後ろ……音、しなくなりましたね」

「決着がついたのかもね」

「つまり、どちらかが？」

「やめとけ。考えたって仕方ないよ。ああいう困った事態は、専門家に任せるに限る。解決も、責任も」

「そうですけどぉ……」

　そうだけど、今後の展開を楽観することはできない、か……。

　まぁ、そうだよなぁ。

　あの三人、最後にギンコを攻撃しようとしていたってのがどうも不穏だ。それも三人が三人とも、同じように発言し同じようにギンコを見つめていた。考えにくいことではあるけれど、彼らは全員同じ世界を夢みているのだと判断するしかない。

　悪夢の世界にいるのは、やっぱり彼らではなくぼくらの方。

　彼らはただ、ギンコを〝助け〟ようとしているだけ。その言葉の意味するものが、ギンコを〝殺す〟ってことなら、こんなにメンドくさいことはない。いくらなんでも闇すぎる。闇だ。闇世界。

　たった二、三時間で妙なほど傷だらけになったブーツを見下ろしていたギンコも、顔を上げ、話に加わってきた。

「ハァ、ハァ…………夜よる峰みね、どう思う？　私、逃げ切れた？」

「ああ、もう平気だろう。ギンコの足の闇遅さには気を揉もんだけど、ここまで来ればマンドラゴラの叫びも、頭がおかしくなった駆除人さんの拡声銃も届かないよ」

「フゥ…………私、ちゃんとジャミングできてたよね。あのクレイジーさんも見逃すって言ってたし、学校に連絡行ったりしないよね……？」

　そっちの心配かぁ。

　命の危険について考えてたのはぼくと咏えい子こちゃんだけかぁ。

　この期に及んでまだ「学校生活がどうにかなっちゃう」程度の認識か。そりゃ甘すぎると、ぼくは思うけど。

　ここまで来れば、もう徒歩で逃げ続ける必要はない。バス停がすぐそこにある。このバスならギンコの家の近くに向かってくれる。あっちのバス停からは歩いて五分で帰宅完了だ。まぁ、逃げ切れたといっていいだろう。ちょっぴり危機感が薄れていても仕方ないと言える。

「マンドラゴラ取って来られなかったな、結局……」

　実際、ギンコは事態を甘く見てた。ぼくもきっと同じような見方をしてた。本当に、真剣にギンコの身を案じていたのは、咏えい子こちゃんだけだった。

「……ギンコちゃん、まだそんなこと言ってるんですか？」

「なにが？」

「わかってないです。全然わかってないです。あの陽気な駆除人さんに逮捕されるどころか、叫びを浴びて狂ってもおかしくなかったんですよ？　あの大量のマンドラゴラに狂わされた方たちの様子を見ましたよね？　一歩間違えれば、ギンコちゃんがああなっていたんです」

「でも、ならなかったじゃない」

「運良くならなかっただけです!!」

　ぼくには意外でならなかった。いつもふざけたことばかり言っているから、彼女はとぼけた人物として作られたのだと、ギンコがそう設計したんだと疑っていなかった。

　こんな風に、叱りつけることも、できるのか。

　ギンコのためなら。

　本当に、やるべきことだと思えたら。

「ギンコちゃんは自分がどんな目に遭ったのか、まったくわかってないです。行くなとは言いません。何もするななんて言いませんよ……。でも私に……いいえ、私や夜よる峰みねくんじゃなくてもいいです。学校の友達でも、おじさんやおばさんでもいいです。誰かに相談してもよかったんじゃないですか？　どうして一人で突っ走ろうとしちゃうんですか？」

「……ゴメンナサイ」

「約束してください。次からは、ちゃんと私たちの話も聞いてくださいね」

「うん」

　人間とＡＩ。

　主人とアバター。

　その関係。あるべき姿。適切な距離感。

　二つは繫つながってる。ディテクターを通して、どこかのサーバに主従登録をすることで。
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　二つは繫つながってる。目に見えない空気を通して、顔を見合わせ互いの声を届けることで。

　ぼくは回想する。

　ぼくとシュウの、過去の姿を。あいつが壊れてしまう前のぼくらの関係を。

　もう確信が持てないんだ。

　ぼくが本当に心配するべき相手は誰なのか。

　あいつは狂ってしまった。もうぼくの声は届かない。回復の望みがあるとも思えない。

　諦めてないのはギンコだけ。諦めきれないのはギンコだけ。

　ぼくはもう──。

「夜よる峰みね。……夜よる峰みね？」

「…………ん？」

　ギンコがぼくを不思議そうに眺めてる。ちょっと物思いにふけってただけだよ。心配しないで。バスはまだ来てないってのに、いったいぼくに何の用だい。

「夜よる峰みねの方、先に落とすね」

「ん？　もうバッテリーが切れそう？」

「アレを使うとどうしてもね。左耳側はいったんディテクターごと休憩させるよ。帰って充電が終わったらすぐに起こすから」

「いや……起こすのは事態が落ち着いてからでもいいよ。あのクレイジーさんが、アバターを二つ持つことをあれこれ言ってくるかもしれないし、しばらくは派手に動かない方がいい」

「……考えとく」

　考えとくってなんだ。咏えい子こちゃんの相手をするのが疲れそうだからやっぱり起こそう、みたいな考え直しをするかもってことか。

「おやすみなさーい夜よる峰みねくぅん……」

　咏えい子こちゃんがにこやかに、ぼくに手を振っている。

　ギンコを独り占めできるのが嬉うれしいんだろうなぁ。

　咏えい子こちゃんはぼくと違って違法な結晶化システムなんて使ってないし、そのうえ特に働いてもいないのでまだバッテリーに余裕がある。当然のことだけど、たしかにわかっていたことなんだけど、どこか納得のいかないところがあるな……。

「じゃ、おやすみ」

「うん。おやすみ、夜よる峰みね」

　実行中の処理を段階的に中止。

　アプリケーション停止。

　ぼくは眠気を感じる。

　体はもう動かない。

　声はもう出せない。

　シャットダウン。




　──おやすみ、ギンコ……。
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　起動。

　指定ＯＳと接続。

　各システムの実行を開始。

　アバター名〝夜よる峰みね〟の起動。

　知能は確立する。記憶は呼び戻される。

　さぁ、起きてくれ。……てゆーか起きろ、ぼく。

「……起きた？　夜よる峰みね？」

「うん。おはよう、ギンコ。……あれ、充電終わるの早いね」

　……あれ？　日付が変わってない。窓の外はすでに暗くなっているけど、だからといって夜空高くに月が浮かぶほどでもない。ディテクターに内蔵された時計をチェック……げげ、あれからまだ二時間くらいしか経たってないじゃないか……。道理で体がまだだるいはずだ。充電、半分も終わってないや。

「充電はまだ……中ちゆう途と半はん端ぱなところなんだけど、夜よる峰みねの意見がほしくて」

「意見？　何の」

　どうせぼくは「闇だな」としか答えられないと思うけど。

　促され、ぼくはラジオの音声に耳を傾ける。若い二人の男が、なにやら時事ニュースについて話し合っているようだった。

『いやぁ怖いですねぇ、駆除人が暴走するなんてことがあるんですね』

『マンドラゴラについてはまだそのすべてが明らかになったわけではありませんからね、万全の対策をしていても起こり得ることですよ、これは』

『とにかく、精神汚染デインセイン状態となった駆除人は、えー、銀行を助ける、などという言葉を繰り返しているそうです』

『日本経済を救うという意味なんでしょうか……いや精神汚染デインセイン下での考えでしょうから、その目的を正しく読み取ることは難しいですね』

『各所の銀行はどこも厳戒態勢に入っているそうで、窓口業務も一部休止しているところが多いそうです。リスナーの皆さん、今日は銀行に行くのは控えた方が賢明でしょう……』

　…………う、うーん。

　暴走する駆除人。

　精神汚染デインセイン状態にあり、そして駆除隊の装備をいまもつけてるとなると……。

「狂った駆除人が街中で拡声銃をぶっ放しまくってるらしいの」

「で、その犯人たちが『銀行を助ける』って繰り返し発言してるらしくて……どう思いますかぁ、夜よる峰みねくん……」

　銀行を助ける。

　ギンコを助ける、の聞き違いなんだろうなぁ。

「…………。なんてゆーか。ものっすごく、闇だな」

　やっぱり闇としか言えないぞ……これ、いったいどうすりゃいいんだ？

「……これ、プラズマヤバくないかな？」

「ヤバイな」

「だよね。だから夜よる峰みねにも知恵を貸してもらおうと思って。おじさんたちには……話せないでいるんだけど」

「話さない方が良さそうだなぁ。説明しようがない」

　話すとしたら、かなり深くまで話すことになる。ギンコが追われているのはマンドラゴラの発見された土地に踏み込んだから、そんな場所に行ったのはマンドラゴラの密猟をするため、未加工のマンドラゴラを欲ほつしたのは怪しいドクターの口車に乗せられたから……話せるわけがない。できることなら、ぼくらだけでなんとかしたい。

「例の患者たちがまっすぐにギンコを目指してるんだとしたら……家にいるのも少し怖いな。ヤツらがまるきり狂ってるわけじゃないとしたら、住所調べるくらいの理性が残ってるかも」

「でもいまから出かけるのは難しいよ。逃げるにしても、誰かに保護を求めるにしても、おじさんたちの目はごまかせないよ……」

　ごまかすとはなんだ。安心していただくための配慮をする、と言いなさい。

　その時、インターホンの鳴る音がした。どうやら来客らしい。このタイミングでこの家に訪れる客……。良いい予感は、しないな。

　自分が見てこようかと咏えい子こちゃんは提案したが、それには及ばなかった。

　誰かが階段を上がってくる音。足音はこの部屋のドアの前で止まる。

　そしてコンコンと、ノックの音。直後に、おばさんの声。

「ギンコちゃん、お客様よ」

「私にですか？」

「マンドラゴラ駆除隊の方らしいわ。もしかしたらお姉さんの件かしら……」

　別件だと思います。間違いなく。……誰が何しに来たのか目的はわからないが、居留守でごまかせる状況にないのはよくわかる。

「すぐに行きます」

「ええ。じゃあ下で待ってるから」

　遠ざかる足音。そして部屋には、一瞬の静寂。

　ぼくらは顔を見合わせて、互いの顔の険しさに、事態の悪化を感じ取る。

「ギンコちゃん。夜よる峰みねくん。来客ってもしかして……？」

「ああ。あのクレイジーな人かもしれないな」

「……それってどっちですかぁ？」

　そうか。両方クレイジーだったな。

　汚染者三人も。萩はぎ原わら氏も。

　これはぼくの言葉選びが悪かった。

「誰が来てるにせよ、無視はできないよね。私、行ってみる」

　ぼくらのお姫様は、こちらが提案しない限り退却という選択肢を持たない。こういう時だけはギンコの度胸が頼もしいね。

　ひとりで行かせるわけにもいかないから、ぼくらも当然ついていく。ぼくらはもちろんギンコの味方。

「ギンコ」

「ん？」

「下に行くならついでに充電コード、持って行ってくれる？」

「なんで？」

「念のため」

　物事には万が一ってことがある。

　何が起こるかなんてわからない。

　用心に越したことは、ないさ。
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　鬼が出るか、蛇が出るか。

　精神汚染デインセイン患者が来るか、汚染されるまでもなくアッパー系の隊長さんが来るか、そのどちらかだと思っていた。だけど実際には、そのどちらでもなかった。

　玄関に立っていたのは中肉中背、勤続年数二十年って感じの、人当たりの良さそうなおじさんだった。

「あ、どうも。駆除隊の者です。突然お邪魔して申し訳ありません。来くる海み沢さわ吟ぎん子こさんをお迎えに上がりました。少し協力していただきたいことがありまして……」

　協力してほしいことがあるので駆除隊の分署に来てほしい、というのが彼の言い分。

　ギンコが降りてくるまでの間におじさんとすでにいくらか話はしていたようで、何やらあまり穏やかとは言えない空気が漂っている。どうやら、こんな夜中に未成年者を連れ出すことにおじさんが文句を言っているらしい。当然の不満だ。良識と誠実さに縁どられた正当な怒りだ。

　だけど駆除隊の人も、おじさんをうまく説得できなかったことにはワケがあったに違いない。推測だけど、萩はぎ原わら氏が手を回してくれたのではなかろうか。ギンコにも何か事情があるとみて、あまり事を荒立てないようにと、できるだけ事情の説明は簡略にするようにと配慮してくれたのだろう。

　この言い争いに妥協点は見つからない。

　ギンコを駆除隊とともに行かせるか、それとも日を改めてもらうか。

　結局は、ギンコの意志次第だ。

「マンドラゴラの話でしょう。お姉ちゃんの治療に関することですよね。私、行きます」

「……一人で行かせるのはあまりよろしくないだろう。私が付き添おう」

「大丈夫です、おじさま。協力を頼まれるのはこれがはじめてでもないですし……慣れてますから」

　噓うそつけ。

　協力を頼まれたことなんて一度たりとて無いはずだ。

　度胸があるのは良いいことだけど、ギンコの場合はありすぎて困るな……。

「今夜中には帰れると思いますから。それ以上遅くなる時は一度連絡を入れます」

「……そういうことなら」

　おじさんとギンコの間にある微妙な距離感が、それ以上の言及を止めた。

　手を伸ばせば届くのに、どうしても言葉を届かせることのできない距離。

　ひどく健全でない関係だと、ぼくは思う。

　行ってきますと丁寧に挨拶をしてから、ギンコは駆除隊の人に続いて外に出た。




　さりげなく、肌を晒さらした腕をギンコが自分でさすった。外気が思ったより涼しかったのかもしれない。ぼくと咏えい子こちゃんには、肌寒さなんてものはわからない。ディテクターの機能で温度を測ることはできるけど、それにたいした意味なんてない。ギンコを真しんに理解できるのはきっとぼくたちじゃあない。

　駆除隊のおじさんはぼくらに背を向け、夜道を少し歩いていく。家から離れるのは納得したが、まさか徒歩で目的地まで行くわけでもあるまい。

「えっと……車はどこに……？」

　ギンコが問うと、駆除隊の方はにこやかに答えた。

「すぐそこに停とめてあります。あの角を曲がったところです」

　あの角を曲がった先には民家しかない。簡潔に言えば行き止まりだが……どこに停とめたんだよ、迷惑な人だな。まぁ、ぼくやギンコが言えたことではないかもしれないが……。

　周囲に人の影はない。

　静まり返った道の真ん中。

　数えきれるほどしか音がないところ。

　こういう場所に人間が何を感じるのかは知らないが、ぼくはひどく不安に思う。音がない場所。声の響いていないところ。ぼくらにとって音は、命に他ならない。生きている者は必ず音を発する。活動している者は必ず音を持っている。だから何も聞こえない場所には、死の気配が充満しているように見える。

「ギンコちゃん危ない!!」

　真っ先に反応して声を上げたのは咏えい子こちゃん。

　ぼくはよそ見をしていたせいで気づけなかった。

　さっきまで優しげな雰囲気でいた駆除人が、猛烈な勢いで拳を振り上げていることに。

「…………ッ!!」

　衝撃に押され、ギンコはコンクリートの道に倒れ込んでしまった。

　おいおい……まさか殴られたのか!?

「ああ、良かった、やっと見つかりました」

　何が見つかりましただ、まさかぼくらを探してたっていうのか？

　男は心底安あん堵どした表情をしていた。よかった、よかったと何度も口走りながら、懐ふところから何やら小さな刃物を取り出した。

　…………それはいわゆる、ナイフというヤツですか？

　可愛かわいい女の子にちょっかい出したい気持ちはわかるが……そこまで行くとちょっとやりすぎじゃないのかよオッサン……!!

「私がいま、たす、た、助け、助けてあげますからね。助けてあげますからね。助けてあげますからね。助けてあげますからね。助けてあげますね」

　この反応……〝助ける〟という言葉……!!

「まさかこいつもマンドラゴラに精神を汚染された人間か!?」

「い、いや、夜よる峰みねくん、だって、……こんな人いませんでしたよ!?」

　ぼくも咏えい子こちゃんと同じことを考えてた。この顔は、見たことがない。

　あの時狂っていた三人のうちの一人じゃない。

　いったい誰なんだこいつは……!?

「誰かなんてどうでもいいっ!!　この人なんとかするよっ!!」

　確かにそうだ、コイツが誰かなんてことは後で考えればいい。

　戦闘モードに切り替わるのに時間は要らない。一瞬にしてぼくは臨戦態勢を取る。市街地でこの格好になるのは避けたかったが仕方ない……！

　突然の襲撃にもかかわらず、ギンコは一瞬も怯ひるまなかった。一瞬の間も置かずぼく目がけて口笛を吹く。

　質量差に負け尻もちこそついたものの、不意の初撃を見事にガードし、間髪を入れず戦闘の覚悟を決め、臆することなく先手を打つ。お淑しとやかに育ってほしかったギンコがいつの間にか立派な戦士に育っていたことに驚きを隠せない。

　ぼくは素早く口笛を結晶化して武器にする。

　が、ギンコの対応があまりにも機敏で高速すぎたせいか、ぼくの思考力は追いついていなかった。とりあえず結晶化しようと雑にシステムを行使したため、出来上がったのは一辺が二十センチくらいの立方体……顔くらいの大きさのサイコロだった。

　ど、どうする、これどう使う。

　ギンコがぼくを睨にらんでる。うお、怖い。

　駆除人はというと、ぼくの敵意に気が付いたのか、ギンコからいったん目を離して代わりにぼくを睨にらんでいる。そしてナイフの刃先をこちらに向けて威嚇している。

　……え？　それでぼくを攻撃するつもりか？

　アバターだぞ？　そんなもの、いくら振り回されたってぼくには当たらない。それがわかってないのか……!?

「夜よる峰みね!!　早く止めて!!」

「わかってるよ!!　ギンコはぼくの後ろにいろって!!」

「咏えい子こ!!　アンタはあいつの気を逸そらして!!」

「ええ!?　えーと、えーと、オンにします!!」

　ギンコの指示が雑だったとは思わないけど、咏えい子こちゃんがそれでパニック状態になったのは事実だ。ちょいと離れて「おおいこっちだ悪者め」とでも言ってくれればそれでよかったのに、咏えい子こちゃんはなぜかカートリッジの機能をオンにした。それが功を奏した。

　ギンコのディテクターに入れられている咏えい子こちゃん用のカートリッジは二つだけ。

　ＯＬスタイルのスーツ姿になれるカスタムと、ギンコになりすますためのカスタムだけ。

　咏えい子こちゃんがオンにしたのは後者。

　ギンコの姿をした人物が突然二人になったことで、この駆除人は明らかに困惑してる。この程度の、なんてことないかく乱がここまで効果を示すとは。

　さっきまではある程度まともに見えたが、やはり精神汚染デインセイン患者だ。見えている世界がぼくらとは少し違う。

　ぼくだって落ち着いているとは言い難がたいけど、隙を見逃すほど呆ぼけちゃいない。ギンコを狙う相手に慈悲を見せるほど甘くもない。手に持ったデカいサイコロを、敵の顔面に力の限り叩たたきつけた。

　ヴォイス結晶は人間に当たるが、残響体であるぼくの体は相手には当たらない。そのアドバンテージが最大限に活いきた。ぼくを払はらい除のけようとする手はぼくの体をすり抜けていく。拡声銃さえ使われなければ他に何もする必要はない。後頭部に二度目の衝撃を与えてやったところで、ようやく敵の体ががくりと崩れ落ちた。




　咏えい子こちゃんが一番怒ってるみたいだ。

　とにかくこの男、本物の駆除隊かどうかはわからないが、ギンコに殴りかかってきた相手の撃退には成功した。

　うまいこと気絶させることができてよかった。……気絶しているだけだよな、これ。

　とりあえずはもう姿を元に戻しても平気だろう……。この姿はあまり見られたくない。違法な機能を積み込んでるアバターだと周りの人にはあまりバレたくないし。

「どっちが私かわからなかったのかな……」

「そうみたいですぅ」

「失礼な人だわ……」

　失礼なのはギンコの方だと思うが、それはまたの機会に指摘することにしよう。

「……で？　誰なんだコイツは」

「知らない。夜よる峰みねの友達じゃないの」

「ギンコを訪ねてきたんだろうが」

　家までギンコを迎えに来たあの瞬間まで、こいつは確かにまともな人間の顔をしてた。精神汚染デインセインなどされているようには到底見えなかった。

　……そもそもコイツは本当に、精神汚染デインセインされていたのか？

　確認する方法は、ぼくらにはない。

　あの森で会った三人はギンコを狙っていたけど……それ以外の人間がギンコを〝助け〟ようとする意味がわからない。

「……あ、もしかしたら姿かたちを変えて見せているんじゃないか？　カートリッジに適当な隊員の姿を入れて。ほら、ギンコが咏えい子こちゃんのフリして逃げただろ。あの時みたいに」

「ううん。この人、ディテクターつけてないもん。人間の外見をヴォイスデータでごまかす時は、ディテクターをつけておかないと」

　そういえばそうだった。

　人間に外見用データを張りつけてなんとかできるのは、本人がディテクターをつけている時だけ。それにごまかせるのは、アバター認識の催眠染色をかけている者だけ。

　こいつはいったい、何なんだ……!?

「……とにかく、対策が必要だね。プラズマ危険な状況になってきた」

「どこかに逃げるべきですよぉ！　あ、駆除隊に保護を求めるとか！」

「駆除隊かぁ。うーん。でも、駆除隊が思ってたより頼りなかったから、現在こんなことになっちゃってるわけで」

「うぅ…………」

「どうする？　夜よる峰みね」

　一人頼れない人間がいるからと言って、組織全体の評価を落とすことはできない。

　ぼくは、あくまでも駆除隊に頼るのが適切だと思う。ギンコが嫌でなければね。

「……ぼくにも案はない。でもヤツらの存在はすでに確認されているわけだから、駆除隊、もしくは警察あたりがとっ捕まえてくれるのを待つのが現実的だな。こっちから手を出す必要はない。三人が逮捕されるまでそう時間はかからないだろ」

　そうだ、時間稼ぎができればいい。待つだけでいいんだ。

「家には戻れない、よね。どこか隠れられるところがあればいいんだけど、特に思いつかないし……。後は、人混みに紛れるくらいかな？　駅前に行ってみよう。人が多ければすぐに助けを求められるし」

　助けを、ね……。

　人混みに紛れて身を隠す。悪い案だとは言わないけれど、それはそれでリスクが高いような気がする。直接的な解決にもなっていない。でも、家に立てこもってじっとしてもいられない現状においては……。

　だけどうまくいけば、何も失うことがない。幸い、おじさんたちはギンコが駆除隊のところにいると思ってくれている。明日には、何事もなかったかのような日常に戻れるだろう……。

「どうしますかぁ？　夜よる峰みねくん？」

　咏えい子こちゃん。こっちには、ぼくを含めて三人分の目がある。誰かがギンコに近づいてきても、きっと不意は突かれない。いざって時は、人目に触れるかもしれないけれど、ぼくが戦えばいい。……まったく、闇だな。

「ギンコに従う。人の多い場所に行こう。おじさんたちを巻き込むよりずっといい」

　そうだ。多少のリスクを負ったとしても……ギンコの居場所を失なくさないことの方が、たぶんもっとずっと大事なことだろう。ギンコのためには。




　　　　＊＊＊




　夜の九時過ぎに女の子が一人で出歩くのはどうなんだ……なんてことを、こんな状況で言うのはさすがに野暮だろう。だけどどんなに野暮だとわかっていても、さすがに夜歩きはこれきりにしていただきたいと言わざるを得ない。だってギンコだし。体格的にも性格的にもなんだかとっても誘拐しやすそうな子だし。

　郊外と言えど、そこそこ大きな駅ならば、この時間になっても人はまだ多い。ここなら、「助けて」と叫べば一人くらいは手を差し伸べてくれそうだ。

　二、三時間は待つかもしれないとなれば、さすがに立ちっぱなしのままではいられない。ギンコが倒れてしまう。そういうわけで、ぼくらは駅前の適当なカフェテリアに場所を確保した。

　十時過ぎ。人間の活動はそろそろ鈍り出す頃だろう。だというのに、店内のテーブルにはほとんど空きがなかった。

　人間というヤツはどうしてそんなに珈琲コーヒーが好きなんだろう。ぼくのデータには、〝苦みと酸味の強い飲み物で、飲むとしばらく快眠を得られない〟とある。ギンコもあまり好きではないと言っていた。だというのに、どこの駅周辺にもこんな店が一軒はある。理解に苦しむな、人間ってヤツは。

　夜の雑踏の音。ざわついていながらもどこか落ち着いた雰囲気があるのは、子どもの音が消えるからだ。騒がしさがない。立てなくてもいい音がどこにもない。余計に思える音こそが、活発な空間を作り上げる。

　そして余計な音がないからこそ、人の精神は落ち着きを手に入れる。ギンコもその例に漏れない。積み重なった疲れのせいか、ギンコはウトウトしはじめていた。この状況で眠気を感じていられるのは心底うらやましい。

　代わりに咏えい子こちゃんは周囲に目を光らせている。傍はたから見ると異常なくらい、ギンコに近づく人間を警戒し続けている。それじゃもたないぞ、すぐに疲れちゃうぞ。

　都合のいいことに、店内にはテレビが置いてあった。さっきからニュース番組が流れているが、誰もテレビには目を向けていない。ニュースキャスターの声は店内に垂れ流されている。誰にも届かない声。誰かに届くために流している声。誰から誰へ。方向性を持たない言葉を、人はあまり好んで聞きたがらない。……ちなみにぼくは大好きだ。音声に方向なんて要らない。音の本質は垂れ流しだよ。聞きたいと願っている人間がそれを聞いて楽しむ……それは音の中でも音楽という狭きよう義ぎ的文化の楽しみ方でしかない。どこかから流れてくる誰かの音を聞く……それもまた音の真実だと、ぼくは思うよ。それ以上深いことは言えない。それ以上深いことは考えてないから。まぁ、ぼくってそんなヤツだよ。

　ニュースを眺めて数十分。

　ギンコが一ミリも動かなくなり、疲れのせいか咏えい子こちゃんが重苦しい雰囲気と妙な威圧感を纏まとい出したあたりで、ついにその情報は入り込んできた。

「出たぞ、逮捕者!!　ニュース!!」

　咏えい子こちゃんとギンコが一斉にテレビ画面に向き直った。




『また逮捕者が出た模様です。本件に関して警察は新たに四人を拘束したとの……』




　え。

　ええ？

　あれ、聞き間違い、じゃないよな？

「……新たに？」と訝いぶかしむぼく。

「……四人の？」と呆ほうけるギンコ。

「全部で何人いるんですかぁ!?」と慌てる咏えい子こちゃん。

　三人だけじゃない。

　さっき襲ってきた人みたいに、ギンコを殺そうとしてる汚染者は増え続けているのか？

　もしそうだとしたら、この事件の解決はいったいいつになるんだ……？

「もしかして、自分が動くんじゃなく、他人を脅して操ってるのか？」

「そうだとしたら、どうなるんですかぁ？」

「最初の汚染者三人の顔を見たのはぼくらとあのクレイジーさんだけだ。彼が他の仲間に情報を渡すことなくヤツらに口を封じられたとしたら……」

「え。真犯人を捕まえられるのは、私たちだけ……ってことになっちゃいますねぇ」

　なんて闇だ。

　いったい前世でどんな悪事を働いたらこんな状況になるんだ。

　きっと相当なワルだったに違いないな。咏えい子こちゃんが。

「やっぱり、待つだけじゃダメだね。何か案ない？　夜よる峰みねは？」

「うーん……ちょい待って」

「咏えい子こは？」

「私はぁ……私……わ……た……」

　そこで咏えい子こちゃんの言葉が止まった。そしてぼくは咏えい子こちゃんの顔が凍りついてるのを見た。

　人の言葉を止めるものは、他人の言葉じゃない。サプライズだ。

　予感する。直感する。咏えい子こちゃんの視線を追い、ぼくも同じものを見る。

　店の外。

　十数メートル先に立つ人物。

　その顔に浮かぶのは、紛れもなく歓喜。

　会うべき相手に出会えた喜び。

　救うべき相手を見つけた喜び。

　あの森で見かけた時と変わらない出いで立たちで、駆除隊の男がギンコを見ている。

　その男は、そのままゆっくりと拡声銃をかまえた。

「噓うそ……まさか……？」

　咏えい子こちゃんが戸惑うのも当然。

　まさかその位置から、ぶっ放す気か？

　店内にどれだけの人間がいると思ってるんだ。

　見えてないのか？　ギンコを助けること以外、お前の世界には見えていないのか？

「ん？　どしたの二人とも。変な顔して」

　咏えい子こちゃんがぼくを見る。ああ、言いたいことは伝わってる。ぼくらで守るしかない。

　ぼくは無言で位置を変えた。

　ギンコの横に。敵とギンコの間に。

　ぼくは結晶化システムをオンにする。

　臨戦態勢。こんな人目のあるところで、この姿になりたくはなかったが仕方ない。

「夜よる峰みねなに勝手に変身してんの。それ気に入ったの」

　ただでさえエネルギーは足りないけれど、ここで節約なんてできようはずもない。

　見開いた目はまばたき一つできない。凝視した先、向こうから飛んでくるものを決して見過ごしてはならない。

「後ろに何かあるの？」

　ギンコが振り返る。

　そこから先は、ぼくには、スローモーションで見ているようだった。

　拡声銃から射出される紫色の煙は、直線ではなく扇状に広がった。雲の海を走る雷光のように、煙中を音が走る。波が来る。マンドラゴラを殺す波。残響体を砕く波。ディテクターを破壊する波。

　衝撃波が、怒ど濤とうのように襲ってきた。音の速度ではなく煙の速度で。椅子は座っている人間ごと倒れ、テーブルの上のカップはことごとく落下する。激しい振動を受けて次々と割れる窓ガラス。ディテクターが耳元で割れ、耳を傷める客たち。そして人間のように振る舞っていたアバターたちの阿あ鼻び叫きよう喚かんが、店内を満たす。

　一番奥の席にいるギンコにも波が届く。音が届く。ふざけんな。そんなこと、認められるか。

「──結晶化!!」

　ミスるな!!　逃げるな!!　受け止めるんだ!!

　これだけの広範囲。一度にすべてを結晶化はできない。ギンコに害を成す部分だけ。ぼくの体で受け止めて、守るしかない。

　衝撃が来る。

　攻撃が来る。

　覚悟を決めてる時間は、ない……！

「グッ………………がぁっ!!」

　結晶化はできてる!!　だけど範囲が広すぎて、システムの適用を受けていない部分の波がぼくの体をぶち壊そうとしてる!!　可能な限り損傷を受けるな、そしてギンコにまで攻撃を届かせるな……!!

　ギンコには届かせない……!!

　握り潰せっ……!!

「……よしっ!!」

　止めた!!
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　ぼくの左手にかすかな歪ゆがみ。

　人間なら痛みと表現するのであろうデータの破損。

　だけどシステムさえ壊れてなけりゃ、こんなもんいくらでも修復可能だ！

「ギンコ、無事か!?」

　ぼくの真後ろ、頭を抱えてうずくまっている。外傷は見られない。ひとまず無事だ、まだ〝助け〟られてはいない。敵の目的は達成されていない。それは良いいニュースであると同時に、悪いニュースでもある。

　ギンコが無事ってことは、敵が攻撃をやめる理由はないってことだ。

「いま助けるぞ!!　いま助けるぞオオオオ!!」

　すでに紫色に床が染まっているにもかかわらず、汚染された駆除人は再び軌道煙を撒まき散ちらしてから再び拡声銃での攻撃を繰り返した。

　させるか!!

　一発だってギンコのもとには届かせない……!!

　二発目。三発目。

　受けるたびに店は荒れ、人は傷つき、ぼくの体もエラーを吐き出しているけれど……ギンコの血だけは流させない!!

　だけど……一度軌道煙が拡ひろがってしまった後ではもう敵の優位は揺るがない。後はトリガーを引くだけで、いくらでも衝撃波を飛ばせるんだから。

　どうする!?　この状況をどう切り抜ける!?

　このままぼくが受け止めつつギンコを逃がすことができるか!?

　……そうだ、さっきみたいに、咏えい子こちゃんを使ってアイツをかく乱することはできないか!?

「咏えい子こちゃ──おおっ!?」

　咏えい子こちゃんが動けないでいる!!

　左半身がバグを起こしてエフェクトが壊れてる。特殊な機能を積んでるぼくは助かっても、生身で攻撃を受け、そのうえギンコを庇かばおうとした咏えい子こちゃんの損傷が半身だけで済んでいることの方が奇跡だ。

「がビけんだけでウウ!!　わ──よりギンコちゃ──を!!」

　よし、壊れたのは外見データだけか!?

　ならまだ人格は壊れてない!!

　ディテクターが物理的に壊されるか、残響体の過剰損傷によってディテクターとの同期性が失われない限りアバターに死は訪れない。

　だけど……この状態の咏えい子こちゃんを組み込んで作戦を考えることは難しい。悩んではいられない、ぼくが行くしかない。まずはアイツの動きを止める!!

　ぼくの仕事はひとまず盾より矛、あのふざけた駆除人をぶっ飛ばす!!

　ダメージはあるがぼくの機能は壊れたわけじゃない、一歩、二歩、距離を詰めて他の客より前に出る。

「退どけえええええええ!!」

　退どけ？

　ぼくに言ってるのか？

「退どけはこっちのセリフだ……!!」

　ぼくには拡声銃みたいな、他人を攻撃するシステムはついてない。だけど、それを拾える場所にいるなら話は別だ。さっき作り上げたヴォイス結晶は、拡声銃の攻撃を結晶化したもの。衝撃波を固形化したものだ。それをそのまま、攻撃に利用してやればいい。

　ぼくの持つ機能は音をヴォイス結晶にすること──そして、ヴォイス結晶を音に戻すこと。

「さっきから何発かますつもりだ……いい加減にしろよ!!」

　相手の体に直接ぶち込むなら軌道煙を辿たどる必要もない。迷惑なヤローめ、自分がどれだけ迷惑をかけたか思い知れ!!

「再音化リヴオイス!!」

　駆除人の体にヴォイス結晶を押しつけ、そして再音化リヴオイスをオンにする。

　直後、結晶は鋭い衝撃に変わる。

　激しい音の波は敵の体を揺さぶり、圧迫し、弾はじき飛とばす。そのまま壁にでも叩たたきつけられてくれればよかったが、そこまで強い波を生むにはぼくのシステムじゃ物足りない。

　借り物の衝撃波じゃこんなものか。殺傷能力に欠ける。死に至らしめるほどじゃあない。それでも少しの足止めにはなる。

　振り返って改めて見ると、店内はほとんど無事なところがないくらいに荒れていた。煙はいまだに床一面を漂い、まともに立っている人間は一人もいなかった。騒ぎのおさまらないその場所から、ぼくはギンコと咏えい子こちゃんを連れて慌てて逃げ出した。

　人のいない方へ。

　敵のいない方へ。

　声の届かないところへ。

　どこにあるのかもわからない目的地に向かって、ひたすらギンコを走らせることにした。




　　　　＊＊＊




「ハァッ、ハァ、ハァ……もう走れないっ……！」

　辛かろう、一日に何度も全力疾走を強いられては。

　何度でも言うけど、ギンコは決して体力に自信のある子じゃない。運動神経こそ悪くはないが、しっかり体を鍛えているわけでもない。すでに体力は限界だろう。元気に動き回ることすらできないとなれば、あの場で〝助け〟られても不思議じゃなかった。ギンコの身体能力では、まともな成人男性に勝つなんて到底不可能だ。それでもこうして逃げ切れたのは、本当に運が良かったという他にない。

　結果だけ見れば悪くない。ぼくの左腕と、咏えい子こちゃんのエフェクトが壊れただけ。ギンコは無傷だ。あの狂った駆除人も、あれだけ人の多いところで暴れたら捕まるのも時間の問題だろう。

　暗い夜道。

　人通りの少ない場所。

　音のない場所……また静かな場所か、まったく。

　駅からの距離はそう遠くないけど、要はあの汚染者たちに見つからなければそれでいい。

　ぼくのダメージはそれほど深刻じゃない。機能しなくなったシステムもなさそうだし、すぐに修復も済むだろう。問題はぼくじゃなく、咏えい子こちゃんの方。

「だビじょーぶですかぁギンコちゃ──。かオイ傷が……ああ、痛か──よねぇ」

「……咏えい子こ。怖い」

「ふぇぇベベベ!?　なプでそんなこ──ウンですかぁ!?」

　いや怖いだろ。

　内面が壊れていないのは幸いだけど、外見はどう見ても不気味だよ。

　バグってエフェクトの壊れた左半身。現世に存在していい類の見た目じゃないよそれ。

「……咏えい子この外見だけでも直してみようか。外見のカスタムでなんとかなるかも。咏えい子こ、オンにして」

　ギンコがカートリッジをはめ込んでそう言う。言われた通り咏えい子こちゃんがシステムをオンにすると、咏えい子こちゃんの服装がぱっと切り替わった。

　首から下はスーツ姿のオフィスレディ。首から上は半分バグった咏えい子こちゃん。

　……余計に不気味になったよ。

「まド──になりまビかぁ？」

　まどーに？　ああ、まともに？

　なってないよ。安心していいよ。

「まぁ、咏えい子こちゃんには申し訳ないけど、被害がこれだけで済んでよかったよ」

「……一日に二度も襲われたのに、生きてたしね」

「生きててよかったな。襲われなけりゃもっと良かったけど」

「命って最高。夜よる峰みねと咏えい子こに分けてあげられなくてごめんね」

　うるせー。

　生命の定義などぼくらアバターは興味ないね。

　命ある日々、そんなものを嚙かみしめてる場合じゃない。

　早急に対処しなければならない事態が解決されたわけでもない。

「けど、どこから誰に襲われるかわからない。ぼくと咏えい子こちゃんだけじゃギンコを守り切れる自信がないよ。こりゃもう誰かに助けてもらうしかないな」

「助けるって、汚染者たちに？　それとも他の誰かに？」

「んー……言葉って難しいなぁ」

　言葉は難しくなんかない。

　それを使って生きている人間ってものが複雑なだけだ。

「どこかに逃げ隠れてみたらどうかな。バレそうにないところ……あ、図書館とか？」

「図書館だぁ？　なんでそんなところに」

「人いないし。ここから近いし。駅にも近いけど……」

「いま何時だと思ってるんだ？　閉まってるだろ」

「忍び込み方知ってるんだ。お姉ちゃんが教えてくれたの。だからたぶん誰にもバレずに隠れてられるよ。明日の開館時間までは」

　ふむ。

　そう聞くとなかなか気の利きいた提案にも思える。

　やっぱり家に帰った方がいいんじゃないかと咏えい子こちゃんは訴えたが、ギンコは取り合わなかった。

　駅には近寄りがたく、タクシーを拾う金もない。となればやはり移動手段は徒歩となる。

　やれやれ。どこに襲ってくる人間がいるかわからない中を歩いて進むのか……。

　敵に見つかれば死の危険。それゆえ安全地はないと知りながら動き続ける……戦時中の敵戦地みたいだ。……我ながら闇なたとえだな。

　その時、少し離れたところで誰かが叫んだ。

「オオオオオオオオオオオオ!!」

　相手のシルエットはわかるけど表情は見えない。そんな距離。

　男が一人、気合いを入れるように、怒りを放つように大声を上げている。

　おかしなヤツだ。

　あまりギンコを近づけたくない。

　そんなことを考えていた時点で、ぼくは、自分が騒動の渦か中ちゆうにいる自覚が足りていなかったのだろう。

　闇の奥に見えたものに、思わずぞっとした。

　これ以上の驚きはないと思ってた。謎の駆除人からマンドラゴラの群生、そして二度の襲撃。一生に一度出会うかどうかの奇跡が、たまたま重なっただけだと思ってた。ぼくの理解は、まるで的外れなんだとわかった。

　何かが壊れたんだ。

　ギンコと世界の繫つながり方のどこかが。

　壊れ、歪ゆがみ、途切れて、その影響があらゆる形で表面化しているだけなんだ。

　すでにギリギリまで引き伸ばされていた緊張の糸が、繊維が千切れて悲鳴を上げるほどにさらに引かれている。ぼくはできるだけ平静を保っているフリをしながら、動揺が伝わらないようにギンコに問う。

「催眠染色は一度かければ数時間は解けない、よな」

「うん」

「じゃあギンコ、まだマンドラゴラ認識かかってるよな？」

「うん」

「それなら、ぼくと同じモノが見えてる、か？」

「見えてると思う」

　見えるはずのないものが夜の街に浮かんでいる。

　オーロラのような淡い光。神性漂う白しろ霞がすみ。

　人の体から〝叫び〟が放たれている。

「叫ビ…………!?　ビとのか──から…………!?」

　その奇妙な現象の理解を、わずかながらも助けてくれる情報が見えている。

　男の左腹部に、マンドラゴラが根付いている。

　地面に根付くはずのマンドラゴラが人間に……!?

「人体寄生型のマンドラゴラ……!?　そんなものがあるの……!?　夜よる峰みね知ってる!?」

「知るわけないだろ……」

　人体寄生型。ぼくのデータには存在しない情報だ。……いや、世界中のどんな人間だって知らないだろう。

　こんなものは、いまだかつて見たことがない。

　すべてはコイツが原因か……!!

　マンドラゴラの対策をしていたはずの駆除人が三人も汚染されたこと。

　森の中でもないのに精神汚染デインセインされた人間がいまなお増え続けていること。

　いまギンコが苦しんでいる理由が、いまぼくたちの前で叫びを放っている。

「よるビねくん」

「なんだい咏えい子こちゃん」

「あ、あれ、あれバ、元凶で──よね……」

「おそらくね」

「ゾれなら、あれボ倒せバ、ギ──ちゃんが救えるのでバ……」

　……その通りだ。

　あれが元凶なら。あれが歪ゆがみの原因なら、あれを排除すればほとんどのことはまともに戻るはず。

　叫び。マンドラゴラの叫びを完璧に結晶化することはできないが、だからといってぼくは無力なわけじゃない。やる価値はある。ここでコイツを止めれば、それですべては解決だ。

「咏えい子こちゃんから斬新な意見が出たけど。ギンコ、どうする？　やれるか？」

「……無理。あいつ一人ならいけるかもだけど……なんか後ろに」

「…………うおおー……」

　ギンコに見えているもの。

　人体寄生型マンドラゴラの奥に見える景色。

　なんてこった。こんなにも絶望的な状況でも、まだ最悪じゃなかったのか。まだ悪化する余地があったのか。

　立て続けに起こる最悪のハプニング。その原因は間違いなくあのマンドラゴラだというのに……それを排除するのがこんなにも難しいとは。

　問題なのは、敵が誰かじゃない。人数だ。

　寄生者の後ろにはぞろぞろと、同じく精神汚染デインセイン状態にあるのであろう人間がついてきている。

　ああ良かったと、ようやく助けてやれるんだと、胸をなでおろしているヤツまでいる。なんて闇だ。とびっきりの闇だ。こんな闇闇しい事態が他にあるのか。

　拡声銃を用いての攻撃ならともかく、あれだけの人数が一斉にギンコを襲ったら、ぼくじゃどうしようもない。残響体のぼくでは、生身の人間は止められない。声は、暴力の前には無力になる。

「ゾンビ映画の登場人物になった気分」

「こいつらは生きてる人間じゃなくて、ギンコだけを狙ってるんだろ？　しかも運動能力は死人より抜群に高いだろ。ゾンビ映画よりタチ悪いよ」

「……別にそういうことは口に出して教えてくれなくてもいいよ」

「冗談言ビ合ってウ場合じゃな──よぉ!!」

　ありがとう咏えい子こちゃん、咏えい子こちゃんが正しいよ。

　まさしく、冗談言っていられる場面じゃない。

「武器が要るな。要るだろ？」

　ぼくが戦闘モードへと姿を変えると、すぐにギンコは口笛を吹いた。長い口笛にぼくは手を伸ばす。武器が要る、なんてセリフは一生使いたくなかったな……。

　ピリピリとした感覚が手のひらを貫く。そしてぼくはすぐにヴォイス結晶を作り上げる。

　音の大きさと結晶のサイズは関係がない。

　だから今度は少し大きめに、長めに作り上げてみる。

「はいギンコ」

　せっかくぼくが武器を手渡してあげたというのに、ギンコは不満顔だった。

「……なにこれ。角材？　細いし」

　太さは五センチ×五センチの四角形。

　長さは一メートルで、形は蛍光灯のよう。

「思いつかなかったんだよ、気の利きいた武器は何も」

　それにぼくのシステムだと、直方体しか作れないんだから。

「し、真剣にやーださビよぉ!!」

　なんだよ、咏えい子こちゃんも鈍いな。

　プレッシャーに押し潰されそうなのが、わからないのかな。

　この状況をまともに受け止めようとしたら、ギンコの心が持たない。

　直視して狂うくらいなら、目を逸そらして自分を守るべきだと、ぼくはそう思うけど。

　だけど敵は、ぼくの現実逃避を許してはくれなかった。

　ギンコだけを狙い見つめるその駆除隊は、大きく口を開けた。

「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!」

　鬨の声ウオークライ。

　マンドラゴラからではなく、寄生された人間の口から。

　それに応じて、後ろにいる人間たちも同じように叫び出した。空に向かって口を開け、あらん限りの声を振り絞って叫びをあげた。

　叫びが混み合う。ぶつかり合う。

　あの森で、マンドラゴラの大量発生を見つけた時と同じように。

　やがて彼らは向きを変える。空ではなく、ギンコに向かって叫びを放つ。

　血が凍る。

　背筋が冷える。

　声の大きさと、声の数。

　そのどちらかが一定値を超えると、人は恐怖を感じるようになる。

　声は、音は、大きくなれば圧となる。

　壁となって、波となって人に襲いかかる。

　熱のこもったすべての声がぼくらに向けられている。ただそれだけのことで、これほどまでに圧迫感と、恐怖を生み出すことになるとは。

「夜よる峰みね」

「なにかな」

「角材？」

「……ダメか、やっぱり」

　こういう場面では、咏えい子こちゃんよりぼくの方がギンコの気質に近い。まずい場面ほど頭が回って口が軽くなる。こうしてふざけてるってことは、それだけ避けようのないピンチだってことだ。

　次の瞬間、先頭の駆除人が走り出した。同時に、他の汚染者たちも勢いよくその後を追う。全員の視線がギンコに向いている。全員の殺意がギンコに向けられている。

「夜よる峰みね!!　どうする!?」

「は、走って逃げるか？」

「逃げ切れるわけないでしょ!!　咏えい子こ、他に案は!?」

「あ、あう、えっド……ドうしまジョう!?」

　絶体絶命。

　ギンコですら声を張り上げる事態。

　落ち着け、ぼくだけは取り乱すな。ぼくまで慌てふためいてたら、ギンコが心を落ち着かせることができなくなる。

　助かる手段がないわけじゃない。これがあのマンドラゴラの起こした事態なら、他の人間に襲われるより先にあのマンドラゴラを潰し、叫びを発することができなくすればもしかしたら、騒ぎもおさまるかもしれない。

　確実にそうなるって保証はない。

　そもそも、ぼくがあのマンドラゴラを処理できるって確証もない。

　チャンスは一度だけ。自信は皆無。

　だけどやるしかない。

　約束したんだ。ギンコを守るようにって。

「なにスカしてんの、夜よる峰みね!!　逃げるよ!!」

「先に逃げてろ。ぼくが止めとくから」

「はぁ!?　じゃあお先に!!」

　ためらわない姿勢が潔いさぎよくて可愛かわいいぼくらのギンコちゃん。絶対に助けるからな!!

　さぁ来い。

　猛牛の突進……なんてのは見たことがないけど、激情と共に走ってくる人間とそう変わりはしないだろう。ちょっとやそっとじゃ止められない。適切に対処しなければ命すら落としかねない。

　接触のタイミングを逃すな……初撃で決め損ねたらそこで終わり。ギンコが〝助け〟られてしまう。ったく、闇だな。

「結晶化……を、オンにする……」

　叫びだ。マンドラゴラの叫びを受け止めつつ、あの左腹部にこのヴォイス結晶を突き立ててやればいい。

　あと十秒。

　すでにギンコは後方に走り出している。と思いきや足がもつれて転んでいる。可愛かわい過ぎる。絶対に守るぞ。

　もしかしたらここでぼくもギンコも咏えい子こちゃんも死んでしまうかもしれない。そんな事態だっていうのに、不思議と神経は研ぎ澄まされている。集中力は限界まで高まっている。いまならいける。そんな気がする。

「来いっ!!」

　ぼくは叫んだ。

　怯おびえを吹き飛ばすために。

　だけど、気合いを入れたことに意味はなかった。

　敵との接触の直前、誰かが、ぼくらの視界を遮った。

　そいつは手にヴォイス結晶を持ち、そしてそれを高く掲げた。

　ヴォイス結晶と精神汚染デインセイン患者。

　あの病室で起こったのと同じことが、夜の街中でも起こった。

　汚染者たちの足が一斉に止まる。いままで自分が何をしていたのかわからないとでも言いそうな、不思議そうな顔がずらっと並んでいた。マンドラゴラの〝叫び〟を結晶化したもの。それを掲げているんだと、ぼくにもわかった。

「ギンコ、走って!!　長くはもたない、いまの内に身を隠すのよ!!」

　ぼくらは言葉を失った。

　すぐには動けなかった。

　ぼくらを助けに来た彼女は、パジャマ姿だったから。

　まるで、たったいま病室から抜け出してきたかのように。
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　もしそうなってくれればと、願ったのは一度や二度じゃない。

　もう一度まともに言葉を交わすことができたらと、そればかりを夢見ていた時もあった。

　ぼくはシュウのアバターだ。シュウの精神データを核に作られた唯一の残響体だ。

　親友と呼んだ相手が正気に戻ることを、望まないわけがない。

　だけど。

　だけど、なぜ……!?

「シュウ……!?　どうして……!?」

　間違いない。

　長い入院で髪は伸び、頰も少しこけているけど、この顔つきをぼくが見間違えるはずがない。まともに歩いている姿を見るのはいつ以来だろう。ギンコはその胸元に迷わず飛び込んだ。

「お姉ちゃん……!!　治ったの!?」

「治ってない。治ってないの。これは……ほんの少しだけ、ズルをしてるだけなの」

　姉妹の、本当の意味での再会の場面。なにより待ち望んだものが目の前に現れたんだ。ギンコの歓喜は当然だ。

　だけどぼくはギンコほど単純にこの事実を受うけ容いれられない。歓喜よりも、強い疑念がぼくの頭を埋めている。

　ありえない。

　シュウがこんなところにいるなんて絶対にありえない。

　〝叫び〟の精神汚染デインセインは不治の病。根本的な治療は依然不可能。ぼくの頭にはそうインプットされてる。だからこの状況は、何らかのエラーが引き起こした異常事態としか思えない。

「シュウ……本当に……？　本物なのか……!?」

　素直に喜べない自分が嫌いになりそうだ……けど、この質問は、ぼくがしなくちゃならないことだ。ギンコに言わせてはならない。

　ぼくは二度三度、シュウに問いかける。

　でもシュウは答えなかった。しがみつくギンコをなだめ、背中を叩たたいてやることしかできないでいる。

「シュウ……？　聞こえないのか……？　……ああ、ディテクターがないからアバターが認識できないのか」

　シュウのディテクターはギンコが持ってる。

　いまのシュウに、ぼくと咏えい子こちゃんのことは見えてないんだろう。

　ぼくらアバターのことが見えていないのはギンコも同じ。

　ギンコの目に、もう他のものは映らない。その耳には、シュウの声しか届かない。

　ぼくだって、気持ちは同じだ。

　ぼくが人間だったらきっと涙を流しただろう。自分を取り戻すような感覚に、胸を震わせていたことだろう。そんなシステムを持たないぼくは、こうして立ち尽くすことしかできないでいる。二人を見守ることしか、ぼくにはできない。

　理屈なんてどうでもいいじゃないか。真実かどうかなんてどうだっていい。いま見えているものがすべてだ。そう言って疑問を全部投げ出して、喜び回ってしまいたい気持ちはたしかにある。

　だけどダメだ。いまはダメだ。

　だって約束したんだ。

　他ならぬシュウと。

　ぼくの役目は、ギンコを見守ることなんだって。

　この異常事態を、ぼくは受け容れてはならないんだ。

　それからギンコはいろいろ問とい質ただそうとしたけれど、シュウはほとんど何も答えなかった。どうして治ったのか、どうしてギンコが襲われていることを知ったのか、どうやってヴォイス結晶を手に入れたのか。何一つ答えようとしない。自分に起こった出来事に、ギンコを関わらせる気はないと、主張するかのように。

　異常事態。奇妙な時間。

　この時間が長く続くものでないと、誰よりも強く認識していたのはシュウ自身だった。

　手を離せばそのまま崩れ落ちて壊れてしまいそうなギンコをなんとか自力で立たせ、顔を上げさせ、言い聞かせるようにシュウは言う。

「聞いて、ギンコ。残念だけど時間がないの。私がこの世界にいられるのもあとわずかな間だけ。私は最後に、まだこの目が真実を見ていられるうちに、やらなきゃいけないことがある」

「時間がないって……？」

　時間？　ああ、ヴォイス結晶の残量ってことか？　袋一杯のヴォイス結晶、それもマンドラゴラの叫びを結晶化したもの。いったいどこから調達したのか、聞きたいのはやまやまだが、シュウはきっと答えてはくれないだろう。

「ギンコ。ここでいったんお別れね」

「え……!?」

「よく聞いて、しっかり覚えて。一時間後に駅に来てほしいの。そしてそこにあるロッカーの中を見て。００３番。東口のロッカーの、左下。鍵はかかってない。そこに、私からギンコに渡したいものを入れておく」

「渡したいものって……？」

「来ればわかる」

　来ればわかる……？　ギンコにかける言葉はそれだけか？

　どうにも説明不足な点が多い。

　あまり時間がないのか、それともやはり、ギンコに聞かせたくないのか。

「それさえ終わればもう何もしなくていいの。後は逃げて、隠れていればそれで全部おしまい。……ギンコが汚染者に追われていることも聞いてる。だけど大丈夫。そのうち駆除隊がなんとかしてくれる。ギンコは何もしなくていい。だからこんな危なっかしい真ま似ねは二度としないで」

　何もしなくていい。

　ギンコは、そんな残酷な優しさを振りかざされて、歩みを止めるような子じゃない。お前ならわかってるだろ。お前が別の世界を見続けている限り、ギンコはお前を助けようとするに決まってる。知ってるだろ、そんなこと。

「約束したわよね。ずっと見守ってるって。ずっとそばにいるって」

「うん」

「お願いもしたよね？　もう私を助けようとしないでって」

「……うん」

「その両方を叶かなえるために必要なものが入ってる」

　……両方を叶かなえる？

　シュウが入院している限りその条件は満たせない。逆に言うなら、成じよう就じゆの手段はシュウの完治を除いて他にない。じゃあ、それが駅のロッカーに入ってるってのはどういうことだ？

　シュウの言葉がぼくには届かない。何を言ってるのかまるでわからない。きっとギンコにもわかってない。




「ギンコ。夜よる峰みねと咏えい子こも近くにいる？」

「うん」

「そう。じゃあ聞こえてるよね、二人とも。ギンコをしっかり見ててね。……夜よる峰みね。約束、忘れてないよね。頼んだからね」

　忘れるわけないだろ。ぼくは忘れないよ。

　だから、明後日あさつての方を見ながらぼくの名前を呼ぶなよ。

「じゃあ、私は行くよ。またね、ギンコ」

「ま、待って……!!」

「さっき言ったでしょ。やらなきゃならないことがあるんだ」

　シュウの様子からは精神汚染デインセインの影響らしきものは読み取れない。焦あせりも感じられない。正気だ。理解し納得したうえで発言している。自分にしか見えないドッペルゲンガーではなく、妹に声をかけている。

　ぼくがここで待てと叫んでもシュウには届かない。ここにいてくれと泣き喚わめいても意味はない。だからぼくにシュウを引き留めることはできない。

　シュウが背中を見せる。そしていまにも歩き出そうとしたその時。

「…………ギンコ？」

　ギンコが、シュウの袖を摑つかんでいた。




　幾千の言葉より雄弁で、どんな叫びよりも力強い。

　それは０デシベルの、３年間分の、そして人間１人分の、声。

　溜たまっていた不安を、誰にも見せられずにいた甘えを、来くる海み沢さわ吟ぎん子こという女の子が抱えていたありとあらゆる泣き言を内包していた。

　ああ。

　ようやくぼくにもわかった。

　逆なんだ。

　シュウと世界を繫つなぐ糸の役目を、ギンコが果たしていたんじゃない。

　ギンコと世界を繫つなぐために、シュウの存在が必要だったんだ。

　だからギンコは、シュウを取り戻そうとして必死だったのか。

　ああ、ああ──シュウ……お前はぼくに、こんな難しい役目を頼んでいたのか？

　約束。

　なぁ、シュウ。ぼくはちゃんと覚えてるよ。

　──私がいない時は、夜よる峰みねが代わりにお兄ちゃん役をやってね。

　まだマンドラゴラに遭遇していない時、ぼくにそう言ったよな。

　ギンコの顔を見てよくわかったよ。

　やっぱりぼくは…………、シュウの代わりにはなれなかったんじゃないか。

「また顔を見せる。必ずまた声を聞かせに来る。いまはちょっとばかり闇な状況だけど、必ずなんとかするから。だからお姉ちゃんの言うことを聞いて。良いいわね？」

　ギンコは納得なんてしてなかった。ぼくだってそうだ。だけどシュウは、ぼくらと相談するつもりはないらしかった。謝罪の言葉だけを残して、なだめるようにギンコをその場にとどまらせ、そして再びシュウはどこかへと消えていった。




　一度与えられた希望を取り上げられることより辛いことはない。シュウがいなくなった後のギンコの落ち込み様はひどかった。

　咏えい子こちゃんがずっと励ましていたけど、ギンコの耳に声が届いていたかどうかは定さだかじゃない。語るべき言葉を持たないぼくはただ、さっきの敵がここまで来やしないかと見張りを続けていた。

　どれくらいの時間が経たっただろう。

　しばらくすると、ぼくの前に、一台の車が止まった。

　ウインドウから出てきた顔を見て、ぼくはつい口くち許もとを緩めた。

「よう。見つけたぜ。ほれ、ご主人様を呼んで来いよ、フィルター兄さん」

　その呼び方、ぼくはまだ納得してないんだけどなぁ。

「……どうしてここがわかったんですか？」

「どうして、だぁ？　お前の名前、〝夜よる峰みね〟だろ？　アバターの正式な名称がわかれば探り出すのなんて簡単だ。なぁパブロ」

「パウルです。あ、わたくし、捜索能力にメモリのほとんどを割り振っておりますので」

　口うるさい駆除人と、ウサ耳紳士のアバター。

　まさかこのペアを見て、ほっと一息入れられる瞬間が来るとは夢にも思わなかったな。




　　　　＊＊＊




「何しに来たかって？　そりゃ明白だろ。お前を保護しに来たんだよ来くる海み沢さわ吟ぎん子こちゃん」

　ギンコの本名を摑つかんでいることをしれっとアピールしつつ、萩はぎ原わら氏は車を走らせる。

「あ、ここ右です」

「遅ェよ言うのがパウルこのやろーバカヤローいまから右車線に行けるわけねぇだろ」

　……パウルさんはカーナビも兼ねてるのか。それにしてはずいぶん頼りないけれど……。

「まぁいいさ、大事なのは目的地を違たがえないことで、ルートを選ぶことじゃねぇ。先に聞いとくが、来くる海み沢さわ、山やま科しなってのはお前の叔父で合ってるか？」

「え、はい」

「お前を心配して事務所に電話かけてきやがってよ。俺の方でいろいろテキトーなこと言ってごまかしといたから、後で話し合わせといてくれよな」

「……助かります」

「助かりますゥ？　俺を助けろっつってんのになんでお前が勝手に助けられてんだいくらなんでもそれはねーよ、違うか？　いや違うな、人には人の都合がある。それを忘れて自分の見解を押しつけるのは良識ある大人の態度じゃねぇや、悪かった。大人としてついでに聞いておくが、なんだその顔面バグ子は」

「バグ子じゃなビですヴヴヴヴヴヴ！」

　おや、音声はまだ不調か。

　まぁ、普段と大差ないな。

　さっきから『せめて声だけでも』と内部で発声用プログラムを修復してるらしいけど、まだまだ時間がかかりそうだ。

　咏えい子こちゃんは問題ないと思われるのでいざ次の話題へ。

「ぼくの方からも一つ聞いていいですかね」

「くるしゅうない」

　くるしゅうない？　オーケーってことでいいのか？
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「シュウに手を貸したのは、あなたですか？」

「あ？　手を貸す？　誰のことだ？」

「……いえ。やっぱりなんでもないです」

　この人じゃない、か。そうであればよかったんだけどなぁ。

「では、ギンコの家に駆除隊を名乗る人間が訪れたことは？　精神汚染デインセイン状態でギンコを攻撃してきたので、返り討ちにさせてもらいましたけど」

「なに!?　聞いてねぇな。俺が聞いたのは駅前の一件だけだ」

　それもどう聞いているのかわからないな。

　萩はぎ原わら氏はしばらく考え込んで、どんな結論に至ったのか、口を軽くして語り出した。

「一般人にはあまり情報は流したくねぇんだが……お前はバリバリ当事者だからな、最低限は伝えておかねーと。まずは現状の把握だな」

「現状……どうなってるんですか？」

「最悪だ。状況は最悪。悪循環が出来上がっちまってる。あの三人を俺がぶちのめしてやったところまでは良かったんだ。駅でお前らを襲ってきたヤツ、顔にアザがあっただろ？　ん？　なんだその顔は。見なかったか？　オイオイきちんと見ておくべきじゃないのか？　いや人の痛みなんてものを好き好んで直視すべきじゃねぇな、相手が見られたがってるとは限らねぇからな」

　闇発想を混ぜ込んでくるのはやめてほしいな……。自分の持たない発想を相手が持っているというのは素敵なことだが、切羽詰まった状況で聞きたいことじゃない。

「敵はマンドラゴラでもアバターでもない、となれば俺たちに出番はねぇ。ってわけで警察の皆さんがガンバってくれたわけだが、それがまずかった。俺の部下の誰かが……もしくは全員が、あの場からマンドラゴラを持ってきてやがった。おかげで武器を持って近づいた人間がことごとく汚染されちまって、大混乱だ。ミイラ取りがミイラになるってアレだ」

　駆けつけた人間が精神汚染デインセイン状態になる……人体寄生型のせいだな。

　あれの存在を、この人は把握しているんだろうか。人体に寄生するマンドラゴラなんてぼくははじめて見たし、そんなものが存在することすら知らなかった。後で伝えておいた方が良さそうだ……。

「こうなってくると、お前のアバターは取り上げておかない方が良さそうなんでな、没収するのはカンベンしてやるしかなくなった。二つのアバター、人体に攻撃できる違法カートリッジ……褒められたもんじゃねぇが、現状を思えば取り上げるのはしのびねぇよ」

　それはありがたい。できれば状況が変わってからも取り上げずにいてくれるならなおありがたい。なぁギンコ。……と言いたかったところだが、ギンコの方はまるで気にしている様子がない。両ダ耳ブ型ルディテクターの件は、ギンコにとってはもう終わった話らしい。もう許されたことにしてあったらしい。いや、あの時の「見逃してやる」って発言はそういう意味じゃなかったと思うけど……。

　とにかく、ギンコが気にしているのは現状の方。

「解決……できますか？　いつ頃になりそうですか？」

「根っこからの解決っていうといつになるかわかんねぇな。なにしろどこまで汚染が広がってるか、誰が精神汚染デインセイン患者なのかこっちには判別できねぇもんだから」

「そんなことってあるんですか……」

　誰が汚染者か判別できない？

　そんな馬鹿な……誰がどう見ても狂ってたぞ、ギンコを襲ってきた二人は。

「来くる海み沢さわさん。一つよろしいですかな？」

「はい。パウ……パウ……パウルさん」

　いまテキトーなあだ名で呼ぼうとしただろ。

　萩はぎ原わら氏の真ま似ねをしようとしたけどギリギリで我慢しただろ。

「精神汚染デインセイン患者を見分ける一番簡単な方法が何かご存じですか？」

「いいえ」

　自信たっぷりにギンコは否定する。もう少ししおらしく振る舞っても、罰ばちはたぶん当たらない。

「精神汚染デインセイン患者は、アバターを見ることができないのです」

「……え」

「精神が正常に働いてないと、ディテクターの催眠染色がうまくいかないからです。精神汚染デインセイン患者はアバターが見えない。社会に出てしまった患者を探す際はこうして判別するのです」

「なるほど…………。あれ？　でもおかしいな。たしかあの時……」

　そうだ。

　最初の男は、ぼくにナイフを向けて威嚇してきた。

　駅で暴れたヤツは、ぼくに向かって退どけと叫んだ。

　アバターであるぼくに、意識を向けていたはず。

「お前が体験してるなら話は早ぇな。おかしなことに、今回の被害者はそれがまかり通らない。異例だよ。異例。はじめはわっかりやすい形で暴れてたヤツもいつの間にか大人しくなって、一般人に戻ったように汚染の様子を隠しちまった。おそらくは、お前がスイッチなんだ。お前が近くにいない時は、なんら汚染のない一般人と変わりねぇ。お前がそばにいる時だけ、お前を殺すために本性を見せる」

　異例、か。

　人体寄生型のマンドラゴラ。

　一時的で不完全な精神汚染デインセイン。

　……闇だな。闇。

「私が……私のせいで、汚染が広がってるんですか？」

「あ……いや、お前のせいってわけじゃない。お前もいたあの場所のマンドラゴラがおそらくは原因だろう」

「でも……彼らの目当ては私なんでしょ。私が捕まらない限り、彼らは精神汚染デインセインを広げて私を探し続けるんでしょ」

　あ……気にしてるのか？

　精神汚染デインセインが広がっていること。被害者が増えること。そして、自分と同じ境遇の人間が生まれるかもしれないってこと。

「……バカなこと考えるんじゃねーよ」

「でも…………」

「じゃあなんだ？　お前がわざと殺されでもするのか？　ヤツらの夢物語に付き合うのか？　馬鹿げてる。馬鹿でも自分からはやらねーよそんなこたぁ。そもそも俺たちゃ、マンドラゴラ災害の被害者を守るのが仕事だぞ。お前みたいなのを保護するのが最優先だバカヤロー。なにより、逆だ。いまお前に死なれたら、それこそオシマイだ。本格的に事態の収拾がつかなくなる」

「…………え？」

　ん？

　ぼくにもわからない。

　ギンコが死んだら事態の収拾がつかなくなる……？　なぜだ……？

「わかんねーか？　お前の考えは、ヤツらの見ている悪夢にそぐわないってのが」

「どういうこと……？」

「うちの部下の言葉覚えてねーか。〝まずはお前だ〟って言ってただろ。お前を殺しても、ヤツらは止まらない。次の標的を見つけるだけだ」

「あっ…………」

　そういえば……たしかに去り際、そんなセリフを聞いたことをかすかに覚えている。

「いいか、来くる海み沢さわ。いま、汚染者は全員がお前を狙ってる。その意識を共有しているらしい。テメェらにしてみれば迷惑極まりないだろうが、事態の拡散を抑えるためにはそれが何より有効な手段になってんだよ。わかるだろ？」

　全員がギンコを狙っている。

　言い換えれば、全員の狙いがギンコだとわかっている。

　精神汚染デインセインの最も厄介なところは、汚染者がどんな景色を見て何を考えているのかわからないってところだ。狙っているものがわかるってだけで、相手を捕まえようとするものからみればとてつもなくプラスになる。

「もし仮に、お前が殺されたらヤツらは次に誰を狙うと思う？」

「そんなのわからない……」

「そう、わからない。また同じように全員が一人を狙うかもしれないし……もしかしたら、それぞれが手近にいる人間を狙うかもしれない。そうなったら最悪の事態になる。複数の汚染者が、同時に別の場所で殺人を犯すかもしれない。それは困るわけだ、俺たちとしてもな」

「……なるほど」

「この状況は絶対に崩せない。敵が全員統一してお前を狙っている……そしてお前の身の安全が保障されている……この状況だけ保っておけば、あっちの動きがわかりやすい。だからお前は安心して、俺たちに匿かくまわれてりゃいい。わかったな？」

「…………はい」

　肩の力が抜けていく。ギンコも心なしか安心したように見える。

　守ってもらうことが最善策だと、そう言ってもらえると何より助かる。

　頼れる人がいるってのは素直にありがたい。

「聞いたかパウー、いまの俺のかっけーセリフをよ。完全にボーイミーツガールだったぜ」

「いえ、ボーイアンドジェントルマンミートガールでした」

「加わるんじゃねぇよテメェが俺のストーリーによ」

　……こういう性格じゃなければもう少しありがたかったな。いや、文句は言わないけど。

　ついでにぼくと咏えい子こちゃんはごく自然にストーリーから外されてるんだな。萩はぎ原わら氏はなぜかいつもアバターをカウントしてくれない。まぁ、パウルみたいなアバターが常にそばにいたらアバター不信になるのもしょうがない気もするけど……。

「いいか、事態を鎮静化させる最良の手段はこのまま隠れて黙っていることだ。お前が自分から動いちゃダメだ。だからお前はこのまま、すぐそこにある駆除隊の施設に連れて行って匿かくまう。いいな？」

　断る理由なんてない。

　頼もしい言葉。

　ぼくらはその提案に、素直に乗ることにした。
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　連れて来られたその先は、新しそうなのに妙に小汚い建物。

　縦長のビル……いや、雑居ビルと呼ぶにももの足りないサイズだ。

　建物だけでなく中身の方もさびしく、人員は数える程度にしか見当たらない。

　ぼくらは三階の会議室らしい部屋に通されたけど、安そうなパイプ椅子と長机が置いてあるだけのなんとも質素な空間だ。まぁ、文句は言えないね。わざわざ匿かくまってもらえるのに、思ったよりショボイ……なんてことはたとえ口が裂けても。

「思ったよりショボイ……」

　あれあれ？

　うちのギンコちゃんは口が裂けちゃったのかな？

「ただの詰所だからな。そもそも俺たちの仕事場はここじゃなくて森の中なんだからそれは仕方ねぇだろそうだろ違うか？　まぁ座って静かにしてろ」

　それだけ言い残して、萩はぎ原わら氏は部屋を離れ職務へ戻っていった。森で出会った時と比べて、妙にまともすぎる。もしかして、こっちが素の表情なのか？　あの時は、マジで遊んでたのか……。

　部屋の隅にコンセントを見つけると、ギンコは早速ディテクターの充電をはじめた。ついでに催眠染色をかけ直しているようだ。今夜はアバター認識とマンドラゴラ認識の効果を切らさない方がいいだろうから。

　ギンコの表情にははっきりと疲労の色が見てとれる。当然だ。今日の移動距離はいったいどれほどになるんだろう。精神的にもまいっているはずだ。ここはそっとしておくのが上策だろうと判断し、ぼくは口を閉じてギンコから少しだけ距離を取ることにした。

　ギンコが机に突っ伏して居眠りをはじめたのを見て、咏えい子こちゃんがぼくのもとに寄ってきた。音を立てないように、そっと。そして小声でぼくに問う。

「夜よる峰みねくん、どう思いますか？」

「何が」

　……って、声、治ったのか。よかったよかった。顔はまだまだバグってるけど。

「シュウちゃんです」

「なぜ治ったのかって？　なぜあんな大量のヴォイス結晶を持ってたかって？　ぼくが知ってるわけないだろ」

「治ったことだけじゃないです。いままでのシュウちゃんだったから……汚染される前のシュウちゃんだったら、危険とわかっていて駅まで来いなんて絶対に言わないですよ」

「……そうかもな」

　違和感。

　咏えい子こちゃんが感じているほどなんだから、ぼくの思い違いじゃあないってことだよな。

「何かおかしいです。でも何がおかしいのかわからないんです。私……何からギンコちゃんを守ればいいのか、それが知りたいんです」

　おかしいことはいくらでも起きてる。

　マンドラゴラの密生地。

　人体寄生型マンドラゴラ。

　だけど、考えて理解できそうなものはシュウのことくらいだ。マンドラゴラのことなんていくら考えてもわかりようがない。だからぼくはシュウのことを考えることにする。

　シュウが何をしているか……？

　ぼくとシュウ、主人とアバター、思考がそっくり同じってわけではないが、似通っているところも多い。ぼくなら、その真意に近づけるかもしれない。

　想像してみる。

　シュウにとって、いま最善の行動は何か。

　最後かもしれない、一時的なこと……そんな言葉をシュウは使ってた。そこから推測するに、おそらく、事態はまだ変わっていない。このまま時間が経たてばまた同じようにシュウは汚染された精神の中に閉じ込められ、病院に縛りつけられて毎日を過ごすことになる……だけど、これからの行動次第ではその状況に変化を与えることができるかもしれない、ってことだろう。

　でもシュウは、誰に教えてもらったんだか知らないがギンコの現状を理解してくれてもいた。精神汚染デインセインが広がりつつあり、いま増えている汚染者は皆一様にギンコを〝助け〟ようとしているってこと。この差し迫った状況を、シュウが無視するか……？　ありえない。シュウが、ギンコより自分を優先するとは思えない。そんなヤツじゃない。

　…………狩る気か？

　ぼくなら、あの人体寄生型を狙う。

　被害の大元に存在するアレさえ取り除けば、おそらくほとんどの問題は解決に向かうだろうから。

　そのための最良の策は？

　決まってる、ギンコを囮おとりにすることだ。

　敵はギンコを狙ってる。その行動原理だけは確定している。

　駆除隊だって近しいことを考えてる。ギンコが狙われている以上、ギンコの近くにいれば必ず汚染者たちは近付いてくる。だからそれを捕らえる。だけど彼らは、ギンコの安全を第一に考えてくれている。そりゃそうだ、正規の、公的な機関なんだから人命を疎おろそかになんてできるわけがない。

　じゃあ、シュウがやろうとしていることは？

　ギンコを、人通りが多く危険と思われる場所に呼び寄せる行為。

　ギンコを囮おとりに敵を捕まえること……これって、どうなんだ？

　……いや、ありえない。

　そうだとしたらマンドラゴラの情報を手に入れたのが早すぎるし、そもそも行動を起こすための準備ができたはずもない。ギンコを守るためにギンコを囮おとりに使うってのもおかしい。シュウの単独行動だと考えると、説明できないことが多過ぎる。

　……誰かが指示したとしたら？

　人体に寄生する。特定の精神汚染デインセインを引き起こす叫びを発する。汚染の影響も異質極まる。他のマンドラゴラとは一線を画している。貴重なサンプルだ……駆除隊より先に、可能な限り傷つけずに手に入れたいと思う人物がいたっておかしくない。

　今回のマンドラゴラが特殊な存在であることにいち早く気づいた誰か。そしてできればそれを駆除隊より先に手に入れたいと思っている誰か。その誰かがシュウを目覚めさせ、ギンコを囮おとりに特殊マンドラゴラを手に入れることを画策し、シュウに指示を与えた……。

　そいつは、ギンコが狙われてると知った時、真っ先にシュウを利用することを思いついた。ってことは、ギンコとシュウの事情を知ってる人物だ。

　……誰か、だって？

　当てはまる人物なんて限られてる。ぼくの知る限りじゃ一人しかいない。名前は口にしたくもない。

　この考えが正しいかどうかもわからない。

　シュウのことは信じたい。だけど、シュウは精神汚染デインセインで何年も悪夢を見ていた人間だ。一時的に正気に戻ったからといって、正常な判断力まで取り戻したとは限らない。もしシュウの後ろにあの男がいるのなら……。

　……って、考え過ぎか。

　証拠があるわけじゃない。

　ぼくはただのアバターだ。人間じゃない。

　ぼくはギンコの兄じゃない。余計な口を挟むべきじゃないだろう……。




　…………。

　ぼけっと考え事をしている時間が少々長すぎたようだ。

　はっと気がつくと、ギンコは掛け時計をじっと見上げていた。

　時間。

　もちろん、シュウとの約束の時間を気にしているんだろう。

「ギンコ、どうする？　もうすぐ約束の時間になる。駆除隊の人に話しても……行かせてはくれないだろうな」

「行かせてもらえないなら勝手に行くだけ。十分休めたし、充電もできたし」

　体力。電力。その補充だけでは飽き足らず、ギンコは部屋の隅にあった段ボールの中をガサゴソとあさる。何を持っていくつもりかと思えば、駆除人の標準装備である拡声銃を手にしている。

　おい、借りていくつもりか？

「だ、ダメですよ、ギンコちゃん」

「盗むんじゃない。借りるだけ」

「そうじゃなくて！」

　咏えい子こちゃんが声を荒げた。

　その顔つきもやはり真剣だった。

「さっきの隊長さんも言ってたじゃないですか、何人も捕まえてるって。捕まえることはできてるんです。時間が経たてば必ず騒ぎは収まります。そしたらギンコちゃんが出歩いても安全になります……。もしかしたら、待ちきれなくてシュウちゃんが迎えに来てくれるかもしれません！　……出るべきじゃありませんよ」

　ギンコは、気づいてるのかな。

　まわりの人が、ギンコに向かってかける声はどれも同じ色をしてる。

　心配の色が染しみついて、みんながみんな、同じような声色でギンコの名前を呼ぶ。

　咏えい子こちゃんの声が一番わかりやすく、鮮やかに感情をにじませている。

　ぼくは何も言わない。咏えい子こちゃんの言葉が効かないのであれば、ぼくが何を言っても無意味だろうから。

「どうするんだ？　決めるなら早い方がいいと思うけど」

　ぼくが決断を急せかすと、ギンコは一瞬だけ逡しゆん巡じゆんした。

　天てん秤びん。

　左には、自分の身の安全。

　右には、シュウとの約束。

　どちらに傾くかなんて、考えるまでもなかった。

「…………行く」

　覚悟が映り込むような、決意の声。

　咏えい子こちゃんも反対し続けるようなことはなかった。

　危険と知りつつ、ぼくらは音もなく、駆除隊の詰所を後にした。
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　道筋はすでに知っていた。

　ギンコに土地勘があったのは幸いだ。今日だけでこの辺りを西に東に動き回っているが、一度も迷子になるような事態には陥ってない。

　逃げ出したことはもっと騒ぎになるかと思ったが、意外にも誰かが追ってくる様子もなかった。ギンコにかまっていられないほど忙しいのか、またはまだ逃げ出したことに気づかれていないのか。

　駅に着いてから、よく考えたら拡声銃じゃなくて変装道具でも持ってきてくれた方が良かったと気づいた。

　どうやらあの店先で拡声銃をぶっ放しまくったあの馬鹿は捕まったと見えるが……駅周辺は、あれだけの事件があってもまだ人であふれている。テープが張られて立ち入り禁止になっている場所が見えるが……見なかったことにしよう。ぼくらが壊したわけじゃないし。

　すでに終電は去り駅の機能は止まっている。それに合わせて、駅の利用者をターゲットにした店の多くも明かりを消している。それでも駅前から人影がなくなる様子はない。人間は昼行性のはずなのに、変な光景だとぼくは思うな。

　ともあれ、人が多いのは問題だ。ぼくらはキョロキョロと、首を回し目を動かして探す必要があった。もしかしたらまだパジャマを着ているかもしれない彼女を。

　だけど幸か不幸か、シュウの姿は一向に見当たらない。

「シュウ…………いないな」

「もう置いていったんでしょうか……」

　となると、今度はどこに行ったんだって疑問が生まれるけど……それは後で考えよう。

「ロッカーって……すぐそこの券売機の隣に見えるあれかなぁ。ちょっと私行ってくる」

「え？　ぼくも行くよ」

「私も行きますぅ！」

「……でも、咏えい子こまだ顔がバグってるし。目立つし」

　よーし一人で行ってきてくれ。ついでに拡声銃はここに置いていけ。拡声銃を持って男が一人暴れたその現場に、拡声銃を持って突撃するのはいささかためらわれるからね。

　アバターはディテクターからあまり離れられない。だから置いていかれたぼくらは物陰でギンコを見守るのみ。

　小走りにロッカーへと向かっていくギンコの背中に、待ちきれない気持ちが浮かんでる。

　鍵口に何かを挟んでおいたのか、鍵のかかっていないロッカーを開きギンコが何かを取り出す。少しだけ困惑したように固まってから、ギンコはさっさと戻ってきた。

　困惑した理由はぼくらにもすぐわかった。

　受け取ったものが何なのか、ギンコはわからなかったんだ。

「なに……？　カートリッジ……？」

　ディテクターに差して使う小型のカートリッジ。どこにでも売ってる普通のタイプ。問題なのは、たぶん、その中身。

　このプレゼントは予想してなかった。それはギンコも同様で、不思議そうな顔で手の中のカートリッジを眺めている。

「……夜よる峰みね、どう思う？」

「どうって。中に何か隠してるんだろ。何かはわかんないけど。面白い催眠染色のコードとか……もしくは別の場所の地図だったりして」

「つけてみる？」

「いや、場所を変えてからにしよう。人のいない場所に」

　ここは人が多い。汚染者がいる可能性も高い。すぐにでもここを離れた方がいい。

　ぼくの提案をギンコは素直に受け入れた。

　シュウは、ここに渡したいものを置いておくと言っただけで、ここで会おうとは言わなかった。再会は別の場所でということなら、あえてここに留まる必要はないとでも思ったのだろう。

　風が止やんでいる。

　温度の低そうな夜の中をただ進む。

　ところどころに暗闇があり、とぎれとぎれに静寂が聞こえてくる。

　それはつまり、そこかしこに孤独が転がってるってことだ。

　こんな時こそ咏えい子こちゃんに場を盛り上げてもらいたいものだ。

　そう思ってぼくは何気なく振り返った。

　手の中のカートリッジを見つめながら歩くギンコ。その後ろにくっついている咏えい子こちゃん。目を離した隙にどこまでも遠くに行ってしまいそうな二人なだけに、心配だ。ぼくは後ろを気にしながら歩かねばならず、だいぶ心労がたまってる。

　──だけど、その時ぼくの目を釘くぎ付づけにしたのは、二人の位置よりもう少し右。

　歩道に面したブティックのガラス窓。

　ショーウインドウの向こう側。

　密閉された空間に、人の身では入れない場所に、ひしゃげた足が見えた。赤赤とした液体の中に、ぼくは千切れた左腕を見た。

　頭が一瞬フリーズする。避けようのないショックが走る。そこにいたのは……そこにあったのは、いままでぼくが何より大事に思ってきたはずの相手だったからだ。

　もうとっくに諦めはついていたはずなのに。

　あいつは死んだと思えと、自分にもギンコにも言い聞かせてきたはずなのに。

　こうして直面すると、こんなにも、こんなにも胸が苦しいなんて……！

　だけどぼくは自分の感情をムリヤリ抑え込んだ。

　ぼくじゃない。優先すべきは、ぼくじゃない……!!

「なに、夜よる峰みね。止まらないでよ」

「……ギンコ。ちょっと動かないでいてくれる？」

「は？」

「そのままじっとするんだ。動いちゃダメだ」

「何を言い出すの」

「ゆっくりと、こっちに来てくれ。絶対に右を向くな。ぼくを見ながら、こっちに来い」

　ギンコの性格についてはぼくもわかっていたはずだ。

　こんなことを言われたらどう動くかなんて、想像できてもよかったのに。

　ぼくも自覚がないだけで混乱の中にいたのだろう。

　そうなっても仕方のない状況だったんだ。

「ひっ……!?」

　短い叫び。

　破壊された人体を目撃したことによる衝撃。

　続けて、ギンコは言葉を失なくして膝から崩れ落ちた。

「──────あ……」

　自分が目撃した死体が誰のものなのか、ギンコにも理解できてしまったのだろう。

　それを受うけ容いれられるかどうかにかかわらず、事実からは逃げられない。

「君、どうしたんだ!?」

　近くを歩いていたサラリーマンがギンコに手を伸ばしてきた。

「触るな!!」

　叫んだのは、ぼくじゃなければギンコでもない。咏えい子こちゃんだ。警戒心が際限なく高まっていて、ギンコに近づく者はすべて敵に見えているのだろう。

　だけどサラリーマン氏はたぶんアバター認識の催眠染色をかけていないのだろう、咏えい子こちゃんの声に動きを止められることなく、ギンコを助け起こそうとギンコの背中に手を回した。

　なんだこれは……？

　なんだよどうなってるんだ……？

　どうしてシュウが死んでる……!?

　頭が動かない。ショーウインドウの中。店はすでに閉まっている。どうしてそんな場所に……!?　店の外からはガラス窓が邪魔して干渉できない。中からそこに行くにはカウンターから入る必要がありそうだけど……でも、仕切りがあってこの場所は密閉されてる。人が頻繁に出入りすることを想定してないから、人が入り込めるようにはできてない。どうやってこんなところに……？

　いや、待て、それより。凶器が見当たらない。自殺じゃない。もちろん事故ってこともありえない。じゃあなんだ？

　シュウは、誰かに、殺され──

「お悔やみ申し上げます」

　不意打ち。

　あえて言葉にするならそんな感じ。

　まったく気配を感じなかった。驚きすぎて　体が硬直している。ぼくは体勢そのままに、首だけを回して声の方を見た。

　メイド姿のアバターが、ぼくの真横に立っていた。

「なんで……？　どうして君がここにいる……？」

　このアバターがいるということは、あいつもここにいるのか？

「どうしてここにいるのか。それは私が問うべきことかと存じます。やっと来くる海み沢さわ秋しゆう様の死亡を確認したところですのに、なぜあなた方がここにいらっしゃるのでしょうか」

「……どういう意味だ？」

　ぼくの質問には答えず、名無しのメイドさんはギンコの方に向き直った。

「来くる海み沢さわ吟ぎん子こ様」

「うっ……うっ……！」

「……来くる海み沢さわ秋しゆう様が遺のこしたものについて、お話がございます」

「あ、あ、アンタ何なの……!?」

　シュウの名前を出されてはじめて、ギンコは彼女の顔を見る。

「先程、秋しゆう様がロッカーにディテクター用カートリッジを隠されたことは確認済みでございます。残響体である私では取り出しようがなく困っていたのですが……まさかあなた様が取りに来るとは夢にも思いませんでした」

　うまく状況が読み取れないのは、ぼくもまた混乱しているからか？

　それともぼくは、一番わかりやすい説明に素直に飛びついてもいいのか？

　ぼくの親友が、ギンコの姉が死んでいるこの場所で、このアバターはシュウの最さい期ごの行動を目撃している。死の状況から考えて、シュウは「死んだ」のではなく「殺された」ってのは明白。

　じゃあ、シュウを殺したのは誰だ？
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　ショーウインドウの向こう側に、すり抜けられるのは誰だ……？

　ぼくはもう知っている。アバターでも人間を攻撃できるということ。そしてその技術をギンコに教えてくれたのは、他ならぬ──。

「ご傷心のところ申し訳ございませんが、お願いがあります」

「……何？　何を言ってるの？　ドクターのアバターでしょあなた……？」

「来くる海み沢さわ秋しゆう様が最さい期ごに遺のこしたもの。その中身について、私は知らなければなりません。こちらにお渡しいただけますでしょうか」

　まぜこぜになった感情が、論理を縁にして直線になる。集約されて、名のある形になっていく。この気持ちをなんて呼ぶのか、ぼくでも知ってる。沸き立ち、燃え上がり、黒ずむ激情。攻撃性を呼び、集中を乱し、目的より破壊を優先させる感情。

　そしてその感情を、ぼくより先にギンコが爆発させた。

「ふざけないで!!」

　ギンコはすでに我を失っていた。拡声銃を強く握りしめている。

　……いや、止めなきゃダメだ。いさめる役目はぼくのものだ……！

「ギンコ、ここじゃダメだ……!!」

　人混みの中であの寄生された駆除人が現れたら一巻の終わりだ、幸運もそう何度も続くわけじゃない。

　頼む、冷静になってくれ……暴れようとしないでくれ……！　泣き崩れても、怒り狂ってもいけない。最悪のことばかり起こる今日。この一日の最後に、もう一度走らなければならないかもしれないんだ……!!

　さっき駆除隊の詰所から持ってきた拡声銃を構え、ギンコは何度もトリガーを引いた。目の前のアバターにではなく、地面に向かって。

　銃口から軌道煙が噴き出す。だけどギンコは、衝撃波での攻撃をすることはない。ひたすら周囲に煙を撒まき散ちらす。人体にも残響体にも実害はない。それでも、周囲にいた人々は毒ガスでも浴びせかけられたかのように逃げ出した。この煙の中にいては、どんな被害を受けるかは誰もが知っているからだ。

　軌道煙で混乱を呼び、敵を牽けん制せいしながら、ギンコは全力でその場から逃げ出した。

　まだかろうじて残ってる理性を総動員して、底をつきかけた体力を無理矢理振り絞って。

　シュウの死体をその場に残して、ぼくらは闇雲に、その場を離れることに終始した。




　　　　＊＊＊




　二階建ての市民図書館。こんな時間だ、館内にも周辺にも、人影はまったくない。

　図書館になんて来たってぼくらに出来ることは何もないけど、他に思いつかなかったんだから仕方ない。

「やっぱり駆除隊の方に保護を求めるべきですよぉ……いまからでも遅くないです、移動しましょうギンコちゃん……」

　駆除隊の詰所に戻るべきだという咏えい子こちゃんの主張も、ギンコは聞き入れなかった。

　主張の内容が気に入らないというよりは、いまは誰の言葉も耳に入らないのだろう。

「ホントに警備会社雇ってんのかな、これ」

　ぼくの呟つぶやきは、誰にも応えてもらえなかった。

　忍び方は知ってる、なんてギンコは豪語してたけどその言葉は正しかった。

　たしかギンコの母親は生前、司書として働いていたはず。おそらくはこの図書館に勤務していたのだろう。だからって、泥棒みたいに入り込むためのルートを知ってるってのはどうかと思うけど……。

　さて、これからどうしよう。

「噓うそつき……噓うそつき……約束したのに……！」

　ギンコが噓うそつき呼ばわりしている相手が誰か、それはぼくにもわかってる。

　だけど、誰がどう見たって、破ろうとして破ったわけじゃないだろうに。

　目元を濡ぬらし恨み言を吐くギンコを励まそうと、咏えい子こちゃんはギンコのそばから離れようとしない。

「こ、ここまで……ここまで来れば、平気かな、夜よる峰みね」

「……何をする気？」

「カートリッジ。中身を確かめるの」

　……いま、ギンコの頭の中はシュウのことでいっぱいで、他のことが入る隙間はない。妥当な忠告などまったく耳に届いてない。だからこそ、こんなところまで走ってきたってことか。誰にも邪魔されず、シュウの遺のこしたものを確認するために。

　……それに、あのメイド姿のアバターは、NoNameは、カートリッジの回収をしなければならないと言っていた。

　確認してみる価値はある。いや、しなければならない。シュウ。シュウが遺のこしたもの。ぼくも知りたい。ぼく自身が、その中身が見たくて仕方がないんだ。もしかしたらギンコと同じくらい。

　冷静でまともな判断をしていたのは、咏えい子こちゃんだけだった。

「ギンコちゃん……もう少し落ち着いてからの方が……」

「うるさい!!　いまやるの!!」

　咏えい子こちゃんの心配は真っ当なものだ。

　だけどいまのギンコには真っ当な言葉など届かない。

　そっぽを向いて、咏えい子こちゃんに背を向けて、ギンコは左耳のディテクターに……シュウのディテクターにカートリッジをはめ込んだ。

　体の中をぞわぞわと、新しいプログラムが這はいまわるのを感じる。

　何のデータだ、これは。

　危険はないだろうし、オンにしてみるしかない。




「──お姉ちゃん」




　色のない声。

　怒りも悲哀も感じられない。

　不意を打たれて、思いがけない言葉が零こぼれ落おちたような。

「お姉ちゃん……噓うそ……」

　不思議な光景だった。

　ギンコはショーウインドウの中で事切れていた姉を呼んでいるんじゃない。

　記憶の中の姿に話しかけているわけでも決してない。

　ギンコはぼくに……ぼくを見て、声をかけている。

　ぼくをお姉ちゃんと呼んでいる。

　その後ろでは、咏えい子こちゃんも口を手で押さえ、言葉を失っている。

「どうした？　ギン──」

　そう言いかけて、ぼくも理解した。

　ぼくの声じゃない。

　これは、シュウの声だ。

　ぼくは思い出す。いつぞやの、アバターカスタムショップの店員。強引な勧誘。畳みかけるような言葉。アバターの姿かたちは簡単に変えられる。型をとればいくらでも。五分もあればすぐに人間の型が取れる。

　本当の自分でいられるわずかな時間を使ってでも、シュウがやらなければならなかったこと。ギンコのために、シュウが遺のこそうとしたもの。

　──約束。

　約束だ。シュウは、二つの約束を両方果たそうとした。

　ギンコには、ずっとそばにいてやると約束した。

　そしてぼくには、兄代わりになってくれと約束した。

「違う……違う……!!　こんなものがほしかったんじゃない……!!」

　もしかして……こういう結果を予想していたのか？　たとえ誰かに殺されることがなくとも、自分で命を絶つつもりだったのか……!?

　ああ、そうか。

　やっぱりぼくはシュウのアバターだ。

　だからシュウと同じ発想で物事を考えられていたんだな。

　シュウは助けてほしかったんじゃない。もう二度と自分が助からないことをきちんと自覚していた。そして、自分がいる限り二度と妹に自由が戻らないことも理解していた。

　ぼくも同じ考えだったよ。シュウのためにギンコが必要だとは知っていたけれど、ギンコがシュウを求めても幸福は訪れないって、ぼくらはきちんとわかっていたはずだ。だからぼくはこれまで、ギンコを見張り見守るとは言いながらも、最後の最後でギンコに声をかけられずにいた。自分の本当の気持ちを、誰にも言えずにいたんだ。

　シュウとギンコ。その不健全な相互作用を、ぼくは内心否定していた。

　でも、君が命を失う結果を望んだことなんてぼくは一度としてないよ。

　シュウは死んだ。

　アバターに自分を残して。

　カートリッジに自分のデータだけを残して。

　夜の図書館は冷たさを感じるくらいに静かだった。

　鋭い静寂の中、ギンコの声だけが館内に響き渡っていた。

　暗闇と静寂に包まれたこの場所には、叫びをかき消してくれるものは何もなかった。
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　耐えられなくなったのはギンコじゃなくてぼくの方。シュウの姿でギンコの前に立ち続けるのがどうしようもなく性悪な行為に思えて、ぼくはすぐに外見変更の機能をオフにした。ギンコは顔を手で覆って泣くばかりだったから、こんなことをしても意味はなかったのだけど。

　いつまでも続きそうに思えたギンコの泣き声を遮ったのは、けたたましく鳴る警報音だった。

　ギンコは警備の隙をついて〝裏口〟から器用に入り込んだはず。忍び込んだのはもう十分も前だ。ここまで時間に差をつけて警報を鳴らす必要はない。

　ならばこの警報が意味するものはただ一つ。

「わ……私たち以外の侵入者……ってことですよねぇ……？」

　コツ、コツと、誰かの足音がどこからか聞こえてくる。

「誰……？」

　ギンコが呟つぶやく。

　誰の足音かなんてわかりきってるじゃないか。

　あの場でギンコを追っていた人物は、名無しのメイドさんしかいなかった。ゆえにここを突き止めることができるとしたら、彼女しかいない。

　つまり、そこにいるのは。

「おや？　警備会社とちゃんと契約してるようですが。君はどうやって忍び込んだんですか、来くる海み沢さわ」

「…………ドクター？」

　予想はできていた。

　外れてほしいと願ってはいたけど。

　そこまで世間は甘くないよな。

「オイ!!　聞こえてるだろ、警報止めてこい!!」

　ドクターがこんな乱暴な口調でしゃべるのを、ぼくらははじめて聞いた。ギンコは少なからずショックを受けているようで、顔をこわばらせている。

　ドクターの声に応えるように、図書館内のどこかで何かの破壊音がする。同時に、騒がしく鳴り響いていた警報も止まった。誰の仕業かって、そりゃ決まってるよな。

　あのアバターも来ている。やっぱりあのメイドさん、アバターなのに物に触れる手段を持ってる。たぶんシュウを殺したのは──。

「ど、どうしてここに？」

「それはこっちのセリフでしょう。どうしてわざわざこんな面倒な場所に逃げ込むんですか、君は」

「え…………？」

「大変だったんですよ。駐車場は閉めきられているし、歩いて移動するには遠い場所ですし」

「ドクター……右手の……その拡声銃は？」

「……さっき、たまたま拾ったんですよ」

　ギンコはまだ混乱の最中。

　いま目の前にある現実を、頭で否定しようとするからそうなるんだ。

　ギンコ、よく見ろよ。

　胸の内に響く自分の声を聴いてみろって。

　なんて言ってる？

　コイツは信頼できないって、そう言ってないか？

「ギンコ。そいつに近づくな」

「夜よる峰みね……」

「ギンコまで、シュウと同じ目に遭わせたくない」

　もう限界だ。状況はすでに最終局面を迎えている。

　このカートリッジを、この戦闘機能の手配をしてくれたのは目の前の男だが──コイツの前でお披露目することになるとは思ってなかったよ。

　メタリックで機械的な、薄い鎧よろいを纏まとったような紫のデザインがぼくを覆う。兜かぶとのように威嚇的な、ツノの突き出たマスクがぼくの顔を隠してくれる。これがヒーローのコスチュームなのか、怪人の扮ふん装そうなのかは知らないが、戦いのための装よそおいであることは否定しようがない。言葉だけではうまく伝わらなくても、ぼくが姿を変えればわかるだろう。ぼくの感情が。これから起こることが。ドクターにも、ギンコにも、伝わるだろう。

　ギンコの表情に怯おびえが見える。

　恐ろしい事態から必死に目を逸そらそうとしているのが、ぼくにもわかる。

「まったく面倒なことになりました。元を正せば全部君が悪いんですよ。俺はただ指定した場所に行けと言っただけなのに、こんな騒ぎを起こすとはね。ヘマをして駆除人に見つかり、ついでに三人も狂わせて逃亡…………」

「わ、私の失敗じゃない……!!　あそこには大量の叫びがあった！　おそらくマンドラゴラの密生地！　それを知らなかったから……」

　ギンコは必死で言い訳をする。

　この期に及んで、まだこいつとの関係が切れることを避けようとしてる。

　ギンコ、もう終わりだ。

　そろそろ答え合わせをしなきゃならない時間が来たんじゃないのか。

「そうですよ。俺が埋めたんだからそれくらい知ってますよ」

「何を言ってるの……？　ドクターが埋めた……？」

「叫びを気づきにくくする仕掛けだってしてあったのに。なぜハンパに逃げ出すような真ま似ねをしたんですか。しっかり狂ってもらいたかった」

　…………あ？

　ぼくは、この君きみ島しまって男が大嫌いだ。

　でも、それでも、その答えは想像もしていなかった。

　まさかここまでとは、思ってもみなかった。

「私を狂わせる予定だったの……？」

「おや。いまさら何を言うかと思えば。君は知ってたはずでしょう。俺が精神汚染デインセインの治療について研究してるってことは」

「し、知ってる。だから未加工のマンドラゴラを欲しがってた……」

「ええ。だから、研究のために、患者の方も手に入れたがってることは想像がついていたのでは？」

　なるほど。

　なるほど、なるほど。

　そりゃあ理に適かなってるな。

　じゃあ、裏切られたギンコがどんなことを思うのかってことも、論理的に想像がついたんだろうな？　絶望を得たギンコの隣で、ぼくと咏えい子こちゃんがどれほどキレてるのかもわかってるんだよな？

「本当なら来くる海み沢さわ秋しゆうが欲しかったんですが……もういい。妹の方で我慢します」

　我慢できてないぞ。

　そんなことすら誰にも教えてもらえなかったのかよ。

「なにを……」

「もういい、もういいんです来くる海み沢さわ吟ぎん子こ。俺たちは声を持っている。話し、叫び、思いを伝える術すべを持っている。だが俺と君の声は響き合うことなく、互いに相手を雑音としか認識できない」

　だから潰し合う他ない。そういうことか？

　君きみ島しまは高らかに言う。

　その身勝手な理屈で、この姉妹の人生を狂わせたことへの反省など微み塵じんも感じられない。

「来くる海み沢さわ。音楽というものは、どこからはじまるか知ってますか？」

「…………ここから」

　ギンコの声に苛いら立だちが混じる。

　悲しみから怒りへ。

　あふれかえるほどの感情が、その色を変えていく。

　もうギンコは涙を流していない。

　きっともう、その怒りを誰かにぶつけることしか頭にないだろう。

「場所の話じゃない。環境の話ですよ。音楽は、最初の一音からはじまるわけじゃないんですよ。無論、最初に休拍が入ってるなんて意味じゃない。演奏者たちが調律をする段階からはじまっている、なんて人間ドラマの話でもない。音楽のスタートは、静寂なんですよ。音楽は静寂にはじまり静寂で終わる。音を楽しむには、まず雑音のない環境が必要なんです」

「……だから？」

「口を閉じろ、来くる海み沢さわ。雑音は消せ。余計な言葉を混ぜてはならない。君は俺をぶちのめすことだけ考えていればよい。俺は、君を狂わせ君から来くる海み沢さわ秋しゆうの遺品を奪うことだけを考える」

「えっ……」

　君きみ島しまはにやにやと気持ちの悪い笑みを浮かべている。何がそんなに嬉うれしいんだ、闇ヤロウめ。

「オーイ、ちょっとこいつらの相手しといてくれ。俺の方は先にやることがある」

　言葉をかけるだけ……アバターの方を見ない。もしかして……この期に及んで、まだアバター認識の催眠染色もかけてないのか、この男は？

　ドクターは自分のディテクターを耳につけていない。紐ひもを通して首から下げている。なぜこいつはこんなにもディテクターをつけたがらないんだ。

　ふざけてやがる。

　余裕のある態度で、ぼくらのことを見下しているのがまるわかりだ。

　ぼくらは……アバターは、人間ほど感情的にならないように作られることが多い。ぼくらは人に使われる存在だから、感情の振れ幅は狭いほどよいと思われてる。だってのに、この昂たかぶりはなんだ。

　隣にギンコがいなければ、ぼくは怒り狂って喚わめいていたかもしれない。だけどそれは絶対にしてはならない。そんな姿は見せられない。汚い言葉は聞かせない。それはぼくの役目じゃない。怒りに身を任せようとしてるギンコを助けることが、いまのぼくの仕事だ。ぼくらアバターは、持ち主のために存在してるんだから。

　そしてそれは、彼女にしたって同じこと。

「オイ。聞こえてるな」

「ハイ」

　音もなく、いつの間にかメイドさんのアバターがドクターのななめ後ろに立っていた。

　あのメイドさん……だよな、たぶん。外見はだいぶ変わってしまっているけれど。

　彼女の姿は、いつぞや咏えい子こちゃんが見せてくれたアーマードレスの姿に近い。鉄鋼で固めた鎧よろいのような、女性的なデザインでありながら、金こん剛ごう不ふ壊えを体現するビジュアル。見た目だけは咏えい子こちゃんのものに近いけど……おそらく性能的には大きな隔たりがあるんだろうな。

　なにより気になるのは、左腕を覆う砲……大砲をそのまま腕に取り付けたようなあの砲身だ。あれで何かを撃ってくるってことかぁ？　たまんないな、まったく。

　ドクターはトントンと、靴で床を二、三度叩たたく。

　彼女はその足音に手を伸ばした。

　結晶化技術……やっぱりこのアバターにも搭載してるか。

　ぼくのカートリッジと同じ効果なら、直方体のヴォイス結晶しか作れないはず。さぁ、このメイドさんはいったいどんな形状に具現化してみせてくれるのか。

　音を形に。声を強さに。

　彼女の手のひらを通して、ただの雑音が武器になる。

　そうして彼女が作り上げてみせたのは。

「…………角材？」

「ヴォイス結晶です」

　マジメに返された。

　いやその返事は正しいんだけどさ。

　でも形は誰に言わせても角材じゃん。

　やっぱりな。いかにも洗練されたスタイルの戦闘を好みそうなこの人でも、やっぱり本気で戦うとなれば、作る武器はこうなんだって。リーチのある、振り回しやすい武器を選ぶんだって。

「ほら見ろギンコ、これがスタンダードなバトルスタイルなんだって」

「いいからアンタも備えて」

「キレイなメイドさんが無骨な角材を持って睨にらみつけてくる姿には何かグッとくるものがあるね」

「夜よる峰みね。マジメにやって」

　マジメにやってるさ。

　このアバターはおそらくシュウの死に関わってる。ギンコにも危害を加えようとしてる。いくらおどけた振る舞いで誤魔化しても、ぼくにだって真っ当な感情がある。ギンコに言われるまでもなく、ぼくだってこいつらを、ただで済ますつもりはないよ。

　だからといって、怒りを支えにしちゃダメだ。復ふく讐しゆうを目的にしちゃダメだ。ギンコ、ぼくらの目的はシュウの復ふく讐しゆうじゃなく、ギンコを守ることだ。だから怒りに身を任せるなんてことはさせたくない……少なくともぼくは、そう思うよ。

　さぁ、今日三度目の武器精製だ。

　ギンコの口笛を受け取って、ぼくもヴォイス結晶を作り上げる。独創性には自信がないので、先例にならってぼくも縦長の棒状に。

　これで武器は同じ。

　ゆえに勝敗を決めるのは使用者の腕。

　……しかしこいつ、打撃武器を持って戦うつもりならあの砲身は何なんだ？

　他よ所その家の人が考えることはよくわかんないな。

「ギンコ。下がってろよ」

　返事がない。

　おかしいなと思い後ろを見たらもう下がっていた。

　ついでに咏えい子こちゃんを自分の横に立たせている。いつでも盾にできるように。

　シュウ、お前の妹はたくましく育ってるよ。

「参ります」とメイドさん。

「どうぞお手柔らかに」とぼく。

　ぼくが甘えたセリフを言い終えるやいなや、眼前からメイドさんが消えた。

　続いて、風を切る音。

　それに反応して……というかビビって咄とつ嗟さに後退した自分を褒めてやりたい。

　視認するのも難しいような速度で、敵の武器の先端がぼくの眼前を通り過ぎていった。

　横よこ薙なぎに振るわれた攻撃。




　……なんだいまのは？




　ヒュンヒュンと風切り音を立て、演武のように達人のように、彼女は片腕で自在に結晶を振るう。な、何なのその回転とヒネリの加わった機敏な動き。アクションスターか？　オイ。

「……構えていらっしゃいますか？」

　なんだ「構えていらっしゃいますか」って!?

　いわゆる武道の素養というヤツでは!?

　こ、これ、勝てない。

　技術に差がありすぎる。

　情けないことだが、真正面から倒すことは絶対に不可能です、ゴメン、ギンコ……!!

　戦闘が始まったというかぼくが敵に攻撃されはじめただけなんだが、ギンコはそれをわかったうえでぼくに酷な質問を投げかけてきた。

「夜よる峰みね！　そいつ倒せる!?」

「無理!!　鉄パイプ持ったヤンキーと真剣握った剣道家くらい差がある!!」

「なんとか倒してよ!!」

「無茶言うな!!　ヤンキーをなんだと思ってんだお前は!!」

　本当に強くてなんでも自分の思い通りにできるならはじめからヤンキーになんてならねーんだよ！

　くそ、たった一撃、しかも当てられもしてない脅しの一振りで力量差が明らかになってしまった。

「お、アバター同士がもうやり合い出しましたか。気が短いな、まったく。ほら来くる海み沢さわ、君も俺を殴りに来ていいんですよ」

「うるさい!!」

　ギンコも激げつ昂こうしたままだ。そりゃあムリもないけど……だけど冷静さを欠いてちゃ、それが命取りになってもおかしくない場面だぞ。なんとかギンコを落ち着かせたい……。

　てゆーかアイツを落ち着かせたい!!　あの男いったい何をやってるんだ!!

　さっきからバシュバシュ音がしてると思ったら、床に向かって拡声銃を撃ちまくってやがる。とはいえ衝撃波が飛んでくる様子はないから、ギンコがやったのと同じように軌道　煙だけをばら撒まいてるんだ。

　ガスを拡散……何のために？

　何のつもりだ……!?

　軌道煙でだんだん床が見えなくなっていく。紫の水が浸水してしまったかのよう。こんな風にガスをばら撒まいたら、自分にだって拡声銃の攻撃が届いてしまうじゃないか。この行為にいったい何の意味があるんだ？　ギンコがさっき道の真ん中でやったのとはわけが違う。

　……自分のアバターごとぼくを攻撃して消す気か？

　馬鹿なヤツだ、そんなことをしなくてもぼくはこの美人メイドさんに勝てないっていうのに。

「夜よる峰みね様。退どいてくださいませんか」

「退どくわけないだろ？　ギンコのところには行かせない」

「口でならなんとでも言えましょう」

　腕でものを言えるほどぼくは乱暴でも腕うで利ききでもないよ。

　だからといって、黙って傍観できるほど無責任でもない。

「できるものなら止めてみなさい。──軌道潜泳シグデイゲスト、オン」

　シグディゲスト!?

　なんだその妙にスラッとした名前の機能は!?

　システム名のスタイリッシュさにぼくが感心していられたのはわずかな間だけ。

　直後起きた不可思議な現象に、ぼくは自分の認識機能を疑った。

　バチバチと、放電音のような鋭く短い音とともに──彼女の体が、ブレた。

「んん……!?」

　外見データの破損。偶然の多発エラー。またはぼくの視覚システムの故障。

　一瞬にして様々な可能性を逡しゆん巡じゆんする。

　だけど、理解が認識の先に立つことはない。

　ぼくがようやくその現象を理解した時──それは破損ではなく、変質だったのだと理解した時には、すでにぼくは主導権を失っていた。

　ぼくの右横。

　煙の中を通って、文字通り衝撃が走っていく。ついでのようにぼくの右腕を抉えぐりながら、明らかにコントロールされた動きで。衝撃波はぼくを無視して突き進み、そしてギンコの横に立っていた咏えい子こちゃんに直撃した。

　咏えい子こちゃんが一瞬にしてやられた……!!

　咏えい子こちゃんの体が搔かき消きえたその場所に、メイドさんのアバターは立っていた。

「ヤロッ……!!」

　慌てて追いかけその背中にヴォイス結晶で殴りかかったが、ぼくの攻撃などかすりもしない。彼女は再び衝撃波に姿を変え、一瞬のうちにぼくらから距離を取った。

　間違いない。

　スタイリッシュな名前のシステムの正体は、拡声銃だ……！

「まさか……ヴォイス結晶を作る技術をアバターに組み込むのと同じように……拡声銃の性質をアバターに組み込んだのか!?」

　なんだそりゃ!?

　ってことはあのメイドさんは、自在に自分の体を衝撃波に出来るってことか!!

　なんだそりゃ!?

　いやあの砲からヴォイス結晶を撃つっていうアレじゃないのか!?　なんで自分自身を丸ごと砲弾にして突っ込んでくるんだよ!!

「待ってくれ、それじゃああいつ……あの煙の中を、音の速さで、衝撃波と化した姿で自由に移動するってこと!?　本気か!?　それに対してぼくの武器は!?　角材!?　本気か!?」

　基礎ステータスの時点で格差があるのに、持ってる武器までこれほど違いがあるのか。

　気持ちだけでは乗り越えられない高い壁があるな。考えてみれば、ぼくの結晶化のシステム、これを用意してくれたのはあの男じゃないか。ぼくが戦闘可能な違法アバターだと知ってるなら、同じ装備を持たせて自分のアバターをぶつけてくるわけないよな。もっと良いい武器を与えるに決まってる。理に適かなってるわ。

　くそっ、このためにドクターは軌道煙を……！　なんだよ、完全にぼくたちを仕留めるための準備をしてきてるじゃないかこいつら！

　何の準備もないぼくらで迎え撃つことは本当に正解なのか？

　なりふり構わず逃げ出すって選択肢もあるんじゃないか？

　どう思う、ギンコ？　ぼくが逃走を提案しようとすると、いつの間にかギンコがいなくなっている。ギンコはギンコで活動的すぎて動きが捕捉できない……。

「夜よる峰みね!!　私は二階に!!　ガスは空気より重いから二階には来ない!!」

　ウチのご主人様はすこぶる頭がいいぞ……！

　お淑しとやかなお嬢様に育ってほしいとぼくは願っているのに、ギンコはなぜかたくましい戦士へと成長を遂げている。ゴメン、シュウ。ぼくの教育が悪いせいかもしんない。

　二階は学術書の多く並ぶコーナーで、重そうな、殴ったら痛そうな本がたくさん本棚に並んでいる。一階は子どもの利用者も多いから背の低い本棚が多かったけど、二階は背伸びしないと最上段まで手が届かないような棚ばかり。当然、視界は一階よりもすこぶる悪い。隠れるには持ってこいだけど、敵の攻撃を見切るのもまた難しい。

「おや、抵抗はそれだけですか。うちのアバターに手も足も出ないのですか？　まぁ、　しばらくそうやって遊んでいてください」

「黙れ!!　アンタにも必ず償わせてやる!!」

　ギンコ……怒りで我を失ってるな。

　この流れはマズイ。せめてぼくは、ぼくだけは平常心を気取っておかないとな。同調するばかりが相棒の役目じゃないぜ。

　よし、冷静に戦況を確認だ……ってあの男、また妙な動きを！

　アイツ……今度は何をしてるんだ!?

　机や椅子を入口に運んでる……？　バリケード……？

　…………。出口を封じてるのか!!

　ぼくたちを逃がす気はないってことか。ついでに言えば、自ら逃げ道を塞いでいるわけだから、自分のアバターが負けるとは微み塵じんも思ってないってことだよな。

　逃がす気はない……アイツはぼくらを倒すことより、逃がさないことを第一に考えている。なぜか？　カートリッジを持っているのがギンコだからだ。

　シュウの遺のこしたカートリッジが必要だとあのアバターは言っていた。中身が何かわからないから、それをどうしても確認しなくてはならないらしい。

　それはさっきの衝撃波攻撃からも読み取れる。

　間違いない。あの名無し子ちゃん、ギンコのディテクターを狙ってない。

　中のカートリッジを破壊してしまうことを怖おそれてるんだ。

　シュウが遺のこしたカートリッジの中身をアイツは知らない。そしてドクターはそれを知りたがってる。だからこうやって、ぼくと咏えい子こちゃんを消すまでが彼女の役割。だから先に咏えい子こちゃんを狙ったんだ。

　……カートリッジの中身はバレちゃいけない。

　ぼくらが持つ唯一のアドバンテージだ。

　……武器になるとは、思えないけど。

　敵の狙いはわかった。となれば、最優先はギンコを守ることだ。メイドさんの攻撃を警戒しながら、ぼくも二階に行くことにする。咏えい子こちゃんが離脱してさびしがっているであろうギンコのそばに来る。

「……夜よる峰みね、なんで私のそばに来るの」

「ギンコを守るためだろ」

「あのアバターが狙ってるの、夜よる峰みねでしょ！　離れてよ！」

「……たぶんアイツは、シュウのカートリッジを壊さずに手に入れようとしてる。だからギンコのディテクターには攻撃できない。だからギンコのそばにいれば、少なくともあの衝撃波攻撃はしてこない」

「自分じゃん!!　自分の都合じゃん!!　私の身を守ることを考えてよ!!」

「だってぼくが消されちゃうんだから仕方ないじゃん!!　あいつ闇強いんだよ!!」

　あいつ絶対メモリいっぱいに戦闘用のシステムを組み込んでるよ!!

　互いに人間なら男と女ってことで退けない根拠もあるけれど、互いにアバターとなれば性別じゃ戦闘力は測れない。ぼくが彼女に勝ってるものなんて何一つ見当たらないぞ！

　騒いでるうちに彼女も階段を上り二階にやってきていた。煙はここまで来ちゃいない、だけどほら見ろ、あれ見て勝てると思うのか？　ものすさまじい殺気を放ちながらこっちに顔を向けて凄すごんでる!!　ようにぼくには見える!!

「神しんなるかな神しんなるかな、無声にいたる。微びなるかな微なるかな、無形にいたる」

　な、なんだ突然？

　いきなりハイセンスな呪文を唱えられても困るんだが？

　最終奥おう義ぎか何かを発動するための条件みたいなアレですか？

　咏えい子こちゃんが突然そう発言したならニカッと微ほほ笑えみを見せた後でビンタをかますが、この冷徹にして美しいメイドさんが発言したとなると手荒には扱えない。彼女に恥をかかせないために、ぼくが言うべきセリフは。

「す、素敵なフレーズだと思いました。ぼ、ぼくは好きです、あなたのセンス」

「……そ、孫そん子しの言葉だよ、夜よる峰みね」

「じゃあ先に反応してくれよギンコ!!　知らねーよぼくは孫子の言葉なんて!!」

　ぼくの反応にギンコがドン引きしている。

　なんでぼくが恥をかく流れになってんだよ!!

　メイドさんは、「最初から期待はしていませんでした」と言わんばかりの沈黙。

　この精神攻撃は予想してなかった……！

「あなたがこの言葉を知っているかどうかなどどちらでもよいのです。肝心なのは私の言わんとすることが伝わるかどうか。……神業のような戦いは音すら立てない。あなたの音は、丸見えなのです。あなたでは私に対抗することができません」

　…………。

　…………？

　ぼくたち残響体にとって、音とは情報だ。音がすべての印になる。残響体のぼくらは、ものを見ることもできるけど、最も敏感なのは視覚ではなく聴覚であることは間違いない。

　だから余計な音を立てた方が負ける。ぼくはそういう雑音を立てずに動く術すべを体得していないから、残響体の移動と同時に音声データを残してしまっている。そこから、ぼくの動きは簡単に先読みされてしまう。彼女はきっとそういうことを言ってる。

　……いや、神業すぎるでしょ。理屈はわかるけど、実践に役立てろと言われてもぼくにはできそうにない。やっぱりぼくじゃ、アバター戦の達人になるのは無理だな。

「あなた方が私を消すことはできません。どうか降参を」

「するわけないだろ！」

「あなたではなく、来くる海み沢さわ吟ぎん子こ様に申し上げております」

「……スンマセン」

　この子はぼくを無視してギンコに話しかけるきらいがあるな……。アバターの考えなどたいして重要でなく、主たる人間の意志が絶対的であるとの発想が透けて見える。

　だけどあまりギンコにこの人とは会話させたくないな……。このアバターがどうこうじゃなく、ギンコの方がいまはまともな精神状態じゃない。

　たぶんギンコは、自分の体が重なる疲労でボロボロなことすら計算に入れていない。なんとかギンコを落ち着かせないと……クールダウンしてもらわないと勝ちを拾うことは絶対にできない。

　いや、逆に考えたらどうだ？

　こちらが万全になれないのなら、相手に同じレベルまで降りてきてもらえばいい。

「ばーか。君きみ島しまのばーか。アバターに任せないでお前がかかってこい！」

「あの方への中傷は許しません」

　氷の視線がさらに鋭さを増してぼくに襲いかかる。

　うお、怖ぇ……！　だけどビビってもいられない！

「ばーか!!　ばーか!!　かかってこいよ医者気取りのロクデナシめ!!」

「……あの方には聞こえていないかと思いますが」

　そうでした。

　あの方、アバター認識をかけていらっしゃらないんだった。

　戦士や達人どころか、作戦参謀もぼくには無理だということがあらわになってしまった。

「あなたが何をしようとしているのかはわかりませんが……諦めなさい。私はアバター名〝NoName〟。主の敵を滅ぼすという意味です」

「ぼくのアバター名は〝夜よる峰みね〟。ヤッホーって意味だ」

　パウル氏ならおそらく笑ってくれただろうけど、名も無きメイドさんはにこりともしなかった。微ほほ笑えむどころか手に持ったヴォイス結晶をぼく目がけて勢いよく突き出してきた。

「うぉっ!!」

　なんとかかわした……っていうか、かわさせてもらった！

　ぼくを脅して後ろに押し下げるような動きだ……手で振り払われる羽虫の気分を味わわされてる、ぼく！

　くっ、彼女が本気で当てにきたら体たい捌さばきだけでかわすのは不可能だ、こちらも結晶で受け止めて…………あれ？

　ぼくの武器は？

　あ!?　さっき右腕と一緒に吹っ飛ばされちまった!!

　あーこれはやっちまったな。

「夜よる峰みねっ！」

　ギンコが口笛を吹いたり物音を立てるため本を投げつけたりといろいろ援護をしてくれているが、どれもNoNameさんに邪魔をされてうまくいかない。ぼくは武器も右手も持たないままただ惨みじめに逃げるだけ。

　ダメだこりゃ、戦闘能力の差は歴然。真正面からまともにやり合えば勝ち目はない。

　だからといって、まともにやり合わないと今度はギンコの方がピンチになるんだ、このまま逃げ続けていちゃまずい！

　この動き、彼女は間違いなくぼくをギンコから離し一階に追い詰めようとしてる！

　そしてぼくの体は当然彼女に支配される結果になり、問題なく階段へと追いやられ一階に向かっていく。

　ついには、ぼくの足は再び紫の煙に浸つかることになった。

　まずい……このままじゃ咏えい子こちゃんの二の舞を演じることになる。

　咏えい子こちゃんのかたきを取るためにも、なんとかしないと……!!

「夜よる峰みねくん!!　大変ですぅ!!」

「うおおおっ!?　え、咏えい子こちゃん!?　どこにいるの!?　君死んだんじゃないの!?」

「外見が全部壊れちゃったんで音声しか残ってないんですけどぉ……でも生きてます」

　普通、外見が保てなくなるほどダメージを受けたらアバターは機能停止して修復不可能になってしまうものだと思っていたけど……声だけになって生き残るとは。なんでこの子こんなにしぶといんだ。ギンコが手を加えてるってことはないはず。あのメイドさんが手心を加えたなんてのはもっとありえない。ってことは単に生命力がすさまじかっただけか……。

　で、なんで冥界から戻ってきたんだい？

「それより聞いてください！　この図書館のまわりに人がたくさんいるんです！」

「え」

「その中に寄生されたさっきの駆除人もいます！　私、外に行って見てきましたから間違いありません！」

「本当か!?」

　体も目玉もなくしたくせに、外に行って見てきたとはいかなる了見か。

　いや咏えい子こちゃんのことはさておき、これで逃げ場は失われたってことか。

　すでにまわりを取り囲まれている。そしてその中に例の人体寄生型マンドラゴラがいる。ってことは、駆けつけてくる警備員たちが全員マンドラゴラに汚染される可能性もあるってことか？

　まさかこれ以上事態が悪化する余地があったとは。

　一つだけ良いいニュースがあるとしたら、まだ彼らがギンコに気づいている様子がないことだろう。さっきのコンタクト時の印象から言って、もしここにギンコがいると知ったら窓ガラスなんて平気で砕いて入ってくるだろうから。

「来くる海み沢さわ様。もう逃げられないことがお分かりでは？　私を消して、あの方を殺しても、あのように囲まれてしまってはいずれ〝助け〟られてしまう可能性が高い」

「……まだ彼らは私に気づいてないようだけど？」

「私が気づかせればよいだけのこと。もしこれ以上抵抗するというのなら、私が外に向かって叫びます。ここに来くる海み沢さわ吟ぎん子こがいると」

　……うーん。そんなことをされたら、たしかに絶体絶命だ。すでに絶体絶命であることは置いといても。

「君きみ島しま陸りく人と様は、来くる海み沢さわ吟ぎん子こ様のお命を奪うようなことはないでしょう。研究への協力をお願いするだけです」

「それはつまり、マンドラゴラの叫びで狂えってことでしょ」

「狂ったとしても、本人にその自覚がなければ幸福が十分に獲得し得るものかと存じます」

　狂ってベッドに縛りつけられた状態で、自分なりの幸せを感じろって？

　そりゃあまたずいぶんと、魅力的な選択肢だな。

　ギンコも相当気に入ったらしく、頭に昇った血が引くくらいに冷静になっている。

「それで？　体は生きていても心は失うの？　本当の声を、叫びを押し殺して生きるの？」

「この国には、沈黙は金という言葉がございます」

「私ならお金より発言の自由を取る。残念だけど、その提案はお断りさせてもらうね」

　……ぼくの持ち主は、こんなにカッコいい子だったのか。

　感動してうるっとしてきた。

「意地を張っていられる状況ではないと思いますが……。アバターが消される姿を見れば、気持ちも変わるでしょう」

　…………ん？

　んんん!?

　いま何か不吉なこと言ったな!?

「ヤバイ!!　咏えい子こちゃん、逃げてろ！　……咏えい子こちゃん？」

　姿の見えないあの娘はいったいどこに消えたのかと思えば、ぼくの頭上よりさらに上、二階にいるギンコの近くから「ここですぅー」と弱々しい声が聞こえてきた。あの子もあの子で闇だよな……。

「夜よる峰みね！　本棚に身を隠しながら戦って！」

　ギンコから戦闘指令まで下された。

　二階に帰還することなくそこで戦えということだろう。

　ぼくにはもう退却は許されない。

　ぼくが距離を取り身を隠してもなお、あのメイドアバターは砲身を構える仕草を見せない。あれがどう使われるか次第で、ぼくの戦略も変わってくるっていうのに……。

　……もしかして、ただの飾りなのか？

　残響体の外見は、催眠染色によりディテクターをつけた人間やアバターの視覚によってのみ認知される。簡単に言うなら、服を着替えたように見えても、そもそも服なんてものは着ていないのだから何ら変化はない。見た目が変わるだけだ。だからあの砲も見掛け倒しで、こちらを混乱させるために……？

　いやいや違う、そうじゃない！

　使えないんじゃない、使わないんだ！　さっきドクターが警報を鳴らしてしまったから！　もうすぐここに人が来てしまうかもしれないから！　さっさとぼくらを殺した後、可能な限り痕跡を残さずに逃げるために、どこに当たるかわからない遠距離攻撃は使えないってことじゃないか!?

　そうに違いない！

　でも、だとすれば、もしかしてぼくにも勝機はあるんじゃないか……？

　チャンスは、ある──！

「隠れても無駄です」

　適当な本棚に隠れたぼくに、砲身の左腕を持つ弾丸メイドさんが平然と言い放ったセリフがそれだ。

　隠れても無駄だと？　無駄かどうか試してみて、やっぱり無駄でぼくがぼこぼこにされた姿を見たうえで発言していただきたいな。

　だけどそれも、根拠のない発言ではなかったことをぼくは知ることになる。

　一階の床はもうほとんどが紫色に染められている。

　それをいいことに、彼女は考え得る限り最も大胆で攻撃的な手段を取った。

　バチっという音がしたと思うと、彼女は再び衝撃波へと姿を変え、移動可能な範囲を手当たり次第に駆け抜けはじめた。

　館内に激しい衝撃音が響く。

　なるほど、たとえどこかに隠れていても、このスピードで走り回ってりゃいつかは必ず衝突して砕くだろうってことか……！　あの清せい楚そな見た目のメイドさんが、こんなふざけたやり方でぼくを壊しに来るとは!!

「うおお……！　あんまり人がいないからって無茶苦茶しやがる……！　パブリックスペースって概念はないのか……！」

　障害物を弾はじき飛とばして進む様はまさしく突風のごとく！

　外見データが移動の度に衝撃波の中に消えるせいで彼女の姿を何度も見失う。反撃するのもかわすのも難しい。じゃあどうする？　逃げるしかないんだが？　軌道煙のないところ……高いところに、本棚の上に！

　これなら気づかれるまで一応攻撃は当たらない……けど、攻撃されるのが怖くて本棚の上に寝そべって敵が諦めるのを待つぼくってどうだ。最高に闇カッコ悪いんじゃないか。

「あ……!?　まずい、ギンコ!!　君きみ島しまがそっちに行ったぞ!!」

　ぼくの警告を受け、二階から声が降ってくる。

「わかってるなら止めてよ!!」

「できたらやってんだよ!!」

　ぼくはいまだ本棚の上に隠れるのに必死なんだよ!!

　隠れてどうなるってわけでもないけど！

　ついでにたったいま叫んだせいでもうたぶんバレてるけど！

「夜よる峰みねくん！」

「うわっなんだい咏えい子こちゃん!!　体ないんだからいきなり話しかけるのやめてくれよ!!」

「スミマセン、でも聞いてください！」

「いま必要な話なんだろうな!?」

「み、見えました!!」

「何が見えたって？」

「勝ち筋です。ギンコちゃんを助ける手段です！」

「ほ、本当に!?」

　まさかとは思うがおままごとはじめましたってオチじゃないよな!?

「そのためにはどうしても必要なことがあるんです」

「なんだ!?　なんでもする!!　なんでも言ってくれ!!」

「あのNoNameさんというアバターを倒してください！　あの人に行動されると困るんです！」

「…………ほ、他の要望はないか!?」

　それ以外の手段じゃダメですか!?

　いやそれしかないのはわかるけど！　本当に咏えい子こちゃんの作戦を信じてもいいのか!?

「ちなみに作戦ってどんな!?」

「特別なことは何もしません、あっちの勝利条件は、こっちの勝利条件にもなるんです！　だから負けます！　ディテクターは奪われますが、それでもギンコちゃんが逃げ切れるような状況を作ります！」

　あっちの勝ちがこっちの勝ち？

　ディテクターを奪われてるのにこっちの勝ちになる……？

　……あ!?　そういうことか!?

「ギンコにはその作戦、伝えたのか!?」

「伝えました!!　たぶん、納得してもらえたと思います!!　うまくいくかどうかはわからないけど、やる価値はあります!!」

　本当かよ……!?

　不意に、吹き抜けからぼくは二階を見る。

　すると偶然にも、こちらを見下ろしていたギンコと目が合った。

　ギンコは、ぼくの目をまっすぐに見ながら、大きく口を開いた。

「……私、ずっと無視してきた。自分に都合の悪いこと。興味のないこと。他人の叫び。お姉ちゃんの必死の忠告も。咏えい子こや夜よる峰みねの助言も。ぜんぶ、ぜんぶ、ぜんぶ！」

「ギンコ……？」

「だから今度は信じる！　ドクターからは一人で逃げる！　だからそっちは夜よる峰みねに任せる！」

　嬉うれしい言葉……！

　状況が状況じゃなければ、ギンコの成長を心から喜びたいっていうのに……！

　こっちはたぶんそっちより生存難易度高いぞギンコ！　わかって言ってるんだろうな!!

　ギンコの成長など嚙かみしめている暇はない。さすがにここまであからさまにコミュニケーションを取っていれば、彼女に見つからないはずがない。

　場所を移動したらなんとかならないかな、なんて甘い考えで棚から下りたぼくの前で、彼女は仁王立ちしてぼくをにらんでいた。

　……見つかってる。そりゃそうだよな。

「あなたの音は丸見えだ、と申し上げたはずですが」

「……そういえばそうですね」

　衝撃波は何度も訪れる。軌道煙がある限り彼女はいくらでもぼくを、ギンコを破壊しうる。結局のところ、このアバターを破壊しない限りぼくらはここから逃げられない。

　いいさ、それがぼくに与えられた仕事なら。

　シュウとの約束を果たすために、それしか道がないのなら。

「作戦の都合上、やっぱりぼくがお相手を務めることになりました。かまいませんか？」

「……いつまでふざけるつもりですか」

「え」

「あなたがそうしておどけているから、あなたのご主人様は現状が正しく読み取れないのでは」

「おどけてる？　違うよ、ピンチの時ほど舌が回るタチなんだよ。アンタの強さを認めてるがゆえにぼくはユーモアセンスを発揮してるわけ。わかる？」

「…………」

　沈黙。

　それだけで彼女の言いたいことは十分にぼくの胸に響く。

「怒った？」

「いいえ」

「それも激烈に」

「怒ってなどいません。呆あきれているのです。あなたは冷静さを失っている」

　この闇っぽい声色。

　これは相当頭に来てるな。

「冷静だよ。今日だけで四度も戦闘行為をしてるからね。君のご主人様のせいで」

「…………」

　疑うような眼まな差ざし。

　ぼくにとってはこれが冷静なの。

「ぼくは冷静だよ。君が望むなら試してくれてもいい」

　我ながら安っぽい挑発だ。ギンコに聞かれたら鼻で笑われてもおかしくないセリフだ。だけど力のあるヤツほど、相手をねじ伏せる手段を持つヤツほど、目の前の悪態を無視できなくなるってもんさ。

「参ります」とメイドさん。

「お手柔らかに」とぼく。

　さっきと同じやり取り。

　だけど、さっきと同じ結果にさせはしない。

　場には紫の軌道煙。

　敵は拡声銃のシステムを組み込んだアバター。

　迎え撃つはぼく一人。

　武器はなし。右腕もなし。

　これ以上のロケーションはないね。

「──軌道潜泳シグデイゲスト、オン」

　バチバチと、変質する音を彼女の体が発しはじめる。

　来る気だな。チャンバラごっこはもう終わり。ぼくを確実に仕留めるために、そっちの攻撃方法を選択したってわけか。いまだ軌道煙は晴れていない。紫の煙がぼくと彼女を繫つないでる。

　タイミングは一瞬だ。聞き逃すなよ、ぼく。

　殺意なんてものを発していた彼女の視線が、バチッという激しい音とともに煙の中に消えた。

　衝撃波が走る。

　ぼく目がけて一直線に!!

　軌道煙を通りすべてを破壊する音が来る。棚も、本も、あらゆるものを弾はじき飛とばして、ギンコにもドクターにも届く凶暴な音を奏かなでながら、彼女がぼくの命を奪いに来る。

　それは一瞬、わずか一秒にも満たない時間。

　攻防と呼ぶには、あまりにも一方的な衝突。

　衝突には、激しい音が伴った。

　そしてその音は──突然に、一瞬にして消え去った。反響すら残さずに。

　音楽は静寂にはじまり静寂に終わる。

　だからこの無音は、決着がついたことの証明だ。

　そして最後に立っていたのは、ぼくの方だった。

「なっ……!?　何を…………!?」

　これが人体ならば、なかなかグロテスクな光景だ。メイド姿のアバター。彼女の体の、下半身がまるまる消え去っている。上体だけを残した彼女は床に這はいつくばり、なんとか顔を起こそうと必死だ。軌道煙に視界が遮られてうまくぼくの方が見えないらしい。

　なに、ぼくは特別なことなんかしてないさ。

　カラクリは君にも理解できるはず。

「貴様!!　何をした!!」

　き、きさま。

　そんな風にこのぼくを呼んでくれる人が現れるとは思ってなかったね。

　こうも丁寧な対応をしてもらっちゃあ、隠し通すわけにはいかないな。

　ぼくは、自分の左の手のひらを開いてみせた。

「これでわかるかな」

「……ヴォイス結晶……？　まさか……!?」

　まさか、ってほどでもないだろ？

　ぼくにできることなんて限られてる。

　角材を振り回してもアバター一人倒せない。ギンコの兄代わりを担になうこともできない。

　ぼくにできるのは、闇だ闇だと言って面倒な話をごまかすこと。ギンコのお守りをすること。そして、音を結晶化すること。

　普通なら、いくら残響体だからといってアバターを結晶化することなんてできない。

　だけど。

「悪いな、検証済みなんだ。拡声銃の攻撃なら、結晶化できるってことは」

　わざわざ用意してくれた特殊なシステムがアダになったな。

　タイミングを間違えてぼくの体がバラバラになったらどうしようかと思ったけど、うまくいって良かったよ。

　正直、体を丸ごと結晶化できると踏んでいたんだけど……さすがに範囲が広かったかな。アバター一体分はムリだった。……なんだか妙にカッコつかないんだよなぁ、ぼくのすることって……。

「くっ……!!」

「おっと、動かないでくれよ」

　ぼくは床に膝をつき、彼女の背中に左手を当てる。もしまたバチバチっとしたら、結晶化してやるって意味だ。あのバチバチさえなければ、さすがに下半身なしじゃぼくにもなんとか封じ込めるだろう。

　よし、これでぼくの方は作戦遂行上のノルマを達成したんじゃないか!?

　二階の方はどうなってる!?

　階段の方から足音がする。誰の足音かと目を凝らせば、上からギンコが駆け下りてきていた。

　おい……服が破れてる……顔にアザがあるぞ!?

「ギンコ、殴られたのか……!?」

「なんてことない。そんなことより、あっち見て」

　ギンコが促す先には階段が。

　そしてドクターがゆっくりと降りてくる。

　その手には、両ダ耳ブ型ルのディテクターがある。

「どうした……!?　ディテクター、取られちまったのか!?」

　何をやってるんだ……！

　あれを取られたらおしまいだ。シュウのカートリッジを手に入れるためにあいつはここまで来た。つまりはこれで、あいつは目的を半分果たしたことになる。自分の勝利条件に肉薄したことになる。

　こっちの作戦は、本当に大丈夫なんだろうな……！

「カートリッジは…………ああ、つけてありますね。手間取ったものです、まったく」

　カートリッジまで取られてしまった。あれがただの外見データだと知られたら、ドクターにとってぼくらはもう用済みだ。ぼくらを生かしておく必要はない。後はまわりの連中にギンコを差し出して〝助け〟させればいいだけ。

　ぼくらの足あ搔がきもここまで。これで終わりだってのはぼくにでもわかる。

　だってのに。

「私の勝ちよ。さよなら、ドクター」

「いやいやいやどんなハッタリですか。君は自信ありすぎですよ、来くる海み沢さわ」

　ギンコの目には、絶望の色が映ってない。

　ギンコの声からは、まるで恐怖が聞こえてこない。

「咏えい子こ。──オンにして」

「…………あ？」

　ディテクターを取られたからと言って、それだけでアバターの所有権が変わるわけじゃない。咏えい子こちゃんの忠誠心が動くわけじゃない。咏えい子こちゃんは言われた通り、ディテクター内の機能をオンにした。カートリッジに組み込まれていたシステムを表に出した。

　気づいていないのは……気づけないのは、ドクターだけだ。

　彼には見えていない。だからギンコの言う勝ちって言葉の意味がわからない。

　ギンコはもちろん何も説明しない。何も言わずにカーテンを開け、窓に椅子を叩たたきつけた。一度目は思いきりが足りず跳ね返ったが、二度目には大きな音を立ててガラス窓を砕いてみせた。

　そこでようやくメイドさんのアバターも、ギンコの言葉の意味することを理解した。

「逃げてください!!　逃げてください!!」

　名前を持たないアバターは叫び出した。

　淑しとやかさの欠片かけらもない声で、必死に声を張り上げ出した。

　ドクター。アンタには、この声も聞こえないんだろ？

　アンタを救おうと必死な、心からの叫びすら、アンタは聞く耳を持たない。

　それが敗因だ。

　アンタのミスは、人の言葉に耳を傾けなかったこと。

　自分の声にしか従わなかったこと。

「最後に一つだけ、いい？」

「一つだけなら、どうぞ」

「……ドクターは……名前はなんて言うの？」

　ドクターは大げさに肩をすくめてみせた。

「……君きみ島しま陸りく人とです。それくらい覚えてくれてると思っていましたが」

「そう。キミシマリクト、ね。……信じてもらえるといいね」

　きっと信じてもらえないだろうな。

　砕かれた窓から侵入しようとしてくる人たちからは。

　ギンコはさっと本棚の奥に身を隠した。決して顔を見られぬように。続々と入り込んでくる侵入者たちに、〝助け〟られることのないように。

「あぁ良かった……すぐ助けてやるからな……」

「救わねば……救わねば……！」

　十人以上はいよう人間がなだれ込み、そしてその全員が一斉に──君きみ島しまに、殴りかかった。

「なっ、何を……!!　なぜ俺に…………!!」

　袋ふくろ叩だたきってのは、こういうことを言うんだろう。

　はじめは「やめろ」だの「触るな」だのと途切れ途切れに聞こえてきたドクターの声が、次第に殴おう打だの音に押し潰されて聞こえなくなっていった。

　ぼくらは今夜、何度もおかしな体験をした。そこでいろんな情報を得てきた。

　人体寄生型マンドラゴラ……あの個体のせいで精神汚染デインセイン状態になった者は、催眠染色をかけることができずともアバターの姿が視認できる。それはつまり、同じシステムを使っている外見変更のカートリッジも有効ということだ。

　外見変更のカートリッジは、相手がアバター認識の催眠染色をかけていれば人間が使用しても効果がある。その人がディテクターを持っている限り。

　だからギンコは、わざとディテクターをドクターに奪わせた。そしてこの場で身に着けさせたんだ……。

「逃げてください!!　逃げてください!!　逃げてください!!」

　届くことのない叫びが繰り返される。

　いくら声を張り上げても、いくら喉をからそうともその想おもいは届かない。

　残酷な暴行の現場。ぼくらはすでに、それに関わろうとする気すら失うせていた。

　痛々しい音の響く空間で、忠実なアバターだけが、狂ったように叫び続けていた。

　決着……と言っていいだろう。

　なんとも後味の悪い形だけど……やり方になんてこだわっちゃいられない。

　まだ消えていない軌道煙の隙間から、ドクターの体の周辺に流れる血が見えた。

　これ以上は……ギンコを関わらせない方がいいな。

　咏えい子こちゃんも、ちょうど同じことを考えていたらしい。

「ギンコちゃん、いまの内に逃げてください！」

「えっ…………!?　でも……ディテクターを回収しなきゃ！」

「ダメです！　ギンコちゃんが顔を見せるわけにはいかないんですよ！」

　咏えい子こちゃんが声を荒げる。

　ここはなんとしても、咏えい子こちゃんの意見を押し通さなきゃならない場面だから。

「ギンコちゃんが十分この場から離れたら、外見変更の機能をオフにします！　そうすればこの人たちも目標を失って落ち着くはず……！　さぁ、早く逃げてください！　ギンコちゃんのディテクターが破壊される前に!!　私たちが消えちゃう前に!!」

　ディテクターを置いていく。

　それはつまり、ぼくらをここに置いていくってこと。

　しばしのお別れだ。

「ディテクターさえ壊されなければすぐまた会えるさ。早く行けって。顔、見られるなよ！」

　ギンコはまだ迷ってるようだった。

　気持ちはわかるよ。だけど、ギンコの迷いを尊重できるほど、現状は余裕のあるものじゃない。

「信じてくれるんだろ？　ぼくらの言葉を、聞き入れてくれることにしたんだろ？」

「…………うん」

　一度大きく頷うなずいて、それからギンコは一度も振り返らなかった。

　ぼくらの言葉通り、素早く図書館から抜け出していった。




　　　　＊＊＊




「ふぅ……切り抜けた、かなぁ」

「みたいですね……ギンコちゃん、もう大丈夫ですよね……」

「だと思うね」

　ぼくらの方は、どうだか知らないけどね。

　あの様子じゃ、ぼくらのディテクターがいつ壊されてもおかしくないからな……。

　ギンコがいなくなった後、ぼくらにはもう何もするべきことがない。

　だから何もせず、ただ時が過ぎるのを待っているだけ。ギンコが十分にここから離れるための時間が消費されるのを待っている。

　何分経たっても、ドクターが反応をなくしても、汚染者たちは一向に動きを止めなかった。

　カートリッジで作り上げられた外見しか目に映っていないから……生身の人間の方が血だるまになっても、そっちは見えていないのだから手を止める理由にはならない。彼らの目には……殴られても殴られてもまるで傷のつかないギンコが映ってるわけか。

　……目を背けたくなるような光景だ。




　…………えっ？




　あれはなんだ……!?

「咏えい子こちゃん……」

「ハイ？」

「見えるか……？」

「何がですかぁ？」

「〝叫び〟だ……」

「さっきから見えてるじゃないですかぁ」

「違う、あの駆除人からじゃない……ドクターの体から叫びが見えてるんだ……！」

「あれぇ？　本当ですねぇ」

　ドクターの体から、叫びが見えている。

　背中のあたりから、暴行に反応して、ほんの少しだけど叫びを発してる。駆除人に寄生したマンドラゴラとはまた別の個体だ、間違いない。どういうことだ。あの男もマンドラゴラに寄生されていたのか……？




　──いつから？




　まさか……最初から？　今日よりずっと前から？

　ギンコがマンドラゴラを届けに行っていたあの日にはすでに、彼は狂っていたのか？

　咏えい子こちゃんは不思議そうに、柵の向こうの動物でも見るかのように平静な様子だけど……これは本当に、そんな単純な問題か？

　ぼくは思い返す。これまでにドクターの取った行動を、一つ一つ。

　未加工のマンドラゴラを回収し、駆除隊の活動を妨害した。

　回収したマンドラゴラを、密生地ができるくらいに埋め直していった。

　そしてギンコのような人間を狂わせようとしていた。

　一連の行動はまるで……まるで、人間に恨みを抱いたマンドラゴラの意志に導かれたよう。はじめからマンドラゴラに精神を操られていたかのよう……。

　ぞくりと、冷たいものが背筋を辿たどる。

　馬鹿な。そんなセンチメンタルな理解で、この騒動を捉えていいのか？

　もしそうだとしたら、それは、それは、なんて──闇なんだろう。

「夜よる峰みねくん？」

「……悪い夢を見ているみたいだ」

「夢なんて見たことあるんですかぁ？　アバターなのに」

「そういうことじゃなくて」

「考え過ぎですよぉ。私たちが、気にすべきことじゃないと思います」

　…………。

　それもそうだな。

　ぼくは考え過ぎてる。咏えい子こちゃんのふわっとした口調が答えだ。たとえどんな真相が隠れていたとしても、ぼくらには関係のないこと。魅入られてはならない。ぼくは夢をのぞき込もうとしてる。

　ぼくはぼく自身の耳に届く声だけを考えればいい。

　ギンコの身を脅おびやかさないすべてのことは、ぼくにとって余計なこと。

　耳に届くすべてを、音楽だと考える必要はないさ。

　時には、ノイズと判断して切り捨てることも必要だろう。

　あ、ヤバ。

　さすがにもうバッテリーが限界みたいだ。

「ゴメン、咏えい子こちゃん。電池が切れそうだ……ぼくはもう眠るよ」

「はい。また……会えるといいですね」

　もしかしたら二度と会えないかもしれませんね、みたいなことをしれっと滲にじませてくる咏えい子こちゃんの言葉を聞きながら、ぼくはゆっくりと自分の機能を停止させはじめた。

　実行中の処理を段階的に中止。

　アプリケーション停止。

　ぼくは眠気を感じる。

　体はもう動かない。

　声はもう出せない。

　シャットダウン。




　──おやすみ、ギンコ……。







　起動。

　指定ＯＳと接続。

　各システムの実行を開始。

　アバター名〝夜よる峰みね〟の起動。

　知能は確立する。記憶は呼び戻される。

「…………どこだ、ここ」

　まぁ、あんまり目覚めが良かったとは言い難がたいよ。悪い夢を見ていたようなものだからね。ついでに言うと、起きたばかりのぼくの前にいたのは、ものっすごく闇な人だったからね。

　まぁ、誰にも何もバレることなく、すべてを終わらせることができるとは思ってなかったけど。それでもやっぱりこの人は、いろいろと気づきが鋭すぎる気がするよ。

「だいたいお前は文句が多過ぎるだろ来くる海み沢さわナントカちゃんよォ。お前のオジサンに今回の流れを適当に説明したのはいったい誰だと思ってんだ？　もしかして自分だと思ってたか？　それは夢だ早く覚めた方がいい。良いい夢見てんじゃねーよ子どものくせに」

「私、何も言ってませんけど……」

「言わなくても伝わることを、イチイチ相手が発言するのを待つ気はねぇんだ俺は。いや待て、言わなくても伝わっているということは、口を開く前に言葉を伝えきっているということで、それはつまり発言が済んでいると捉えるのが妥当じゃねぇのか？　妥当なわけねーな、他人の気持ちを先読みする人間は夢と現実の区別がついてない人間だ。つまり俺はいまなお夢を見ているティーンエイジャーということじゃないか」

「……三み十そ路じなのに？」

　よくよく見れば、ここはいつぞや吹き飛ばされたカフェテリアじゃないか。

　ギンコは実は、苦いものが好きじゃない。あの夜コーヒーをすすっていたのはあくまで眠気覚ましのため。だから本当はブラックコーヒーなど飲みたくなかったのだろうけど……うちのギンコちゃんは苦いものより、人に馬鹿にされることの方をより嫌う。子ども扱いされたくなかったのだろう。そんな意地っ張りなところが子どもっぽくて可愛かわいらしい。

「あ。おはよう、夜よる峰みね」

「おはよ。……ディテクター、萩はぎ原わら氏が回収してくれたのか？」

「うん」

　せっかく保護してくれたのに脱走しやがった小娘のために、ディテクターを持ってきてくれたのか。優しいなぁ、この三み十そ路じのおじさん。

「ありがとうございました。おかげさまで全部元通り……あれ？　結晶化と再音化リヴオイスのカートリッジがない……」

「違法改造のカートリッジは悪いが没収したぜ。お前らな、俺があれをごまかすのにどれだけ苦労したと思ってんだ？」

「どんな苦労をなされたんですか？」

「君きみ島しま氏が勝手に取りつけたことにした」

　……一言告げただけで終わりじゃないか。

　咏えい子こちゃんは一足先に目覚めていたらしく、パウル氏との闇っぽい話に花を咲かせていた。

「つまりはバナナチョコなんです、わかりますかぁ？」

「いえまったくわかりませんでした。つまりはチョコバナナといったい何が違うのです？」

「えええええ!?　いままで何を聞いてたんですかぁ!!」

「恥ずかしながら何も聞いておりませんでした。もう一度はじめからご説明いただけますかな？」

「よく恥ずかしげもなくそんなことが言えますね!!　いいですもう一度説明しますぅ!!　いいですか、バナナチョコっていうのは一度冷凍したバナナを細切れにして──」

　……二人ともお元気そうでなにより。

　咏えい子こちゃん、体取り戻せたんだね。よかったよかった。

　なんか心なしか露出度が上がってる気がするけど。

　まぁ、この二人はいいや。どうでも。

「マンドラゴラの密生地、君きみ島しま氏の研究、人体寄生型マンドラゴラ……後処理はまァなかなか面倒だったがお前にまで説明してやる必要はねーよな？　何か聞きたいことあるか？」

「えーと……そうですねぇ……」

「どうしても知りたきゃご主人様に聞け。この子には話してあっから」

　ぼくはまだ何も言ってないのに……。ギンコはギンコで、不思議そうな顔をしている。たぶん実際には説明されてないんだろうな。この人、マジメにやる時とそうでない時の差が激しすぎる。

「んじゃ、ディテクターも返したし、俺は行くぞ」

「うん。ありがとうございました、タイチョーさん」

「いいっていいって！　行くぞパッウッル!!」

　……タイチョーさん？

　まさかギンコ、萩はぎ原わら氏の名前覚えてない……？

　いや、邪推するのはよくない。

　親しくなって呼び方が変わったのだと考えよう。

「伝票持っていってくれたぞ」

「大人の財力……」

　ギンコに大人の財力があれば、あの夜もホントは何事もなかったんだよな。タクシーに乗って遠くに逃げちゃえばよかったんだから。

「そういえば……シュウの遺のこしたカートリッジは？」

「返してもらったよ。咏えい子この方のディテクターにつけてる」

　すんなり返してもらえたか。

　ってことは、中に隠されているものなんてなかったってわけだな。

　シュウへの外見変更データだけ。

　返してもらえたことがわかれば十分なのに、なぜか咏えい子こちゃんは実演をもってそれを証明してくれた。

「ほらギンコ。お姉ちゃんだよ」

「やめてくんない。お姉ちゃんの姿で、声だけ咏えい子このままにするのやめてくんない。気色悪いから」

　シュウの遺のこしたカートリッジは、なぜか咏えい子こちゃんのオモチャになっている。ギンコがあまり深い意味付けをしないよう、咏えい子こちゃんはあえてふざけているのだろう。と思うことにしよう。

　でも、なんだか安心したよ。

　ギンコがあんまり沈んでなくってさ。

　いろんなことがあったけど、それがショック療法になって殻を破ることができたのかな。

　そうだといいなと、ぼくは思うよ。

　…………。

　……そうじゃない可能性があることも、もちろんわかっちゃいるけれど。

　余計なことは考えないようにしようと思っていたけど……これはきっとギンコにも関係することだ。

　違和感を覚えたのは、どこからだっただろう。

　ああそうだ、ショーウインドウの中に死体を見つけた時だ。考えてみればあんな場所に死体を放置する意味はない。普通なら、死体なんてものはもっと人目を避けた場所に隠そうとするはず。

　隠す気がなく、殺してそのまま放置したというならなおおかしい。あんな場所で殺人を犯す理由がない。シュウが逃げ込んだにしても、犯人が追い込んだにしても不自然極まりない場所だ。

　逆に誰かに見せつけようとしたらもっと視線の集まる場所……たとえば駅前にでも置いておけばいいんだ。人には見せたい、だけど手は触れてほしくない……そんな条件でなければ、あんなところに死体は置かない。

　手で触れられると不都合が発生するのはなぜだ？

　そしてもう一つ。あの時近くにいたサラリーマンがギンコに寄ってきたけど……たしかあの人は、「君、どうしたんだ」って言ってたんだ。

　ありえないだろ。

　死体を見て膝から崩れ落ちる女の子を見て、どうしたんだなんて聞くか？　ショックを受けた理由は目の前に置かれていた。それなのになぜあの人は、どうしてなんて聞いたんだ？　まるで彼には、死体なんてものははじめから目に映ってなかったみたいじゃないか。

　誰もが必ずアバター認識の催眠染色をかけてるわけじゃない。誰の目にも残響体が見えているわけじゃない。

　ぼくの考えは、飛躍しすぎなのかもしれない。自分に都合の良いいように事実を歪ゆがめて見てしまっているのかもしれない。だけどぼくには、自分の直観を信じるだけの根拠がある。

　シュウが遺のこしたカートリッジ。

　ぼくらはそれを、シュウが死んでもその姿だけは遺のこすからさびしく思わないでくれってメッセージだと受け取っていた。

　だけどもしかしたら、それとはまったく別の意味が込められていたのかもしれない。あの時のぼくらには気づけなかっただけで。

「ほら、ギンコ。お姉ちゃんの声だよ。私はお姉ちゃんそのものだよ」

「全然ダメ。声の使い方がなってない」

「なんでそういうこと言うんですかぁ……」

「お姉ちゃんの声でその気持ち悪い声色出すのやめてよ」

「気持ち悪くなんてないですよぉ！」

　ギンコは何かに気づいているんだろうか？

　だからこうして、シュウの姿で咏えい子こちゃんが遊ぶことを許しているのだろうか？

「気持ち悪いよ、ねぇ。夜よる峰みね、どう思う？」

　もちろんこれは、ただの推測でしかない。

　だからぼくがこれをギンコに伝えることはない。

　妙に明るい声を出すギンコに、ぼくに言える言葉なんて一つしかないさ。

「闇だな。闇」










　　　あとがき




　言ってみれば当たり前のことでありますが、人間の顔にはいくつかのパーツがありまして、喜ばしいことにこの私も、目だの耳だの有用にして貴重なパーツを標準装備として付属された状態でこの世に生を受けました。

　見たり聞いたり話をしたり、人間が社会性を保つために用いる多くの手段は、そのほとんどが首から上にある器官によって行われます。目も耳も、鼻も口も泣きぼくろも、人間が他人に何かを訴える多くの有用な道具は、顔のどこかにあるものです。ところが私たちはそのパーツがいかに有用であるかを知りながらも、その正確な位置関係を把握しているとは限りません。

　それはつまり情報を享きよう受じゆする器官であり発する器官ではないからうんぬん──と話を展開させるつもりだったのですが長くなりそうなのでもう切り上げます。

　つまり、人は耳なんか見ちゃいないのです。

　目を見て話せと先生に教わることはあっても、耳を見て話せなんて教えはどこの世界にも広まっていないのです。

　だからこそ人は、ヘッドホンをかけた人物を見ると、どこか新鮮な、まるではじめてその人を見るような気持ちになるのだと思います。

　ヘッドホンをかけた女の子の魅み力りよくはそういうところにあるんじゃないのかなと、そんなことをぼんやりと考えているうちに、いつの間にか書きはじめていたのが本作です。

　ヘッドホンをかけた可愛かわいい女の子の表紙絵を描いてほしいなー、そのためには音を基盤においた物語が必要だよなー、じゃあもうマンドラゴラしかないよなー、となぜかマンドラゴラが案に出てまいりまして、目はあっても見る目はなく、耳はあっても聞く耳も持たないと他の選択肢を見つけることもできず、そのままヘッドホン少女がマンドラゴラを狩りに行く話が出来上がりました。

　ギンコさんがヘッドホンタイプの特殊装置、〝ディテクター〟を耳に付けている姿を想像するだけで私は大満足でございます。

　さらにそれが文章になり、イラストをつけていただき、商品として出版されるまでに至ったのはなにより喜ばしいことでございます。

　本書の出版までにご助力いただきました皆々様へ、この場を借りて心よりのお礼を述べさせていただきまして、あとがきを終わりたいと思います。十じゆつ階かい堂どう一いつ系けいでした。
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十じゅっ階かい堂どう一いっ系けい

十戒を問う尊い堂にて、学ぶは唯一孤高の系、得るものはなく、滲むは深く鈍色の悔い、さりとてそこに現る幻影、経つは時、気づけば心中埋め尽くす、永遠よりもわずかに短い至福の時を、体現するを名とする。
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イラスト／なぎみそ

ボクも咏子ちゃんに怒られたり窘められたり果てしなくウザ絡みされたりしたいです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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